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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





































[image: １　思いもよらない話]

　パパがイギリス人じんだということは、ママからきいて知しっていました。でもそれ以い外がいのことは、セドリックにはなにも知しらされていませんでした。それにパパはセドリックがまだほんの小ちいさなときに死しんでしまったので、あまりおぼえていないのです。長ながい口くちひげをはやし、ひとみが青あおかったことはおぼえています。からだの大おおきなパパの肩かたにのって部へ屋やをぐるぐるまわるのがだいすきだったことも。でもそれだけでした。

　パパが病びょう気きになってすぐ、セドリックは知しり合あいの家いえにあずけられ、帰かえってきたときには、すべてが終おわっていました。ママはすっかりぐあいがわるくなり、黒くろい服ふくを着きて、窓まど辺べにおいた椅い子すにじっとすわっていました。げっそりやせて、美うつくしい顔かおは青あおざめ、えくぼが消きえて目めばかりが大おおきくかなしげでした。

「ねえ、ディアリスト」セドリックはママに声こえをかけました。ディアリストというのは、〝いちばんたいせつな人ひと〟という意い味みで、パパがママのことをそうよんでいたので、セドリックもよぶようになりました。「パパのぐあいはよくなったの？」

　ママの腕うでがふるえているのに気きづいて、セドリックは巻まき毛げの頭あたまをあげてママの顔かおをみあげました。そのとたん、なぜか泣なきだしそうになりました。

「ディアリスト、パパはまだくるしんでるの？」

　いったそばから、おさないセドリックの胸むねにやさしい気き持もちがあふれてきて、思おもわずママの首くびに腕うでを巻まきつけ、何なん度ども何なん度どもキスをしました。そのまま、やわらかいほっぺをママの顔かおに近ちかづけていると、ママはセドリックの肩かたに顔かおをあずけ、泣なきだしました。

「いいえ。いまはもう、なにもくるしまず、やすらかでいらっしゃるの。だけど、わたしたちは、これからふたりぼっち。ほかにはだれもいないのよ」

　もう二に度どと放はなさないというように、セドリックをだきしめて、ママは泣なきながらいいました。

　それだけで、おさないセドリックにもわかりました。パパはもう家いえにもどってはこない、死しんだんだと。

　それまでにも、だれかが死しんだ話はなしはきいたことがありましたが、死しがこれほど大おおきなかなしみをもたらすものだとは思おもいもしませんでした。

　パパのことを話はなすと、ママがひどくかなしむとわかってからは、もうあまり話はなさないようにしようと心こころにきめました。でもママは椅い子すにすわったままじっと動うごかず、しゃべりもせず、暖だん炉ろの火ひか、窓まどの外そとをみつめているだけなので、このままじゃいけないとわかります。

　セドリックもママも知しり合あいはほんの少すこしで、そのくらしはとてもさびしいものでした。といっても、セドリックが大おおきくなって、どうしてうちにはお客きゃくさんが来こないのか、その理り由ゆうを知しるまでは、じぶんたちがさびしいくらしをしているとは思おもわなかったのですが。

　きけばママはみなしごで、パパと結けっ婚こんするまではまったくのひとりぼっちでした。ママはむかしから美うつくしく、裕ゆう福ふくな老ろう婦ふ人じんのおせわ係がかりをしてくらしていましたが、この老ろう婦ふ人じんにしょっちゅうつらい目めにあわされていました。

　セドリックのパパ、エロル大たい尉いがこの老ろう婦ふ人じんの家いえをたずねてきたときも、目めになみだをためて階かい段だんを駆かけあがっていくところでした。

　なんともかれんな女じょ性せいが、かなしみにくれている。エロル大たい尉いは、その顔かおをひと目めみたとたん、わすれられなくなりました。それからふたりは、よく顔かおをあわせるようになり、おたがいのことを深ふかく知しるにつけ、あいてのことがたまらなくたいせつになり、結けっ婚こんしたのでした。

　ところが、この結けっ婚こんをよろこばない人ひとも、なかにはいたのです。いちばん怒おこったのは、大たい尉いのお父とうさんでした。イギリスにくらしているその人ひとは、名な高だかい伯はく爵しゃくの位くらいをもつ、たいへん裕ゆう福ふくな貴き族ぞくで、しかもアメリカという国くにもアメリカ人じんもだいきらいでした。

　大たい尉いの上うえにも、ふたりのむすこがいて、父ちち親おやがもつ伯はく爵しゃくの地ち位いも広こう大だいな家いえ屋や敷しきも、一いち番ばん年ねん長ちょうのむすこがつぐことが法ほう律りつできめられていました。長ちょう男なんが亡なくなれば、次じ男なんがつぐというわけで、ありあまるほどの財ざい産さんをもつ家いえに生うまれながら、三男なんに生うまれたエロル大たい尉いが財ざい産さんをつぐ可か能のう性せいは、ほとんどなかったのです。

　けれども、兄あにたちはさずからなかった才さい能のうを末すえっ子こがさずかるというのはよくある話はなしで、エロル大たい尉いは、美うつくしい顔かお立だちと、すらりとして、たくましいからだにめぐまれました。そのうえとてもやさしく、何なに事ごともおそれないので、だれもが心こころひかれてしまうのでした。

　ところが上うえの兄あにふたりは、美び男なん子しにはほど遠とおく、やさしさの面めんでも、頭あたまのよさでも、末すえっ子こにおとっていました。名めい門もんの中ちゅう学がっ校こうに通かよっているときから人ひとにすかれず、大だい学がくへ通かようころには勉べん強きょうそっちのけで、くだらないことで時じ間かんとお金かねをむだにしていましたから、ほんとうの友ゆう人じんなどできるはずもありません。

　このふたりに、お父とうさんはほとほとがっかりして、わがむすこながら、はずかしくなりました。じぶんさえよければいいという考かんがえの、気け高だかい精せい神しんなどこれっぽっちもない、つまらない人にん間げんになることは目めにみえており、どちらがじぶんの跡あとをついでも、伯はく爵しゃくの名なをけがすのはまちがいありません。

　跡あとをつぐことはほぼないと思おもわれる末すえっ子こに、ありとあらゆる才さい能のう、魅み力りょく、美び、力ちからがそなわっており、伯はく爵しゃくになるのに、これ以い上じょうふさわしい人じん物ぶつはいないのですから、なんとも皮ひ肉にくな話はなしでした。そうなると、このハンサムで若わかい末すえっ子こに、憎にくらしささえおぼえることもありました。しかし、どんなに気きむずかしい老ろう伯はく爵しゃくであっても、心こころのそこをのぞいてみれば、末すえっ子こがかわいくてたまらないのでした。

　それでも上うえのむすこふたりからは、ますますめいわくをかけられるので、よくできた末すえっ子ことくらべて、なおさら怒いかりがつのります。ある日ひ、かっとなった伯はく爵しゃくは、その場ばの思おもいつきで、しばらく末すえっ子こをアメリカに送おくりだすことにしました。そうすれば、兄あにふたりとしょっちゅうくらべて、いらいらしないですむと思おもったからです。

　ところが六か月げつほどたつと伯はく爵しゃくはさびしくなり、また末すえっ子こに会あいたくてたまらなくなりました。それでエロル大たい尉いに手て紙がみを書かいて、家いえへもどるよう命めいじました。けれどじつはおなじころ、エロル大たい尉いのほうでも父ちち親おやあてに手て紙がみを書かいていました。アメリカ人じんの美うつくしい女じょ性せいと結けっ婚こんするつもりだと知しらせたのです。

　伯はく爵しゃくはかんかんに怒おこりました。もともと怒おこりっぽいたちではありましたが、これほどはげしく怒おこったことはありません。手て紙がみがとどいたとき、おなじ部へ屋やにいた使し用よう人にんは、かっとなった伯はく爵しゃくが倒たおれてしまうのではないかと心しん配ぱいしたほどでした。一時じ間かんほどトラのように怒おこりまくっていた伯はく爵しゃくは、やがて腰こしをおろし、末すえっ子こに手て紙がみを書かきました。二に度どと屋や敷しきにもどってくるな、父ちちや兄あにに手て紙がみも書かいてはならない。すきなように生いきて、すきなところで死しのうというのだから、おまえとはもう家か族ぞくの縁えんを切きる。生いきているあいだ、父ちちから援えん助じょがうけられるとは二に度どと思おもうなと、手て紙がみで命めいじたのです。

　大たい尉いは父ちちの手て紙がみを読よんでかなしくなりました。イギリスも、じぶんが生うまれた美うつくしい屋や敷しきもだいすきで、怒おこりっぽい父ちち親おやであっても愛あいしていたからです。大たい尉いには、父ちちの怒おこる気き持もちもよくわかり、これからはもう二に度どと援えん助じょは受うけられないとさとりました。お金かねをかせいで生いきていくようには育そだてられなかった大たい尉いには、仕し事ごとの経けい験けんはまったくありません。それでも勇ゆう気きにあふれ、決けつ意いのかたい大たい尉いは、ニューヨークで苦く労ろうして職しょくをさがしたのちに結けっ婚こんをしました。

　イギリスでのくらしとはがらりと変かわったわけですが、はつらつとして気き持もちよくはたらき、たいへんな仕し事ごともきっといつかはむくわれるだろうと、希き望ぼうをもっていました。ひっこんだ通とおりにある小ちいさな家いえにくらし、男おとこの子こが生うまれてからは、毎まい日にちがゆかいで楽たのしく、生いきているだけでうれしいと思おもうようになりました。

　大たい尉いは使し用よう人にんだった娘むすめと結けっ婚こんしたことを、一いっ瞬しゅんでも後こう悔かいしたことはありません。思おもいやりあふれる妻つまと、たがいをだいじに思おもって生せい活かつする、それだけで満まん足ぞくしていたのです。じっさい妻つまはとてもやさしく、生うまれた男おとこの子こは両りょう親しんそっくりでした。わびしい通とおりのつつましい家いえで生うまれたというのに、この子こほど恵めぐまれた赤あかんぼうはいないようでした。いつでもお行ぎょう儀ぎがよく、人ひとにめいわくをかけるようなことはありません。やさしい気き立だてが、ふるまいのはしばしにうかがわれ、その愛あいくるしさに、だれもが心こころをうばわれてしまいます。絵えのように美うつくしい男おとこの子こだったのです。
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　ふつう赤あかんぼうというのは、頭あたまに毛けが生はえていませんが、セドリックは生うまれたときから、やわらかくなめらかな金きん髪ぱつがほわほわと生はえていました。最さい初しょは短みじかい毛け先さきが丸まるまっていただけでしたが、生うまれて六か月げつもすると、それがふんわりした巻まき毛げになりました。小ちいさな顔かおに、大おおきな茶ちゃ色いろの目めと長ながいまつげ。この組くみ合あわせはじつに愛あいらしいものです。背せすじが強つよく、脚あしもとてもしっかりしていたので、生うまれて九か月げつになるとふいに歩あるきだしました。

　赤あかんぼうとは思おもえないほど礼れい儀ぎ正ただしいセドリックと顔かおを合あわせると、だれもがゆかいな気き分ぶんになりました。どうもこの子こは、会あう人ひとすべてがじぶんの友ともだちだと思おもっているようです。通とおりで乳母うば車ぐるまに乗のせられているときも、知しらない人ひとの顔かおを茶ちゃ色いろのひとみで一いっ心しんにみつめていたかと思おもうと、ぱっと顔かおをほころばせ、なんとも人ひとなつこい、愛あいくるしい笑えみをみせるのでした。

　そんなわけでしたから、セドリックの家いえがある通とおりぞいにすんでいる人ひと々びとは、ひとりの例れい外がいもなく──これほど気きむずかしい人にん間げんはほかにいないといわれている角かどの食しょく料りょう品ひん屋やの店てん主しゅでさえ──セドリックと顔かおを合あわせたとたんうれしくなって、話はなしかけずにはいられないのでした。そして月つきをへるごとに、セドリックはますますハンサムに、魅み力りょく的てきになっていきました。

　成せい長ちょうして、お手て伝つだいさんといっしょに出で歩あるけるようになると、短みじかい白しろのキルトをはいて、大おおきな白しろい帽ぼう子しをかぶったセドリックが、小ちいさな荷に車ぐるまのおもちゃを引ひいているすがたが、通とおりでみられるようになりました。頭あたまのうしろにかぶった白しろい帽ぼう子しが、金きん色いろの巻まき毛げとハンサムな顔かお立だちをいっそうひきたてて、道みち行ゆく人ひとはだれもが目めをうばわれました。

　家いえに帰かえるたびに、お手て伝つだいさんは、セドリックの顔かおをよくみようと、わざわざ馬ば車しゃをとめて話はなしかけてきた貴き婦ふ人じんがいたこと、その人ひとにセドリックは、ずっとまえから知しっている人ひとのように、はきはきとしゃべり、貴き婦ふ人じんをおおいによろこばせたことなどを報ほう告こくしました。

　セドリックのいちばんの魅み力りょくは、いつもほがらかで気きおくれすることなく、みんなを友ともだちにしてしまうところにありました。だれとでもすぐうちとけて心こころを通つうじあわせ、じぶんとおなじように、みんなが楽たのしくいられますようにと、いつもそう願ねがっていました。

　セドリックはまた、まわりにいる人ひとたちの気き持もちをこまやかに感かんじとります。これはおそらく、家か庭てい生せい活かつではぐくまれたものでしょう。いつもそばにいる両りょう親しんが、ともにやさしく思おもいやりがあり、人ひとの気き持もちに敏びん感かんで礼れい儀ぎ正ただしいからです。この家いえのなかで、心こころない言こと葉ばや、らんぼうな言こと葉ばがとびかったことは一いち度どだってありません。セドリックはいつでも愛あい情じょうをかけられ、目めをかけられ、たいせつに育そだてられてきましたから、おさない心こころのなかには思おもいやりがぎっしりつまっていて、自し然ぜんと他た人にんにやさしくなれるのでした。

　父ちちは母ははに、いつでも愛あい情じょうのこもったかわいらしい呼よび名なでよびかけるので、セドリックも、そのまねをします。父ちちはいつでも母ははをみまもって、とてもたいせつにしてきたので、セドリックもおなじように母ははをたいせつにするようになったのです。

　もうパパは帰かえってこないと知しり、ママがとてもかなしんでいるのをみているうちに、セドリックの、あどけなくもやさしい心こころのなかに、ある考かんがえが生うまれてきました。ママをしあわせにするために、じぶんがやれることをやらなきゃいけない、と。まだ赤あかんぼうといっていい年としごろでしたが、一いち度どそう思おもったら、なにをしていてもその考かんがえが頭あたまにうかんできます。

　それで、ママのひざの上うえにのってキスをしたり、ママの肩かたに巻まき毛げの頭あたまをのせてみたり、おもちゃや絵え本ほんを持もってきてママにみせてあげたり、よくソファで横よこになっているママのとなりにやってきて、なにもいわずにまるくなったりしてみます。まだ小ちいさいので、できることはそれぐらいです。でも、せいいっぱい元げん気きづけようとしてくれる、その気き持もちがうれしくて、セドリックが思おもっている以い上じょうにママはなぐさめられたのです。

　セドリックは、ママがお手て伝つだいさんのメアリーに、こんな話はなしをしているのをきいたことがあります。

「ねえ、メアリー。この子こはおさないながら、わたしの力ちからになろうとしているみたい──ぜったいそうよ。愛あいくるしい顔かおに心しん配ぱいの色いろをうかべて、わたしの顔かおをじいっとみていることがあるの。まるで同どう情じょうしているみたいに。それからわたしのところへやってきて、キスをしたり、なにかみせてくれたり。小ちいさいけれど、もうりっぱな紳しん士し。人ひとの気き持もちがわかるのね」

　もう少すこし大おおきくなると、セドリックは、人ひとを楽たのしませる、じぶんならではのゆかいな方ほう法ほうをたくさん生うみだしました。それでママはセドリックといっしょにいるだけで満まん足ぞくして、ほかに友ともだちがほしいとも思おもわず、ふたりでしょっちゅう散さん歩ぽをしたり、あそんだりしました。

　さらに大おおきくなって文も字じが読よめるようになると、セドリックは暖だん炉ろのまえの敷しき物ものの上うえにねっころがって、声こえに出だしていろんなものを読よみだしました。物もの語がたりのこともあれば、大人おとなむけの、ぶあつい本ほんや、新しん聞ぶんを読よむこともあります。そういうとき、セドリックが口くちにする、大人おとなびた言こと葉ばに、母はは親おやがうれしそうに笑わらう声こえが、台だい所どころにいるメアリーにもきこえてきました。

　それでメアリーは食しょく料りょう品ひん屋やの店てん主しゅにうちあけました。

「きいとくれよ。あんなことをいわれちゃあ、だれだって笑わらわずにはいられないよ。まったくおませなことをいうんだから！　新しん大だい統とう領りょうがえらばれた夜よる、台だい所どころにやってきて、ちっちゃなポッケに手てをつっこんでさ、暖だん炉ろのまえに立たったんだ。そう、大だい統とう領りょうのまねだよ。あのあどけない顔かおに、判はん事じみたいにまじめくさった表ひょう情じょうをうかべてさ、口くちにする言こと葉ばがまたふるってるんだ──『ねえ、メアリー、ぼく、選せん挙きょにとても興きょう味みがあるんだ。ぼくは共きょう和わ党とうがいいと思おもってて、ディアリストもそうなんだよ。メアリーも、やっぱり共きょう和わ党とうだよね？』──それでいってやったんだ。『あたしゃ、どっちかっていうと、民みん主しゅ党とうですかね』って。そうしたらどうだい。目めをまんまるくして、あたしの顔かおをみあげたよ。ああいう顔かおでみつめられたら、たまらない。それであの子こはこういったんだ──『メアリー、そんなことじゃあ、この国くにはほろんでしまうよ』って。あの日ひ以い来らい、あたしの顔かおをみるたんびに、目めをつりあげてせまってくる。考かんがえを変かえたほうがいいよってね」

　メアリーはセドリックのことがかわいくてたまらず、誇ほこらしさも感かんじていました。セドリックが生うまれたときからずっと、セドリックの母はは親おやのもとではたらき、父ちち親おやが死しんでからは、料りょう理り人にん、家か事じ手て伝つだい、乳母うばなど、ひとりで何なん役やくもこなしてきました。セドリックのすこやかで美うつくしい小ちいさなからだと、お行ぎょう儀ぎのよさを、メアリーは誇ほこらしく思おもっていましたが、とりわけ、ひたいでゆれる、ふんわりした金きん色いろの前まえ髪がみや、肩かた先さきにおちる美うつくしい巻まき毛げは、いちばんのじまんのたねでした。メアリーはセドリックの母はは親おやを手て伝つだって、朝あさはやくから夜よるおそくまではたらいて、セドリックのために小ちいさな衣い服ふくのひとそろいをいくつもつくり、いつもきちんと着きられる状じょう態たいにしていました。

「あの子こには貴き族ぞくの風ふう格かくがあると思おもわないかい？」

　メアリーはよく食しょく料りょう品ひん屋やの店てん主しゅにいったものです。

「五ご番ばん街がいを歩あるかせてみたいもんだよ。あんな男おとこ前まえが歩あるいていたら、男おとこも女おんなも、大人おとなも子こどもも、みんなふりかえるにきまってる。黒くろいベルベットのキルトをはかせてごらんね。小ちいさな頭あたまをすっと持もちあげて、巻まき毛げがふわっふわのきらっきら。まるで若わかい侯こう爵しゃくさまだ」

「若わかい侯こう爵しゃく」がどんな外がい見けんをしているのか、セドリックにはわかりません。侯こう爵しゃくというものじたい、ちんぷんかんぷんなのです。

　セドリックのいちばんの友ともだちは、通とおりの角かどで食しょく料りょう品ひん屋やをいとなんでいる怒おこりっぽい店てん主しゅ、ホッブズさんですが、この人ひともセドリックには一いち度ども怒おこったことがありません。セドリックはこの人ひとをたいへん尊そん敬けいして、あこがれています。セドリックの目めには、ホッブズさんが、たいへんに裕ゆう福ふくで、なんでもできる人ひととしてうつっているのです。なにしろ店みせのなかには、プルーン、イチジク、オレンジ、ビスケットなどなど、物ものがあふれていて、おまけに馬うま一頭とうと荷に馬ば車しゃまで持もっているのですから。

　牛ぎゅう乳にゅう配はい達たつのおじさんも、パン屋やさんも、リンゴ売うりのおばあさんもすきでしたが、やはりセドリックがいちばんすきなのはホッブズさん。ふたりはほんとうになかがいいので、セドリックは毎まい日にちのようにホッブズさんの店みせをおとずれて、いま話わ題だいになっていることをあれこれと話はなしあって、長ながい時じ間かんをいっしょにすごすのでした。

　話はなすことはいくらでもあるらしく、話わ題だいのゆたかさにおどろかされます。たとえば、七月がつ四日よっかの独どく立りつ記き念ねん日びのこと。これについて話はなしだすと、ふたりはもう口くちがとまりません。ホッブズさんは、イギリスのことをとことん憎にくんでいて、独どく立りつ革かく命めいのとき、敵てきであるイギリス軍ぐんがどれだけひどいことをしたか、革かく命めいをはたした英えい雄ゆうたちがどれだけ勇ゆう敢かんだったかを、目めにうかぶように話はなしてくれます。アメリカを愛あいする人ひとなら、だれでも感かん動どうする、それはもうすばらしい話はなしで、おまけに独どく立りつ宣せん言げんの一いち部ぶを暗あん唱しょうしてくれることもあります。

　そんなときセドリックは目めをきらきらかがやかせて大だい興こう奮ふん。ほっぺは赤あかくなり、知しらぬまにかきむしるのか、金きん髪ぱつの巻まき毛げが黄き色いろいモップのようにくしゃくしゃに。家いえに帰かえって、夕ゆう食しょくのときにママに話はなしてあげようと、その時じ間かんがまちどおしくてなりません。

　おそらくホッブズさんの話はなしをきいて、セドリックは政せい治じに興きょう味みをもつようになったのでしょう。ホッブズさんは新しん聞ぶんを読よむのがだいすきでしたから、アメリカの政せい治じにいまどんな問もん題だいがもちあがっているのか、さまざまな話はなしをしてくれ、大だい統とう領りょうがちゃんと義ぎ務むを果はたしているのかどうかも教おしえてくれます。

　選せん挙きょがあったときには、これをたいへん重おもく受うけとめ、じぶんやセドリックが政せい治じのことをきちんと考かんがえないと、国くにがほろんでしまうというような話はなしぶりでした。選せん挙きょのあとでは、盛せい大だいなパレードにセドリックを連つれだしました。街がい灯とうの柱はしらのそばで、ずんぐりした男おとこの肩かたにのって、宙ちゅうで帽ぼう子しをふりながら歓かん声せいをあげるハンサムな少しょう年ねんのことを、たいまつをかかげて通とおりを練ねり歩あるく男おとこたちは、のちのちまで覚おぼえていました。

　この選せん挙きょがあってまもなく、セドリックが七歳さいから八歳さいになろうかというころに、たいへんふしぎなことが起おきて、それがセドリックの人じん生せいを、大おおきく変かえることになりました。

　おかしなことに、それが起おきた日ひ、ちょうどセドリックはホッブズさんと、イギリスやイギリスの女じょ王おうについて話はなしをしていたのでした。ホッブズさんはそのとき、イギリスの貴き族ぞく制せい度どについてとてもきびしいことをいい、とりわけ伯はく爵しゃくや侯こう爵しゃくについて、けしからんと怒おこっていました。

　朝あさからとても暑あつい日ひでした。午ご前ぜん中ちゅうセドリックは友ともだち数すう人にんと兵へい隊たいごっこをしてあそび、つかれたのでホッブズさんのお店みせで少すこし休やすもうと、入はいっていったのです。ホッブズさんはものすごく怖こわい顔かおをして、イラストレイティッド・ロンドン・ニュースという新しん聞ぶんをにらんでいました。新しん聞ぶんには、なにか王おう室しつの儀ぎ式しきを描えがいた絵えがのっていました。

「まったくいい気きになりやがって」

　ホッブズさんがいっています。

「だがな、いまにみていろ、必かならず後こう悔かいするからな。これまでじぶんたちがふみつけてきた人にん間げんが立たちあがり、怒いかりを爆ばく発はつさせたら、こんなやつらは空そら高たかくふきとばされておしまいだ──伯はく爵しゃくも侯こう爵しゃくもぜんぶいっしょにな！　首くびを洗あらってまっているがいい！」

　セドリックはいつものように、背せの高たかい丸まる椅い子すに、ちょこんと腰こしをかけてこの話はなしをきいていました。帽ぼう子しのまえを上あげて、両りょう手てをポケットにつっこみ、なにもいいませんが、ホッブズさんってすごいなあと思おもっている顔かおです。

「ホッブズさんは、侯こう爵しゃくをたくさん知しっているの？　それと伯はく爵しゃくも？」

「知しるもんかね」

　ホッブズさんはむっとしていいました。

「もしここに入はいってきたら、首くび根ねっこをとっつかまえてやる！　血ちもなみだもない、ごうつくばりめ、そこのビスケットの木き箱ばこに腰こしでもおろしてみろ、ただじゃおかない！」

　ホッブズさんは、正ただしいことをいってやったと満まん足ぞくしたらしく、自じ力りきできずきあげた店みせのなかを誇ほこらしげにながめてから、ひたいの汗あせをぬぐいました。セドリックは、あまりにひどいいわれように、伯はく爵しゃくがかわいそうになったのか、ふいにこんなことをいいました。

「きっと、よく知しらないで、伯はく爵しゃくになったんじゃないかな」

「知しらないもんかね！　伯はく爵しゃくになれたってんで、得とく意いになってよろこんでるさ。どうしようもない、ろくでなし連れん中ちゅうだ」

　そんな会かい話わをしているとき、メアリーがやってきました。きっと砂さ糖とうでも買かいにきたのだろうとセドリックは思おもいましたが、そうではありません。顔かおが青あおざめていて、まるでなにか恐おそろしいことでも起おきたかのようです。

「おぼっちゃん、家いえへお帰かえりなさいまし」メアリーがいいます。「お母かあさまがおよびです」

　セドリックは丸まる椅い子すからすべりおりました。

「おでかけでもするのかな、メアリー？　じゃあホッブズさん、またあとでね」

　そこでメアリーにむきなおったセドリックはびっくり。メアリーは口くちもきけないようすで、セドリックの顔かおをまじまじとみつめ、ずっと首くびをふりつづけています。

「どうしたの、メアリー？　暑あつさにやられちゃった？」

「いいえ、ちょっと、たいへんなことが起おきたもんですから」

「あんまり暑あついから、ディアリストの頭あたまがまた痛いたくなったの？」

　セドリックが心しん配ぱいそうにききます。

　しかしそうではありませんでした。家いえについてみると、ほろのついた、ふたり乗のりの四輪りん馬ば車しゃが玄げん関かんのまえにとまっていて、小ちいさな客きゃく間までママがだれかと話はなしをしていました。メアリーはセドリックを二階かいにあげて、クリーム色いろのフランネル地じで仕し立たてた、夏なつ用ようのいちばん上じょう等とうなスーツに着きがえさせました。腰こしに赤あかいスカーフを巻まきつけ、巻まき毛げの髪かみをくしできれいにとかします。

　そのあいだメアリーはひとりでぶつぶつ。

「貴き族ぞく、貴き族ぞく……。ああ、なんてことになっちまったんだろう。よりによって、上じょう流りゅう階かい級きゅうのえらぶった連れん中ちゅうにまじるなんて……ああ、やだやだ」

　セドリックのほうは、なんの話はなしだかさっぱりわかりません。それでもきっとママがすべて説せつ明めいしてくれるだろうと、なにもききませんでした。身み支じ度たくがととのうと、階かい段だんを駆かけおりて、客きゃく間まに入はいりました。ひじかけ椅い子すに、背せの高たかい老ろう紳しん士しがすわっています。やせていて、目め鼻はな立だちがするどい人ひとでした。そのそばにママが青あおざめた顔かおをして立たっていて、目めになみだをうかべています。

「ああ！　セディ！」

　ママは大おおきな声こえをあげてセドリックに駆かけより、だきしめてキスをしました。なにかにおびえているようで、いつもとようすがちがいます。

「ああ！　セディ！　わたしのたいせつな子こ！」

　背せの高たかい老ろう紳しん士しは椅い子すから立たちあがり、セドリックをするどい目めでみつめました。骨ほねばった指ゆびであごをなでながら、ほほう、これならわるくない、という顔かおをしています。

「なるほど」

　しばらくして、ようやく紳しん士しは口くちをひらきました。

「この子こが小しょう公こう子し、フォントルロイ卿きょうですな」
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　それからのセドリックには、びっくりぎょうてんの一週しゅう間かんがまっていました。ふつうの男おとこの子こにはまずありえない、ふしぎなことがつぎつぎと起おこり、まるで夢ゆめをみているようでした。

　最さい初しょのびっくりは、ママからきいた話はなしです。一度どきいただけではまったくちんぷんかんぷんで、二度ど、三度どときいて、ようやくわかってきました。

　まず伯はく爵しゃくの話はなしがでてきました。一いち度ども会あったことのないセドリックのおじいさまが、伯はく爵しゃくだというのです。その跡あとをつぐのはセドリックのいちばん年とし上うえの伯父おじさんのはずでしたが、その人ひとが馬うまから落おちて死しんでしまったので、伯父おじさんの弟おとうとが跡あとをつぐことになりました。けれどもその伯父おじさんも熱ねつ病びょうにかかってローマで急きゅう死ししたので、さらにその弟おとうと、つまりはセドリックのパパが跡あとをつぐことになりました。そのパパも死しんでしまったので、おじいさまの跡あとをついで伯はく爵しゃくになるのはセドリックしかいないということのようでした。

　つまりセドリックは貴き族ぞくのあととり、「小しょう公こう子し」とよばれる人ひとになったのです。

　その話はなしを最さい初しょにきいたとき、セドリックはまっさおになりました。

「やだよ！　ディアリスト！　ぼくが伯はく爵しゃくになるなんておかしいよ。子こどもは伯はく爵しゃくになんかなれない。ぼくはまだ子こどもだよ！」

　けれども、ならないわけにはいかないようでした。

　それでその晩ばん、ふたりはあけはなした窓まど辺べにすわり、わびしい通とおりをながめながら、そのことについてじっくり話はなし合あいました。セドリックは、椅い子すにすわるときに足あしをのせる、足あしおき台だいに腰こしをおろし、片かたひざをかかえるお気きに入いりの姿し勢せいをとって、小ちいさな顔かおにこまった表ひょう情じょうをうかべています。顔かおが赤あかいのは、必ひっ死しに頭あたまをはたらかせているせいでしょう。おじいさまはセドリックをイギリスによびよせたいらしく、ママもまた、セドリックは行いくべきだと考かんがえていました。

「だってね、セディ」

　ママがかなしそうな目めで窓まどの外そとをみながらいいます。

「あなたのパパもきっとそうしてほしかったはずだって、ママにはわかるの。イギリスのおうちのこと、とってもいいところだって、なつかしそうに話はなしてたのよ。それに、あなたはまだ小ちいさいからよくわからないだろうけど、いろいろ考かんがえると、やっぱり行いくのがいちばん。そうしておいてよかったって、大人おとなになったらわかるはずよ」

　セドリックはかなしそうに首くびをふりました。

「だけどイギリスに行いったら、もうホッブズさんに会あえなくなる。きっとさびしがるよ。ぼくだってさびしい。ほかにも、会あえなくなったらさびしい人ひとがいっぱいいる」

　その翌よく日じつ、ドリンコート伯はく爵しゃくのおかかえ弁べん護ご士しで、伯はく爵しゃくの孫まごをイギリスに連つれかえるために送おくりだされた、ミスター・ハヴィシャムがやってきて、セドリックにくわしい話はなしをしてくれました。

　大人おとなになれば、あちらのお城しろ、こちらのお城しろ、壮そう大だいな庭てい園えんやら、鉱こう山ざんがじぶんのものになり、広ひろい領りょう地ちには、お金かねをはらって土と地ちを借かりる人ひとをすまわせて、なにもしなくても、お金かねがどんどん入はいってくるのだそうです。しかしそんな話はなしをきいても、どういうわけかセドリックの心こころははずみません。

　セドリックは友ともだちのホッブズさんのことが気きにかかってしょうがなかったのです。それで朝ちょう食しょくを終おえるとすぐ、重おもたい心こころをかかえてホッブズさんの店みせへ行いきました。

　新しん聞ぶんを読よんでいるホッブズさんに、セドリックは深しん刻こくな顔かおをして近ちかづいていきます。じぶんの身みに起おきたことを知しったら、ホッブズさんはきっとショックを受うける。それがわかっていたので、店みせへむかう道みちすがら、どうやって話はなしを切きりだそうか、ずっと考かんがえてきました。

「やあ！」ホッブズさんが声こえをかけてきました。「おはよう！」

「おはよう」セドリックもあいさつを返かえしました。

　いつもなら背せの高たかい丸まる椅い子すに腰こしをおろすのですが、今日きょうはビスケットの入はいった木き箱ばこの上うえにすわって、片かたひざをかかえました。そのままなにもしゃべらずに、じいっとしているので、しまいにホッブズさんが新しん聞ぶんのへりごしにようすをうかがってきました。

「おはよう！」ホッブズさんは、もう一いち度どいってみました。

　さあ、いわなくちゃ、とセドリックは思おもいます。

「ホッブズさん、昨日きのうのお昼ひるまえに話はなしていたこと、おぼえてる？」

「ええと──イギリスの話はなしだったな」

「そう。そのなかでも、ほら、メアリーがぼくをむかえにくるまえに、なにか話はなしてたでしょ？」

　ホッブズさんは頭あたまのうしろをなでながら考かんがえます。

「ヴィクトリア女じょ王おうと貴き族ぞくの話はなしだったかな」

「そう」

　セドリックはためらいがちにつづけます。

「それと──あのほら、伯はく爵しゃく……？」

「ああ。そうそう、伯はく爵しゃくの話はなしも、したした！」

　セドリックはひたいにかかる前まえ髪がみのあたりまで、顔かおが赤あかくなりました。こんなにもはずかしいことが、じぶんの身みに起おこったのは初はじめてです。ひょっとしたらホッブズさんにきらわれるかもしれないと不ふ安あんでした。

「あのときホッブズさんは、伯はく爵しゃくにはビスケットの木き箱ばこにすわらせないって、いったでしょ」

「ああ、いったいった！」

　ホッブズさんは胸むねをはっていいます。

「うそじゃないさ。すわってみろ──ただじゃおかんから！」

「ホッブズさん。それがいま、すわってるんだよ！」

　ホッブズさんは椅い子すからとびあがりそうになりました。

「なんと！」

「そうなの」

　セドリックは、はずかしそうにいいました。

「ぼくが──大人おとなになったらそうなる。ホッブズさんには正しょう直じきにいわなくちゃと思おもってさ」

　ホッブズさんはおろおろしだし、いきなり立たちあがると温おん度ど計けいをみにいきました。

「暑あつさにやられたな！」

　声こえをはりあげていうと、おさない友ともだちをふりかえって顔かお色いろをたしかめます。

「こう暑あつくっちゃ、無む理りもない！　気き分ぶんはどうだ？　痛いたいところはないか？　いつからそんなことを思おもうようになった？」

　ホッブズさんは大おおきな手てをセドリックの小ちいさな頭あたまにのせました。セドリックはますますはずかしくなってきます。

「そうじゃないんだ。頭あたまは平へい気きだよ。ざんねんだけど、これはほんとうのことなんだよ、ホッブズさん。メアリーがぼくをつれもどしにきたのは、そのせいなんだ。ハヴィシャムさんっていう弁べん護ご士しさんが、ママに話はなしをしたの」

　ホッブズさんは椅い子すにしずみこんで、ひたいをハンカチでぬぐいました。

「日にっ射しゃ病びょうにやられたのはオレのほうかもしれん！　なにをいってるか、さっぱりわからん」

「ちがうよ、ぼくらはどっちもだいじょうぶ。しっかりしようよ、ホッブズさん。それを知しらせに、ハヴィシャムさんがはるばるイギリスからやってきたんだ。ぼくのおじいさまに送おくりだされてね」

　ホッブズさんは目めのまえの小ちいさな顔かおをまじまじとみつめました。あどけない顔かおに真しん剣けんな表ひょう情じょうがうかんでいます。

「そのおじいさまってのは、どういう人ひとなんだ？」
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　セドリックはポケットに手てをつっこんで、一枚まいの紙かみきれをたいせつそうにとりだしました。じぶんで書かいたのでしょう。まるっこい字じが、たどたどしくならんでいます。

「なかなかおぼえられないから、これに書かいておいたんだ」

　セドリックはいって、声こえに出だしてゆっくりと読よみだしました。

「『ジョン・アーサー・モリニュークス・エロル、ドリンコート伯はく爵しゃく』っていう名な前まえで、お城しろにすんでるんだって──お城しろはふたつか、みっつあるんじゃないかな。パパがその人ひとの末すえっ子こで、もしいま生いきていたら、その跡あとをつぐから、ぼくが伯はく爵しゃくにならなくてもよかったんだ。パパだって、お兄にいさんふたりが死しななかったら、つがなくてよかったんだ。でも、みんな死しんじゃったから、ぼくひとりしか──男おとこの子こは──のこってない。だからぼくがつがなくちゃいけない。それでおじいさまは、ぼくをイギリスへよびよせようと、弁べん護ご士しさんを送おくってよこしたんだ」

　ホッブズさんはだんだんにからだが熱あつくなってきました。ひたいと頭あたまのはげた部ぶ分ぶんの汗あせをつるりとぬぐい、息いきを荒あらくしています。おどろくべきことが起おきたのだと、しだいにわかってきたのですが、ビスケットの木き箱ばこに腰こしをおろしているセドリックはいつもとおなじ。あどけないひとみに心しん配ぱいがうかんではいるものの、これまでと少すこしも変かわりません。

　青あおい上じょう下げを着きて赤あかいリボンを首くびに巻まいた、ハンサムで、ほがらかで、りりしいセドリック。この子こが貴き族ぞくの子こどもだなどといわれても、ただもうめんくらうばかりです。しかもセドリックはじつにあっさりとこの事じ実じつを伝つたえ、それがどれだけすごいことなのか、わかっていないのですから、ますますめんくらってしまいます。

「で──おまえさんは、なんていう名な前まえになったんだっけ？」

「セドリック・エロル、フォントルロイ卿きょう。ハヴィシャムさんがぼくのことをそうよんだんだ。部へ屋やに入はいっていったら、そういわれた──この子こが小しょう公こう子し、フォントルロイ卿きょうですなって！」

「うへーっ、こいつはたまげたね！」

　ものすごくおどろいたときや、興こう奮ふんしたときに、ホッブズさんはよくこういいます。あまりにびっくりして、なにも考かんがえられず、それしかいえなかったのです。

　ずいぶんと下げ品ひんな言こと葉ばなのですが、おどろいたときには、そういう言こと葉ばをつかうのがかっこいいのだと、セドリックは思おもっています。なにしろホッブズさんのことがだいすきで、なにからなにまで尊そん敬けいしていましたから、ホッブズさんの口くちにしたことはすべて正ただしく、しゃべりかたをまねしようと思おもっているのでした。もっといろんな人ひととつきあってみれば、ホッブズさんが変かわり者もののうちに入はいることにも気きづいたでしょうが、そこはまだ子こども。ママとはずいぶんちがうと気きづいていましたが、男おとこと女おんなではちがうのがあたりまえだと思おもっていました。

　セドリックはかなしげにホッブズさんをみつめ、こうききました。

「イギリスって、ずっと遠とおいんだよね？」

「大たい西せい洋ようのむこうだよ」ホッブズさんがこたえます。

「それがいちばんいやなんだ。きっと長ながいことホッブズさんとは会あえない。考かんがえたくないけど」

「どんな親しん友ゆうにも、わかれはつきものさ」

「ぼくらは、ずっと長ながいこと、友ともだちだったよね？」

「おまえさんが、生うまれたときからだ。通とおりにはじめてお目め見みえしたのは、生うまれて六週しゅうめぐらいだったか」

「そう。そのときには、伯はく爵しゃくになるなんて、思おもいもしなかったよ！」

「じゃあもう、にげようがないのかい？」

「そうみたい。ママの話はなしでは、パパもきっとぼくがそうなるのを望のぞんでるって。だけど、どうしてもならなくちゃいけないんなら、ぼくは心こころにきめた。いい伯はく爵しゃくになるんだ。みんなを苦くるしめることなんてしない。もしアメリカとまた戦せん争そうになりそうだったら、ぼくがとめる」

　セドリックとホッブズさんはじっくり時じ間かんをかけて、真しん剣けんに話はなしあいました。最さい初しょのショックがやわらいでくると、ホッブズさんは、もう決きまったことなのだから仕し方かたないと思おもい、今こん後ごのことについて、つぎつぎと質しつ問もんをぶつけていきます。けれどセドリックにはとてもむずかしい質しつ問もんばかりで、こたえようがなかったので、けっきょくホッブズさんがセドリックに説せつ明めいをすることになりました。伯はく爵しゃくや侯こう爵しゃくのことからはじまって、土と地ちや屋や敷しきのことまで、さまざまなことを知しっているので、もしハヴィシャムさんがきいていたら、びっくりしたことでしょう。

　しかしびっくりすることはそればかりではありませんでした。ハヴィシャムさんは生うまれてからずっとイギリスでくらしていたので、アメリカ人じんにもアメリカの習しゅう慣かんにもなれていません。

　ドリンコート伯はく爵しゃくとは四十年ねん近ちかいつきあいになり、その広こう大だいな屋や敷しきや土と地ちのこと、莫ばく大だいな財ざい産さんを持もつ有ゆう名めいな家いえ柄がらであることなど、すべて知しっています。やがてそれらを一いっ身しんに引ひき受うけ、おさめることになる小ちいさな男おとこの子こ、将しょう来らいのドリンコート伯はく爵しゃくには、仕し事ごとがら、冷ひややかな目めをむけており、いったいどんな子こなのだろうと思おもっていました。

　老ろう伯はく爵しゃくが上うえのむすこふたりにとことん失しつ望ぼうし、エロル大たい尉いがアメリカで結けっ婚こんしたことに激げき怒どしていたのも知しっています。あとに残のこされたかわいそうな奥おくさんのことも、老ろう伯はく爵しゃくはいまだに憎にくんでいて、アメリカの名なもない娘むすめが、伯はく爵しゃくのむすこと知しって近ちかづき、わなにかけて結けっ婚こんしたのだろうと、ずいぶん口くちぎたないことをいいました。

　とはいえ、ハヴィシャムさんも、会あうまえは、きっとそうだろうと思おもっていたのです。これまで生いきてきて、じぶんのことしか考かんがえない、欲よくの深ふかい人ひとをいやというほどみてきましたし、アメリカ人じんについては、ハヴィシャムさんもよく思おもっていなかったのです。

　わびしい通とおりに入はいっていって、安やすっぽい小ちいさな家いえのまえに馬ば車しゃをとめたときには、あまりの衝しょう撃げきに口くちもきけませんでした。将しょう来らい、ドリンコート城じょうやウィンダム塔とう、チョールワースをはじめ、もろもろのすばらしい財ざい産さんを受うけつぐ人にん間げんが、角かどに食しょく料りょう品ひん屋やがあるような通とおりに立たつ、ちっぽけな家いえで生うまれ育そだった。それはもう考かんがえただけでぞっとしました。

　いったいどんな子こで、どんな母はは親おやに育そだてられたのか。どちらとも会あいたくない気き分ぶんです。高こう貴きな家いえの法ほう律りつ問もん題だいを長ながいことあつかってきたことにハヴィシャムさんは誇ほこりをもっていましたから、金かね目め当あてで結けっ婚こんし、死しんだ夫おっとの国くににも、その家か名めいにも、まったく敬けい意いをはらわないような女おんなに会あって、後こう継けい者しゃ問もん題だいを話はなしあうのは、たまらなくいやな仕し事ごとだったのです。とりわけハヴィシャムさんは、長ながい歴れき史しを持もつドリンコート家けにこの上うえない敬けい意いをいだいていましたから、仕し事ごとぬきでも、心こころから心しん配ぱいしていたのです。

　メアリーに案あん内ないされて小ちいさな客きゃく間まに入はいるなり、ハヴィシャムさんはきびしい目めで室しつ内ないをみまわしました。つつましい部へ屋やで、これといってみるべきものはありませんでしたが、いごこちはよさそうです。安やすっぽい置おき物ものや、けばけばしい絵えなどがひとつもないかわりに、かべをかざるわずかな品しなは趣しゅ味みがよく、母はは親おやがつくったと思おもわれる愛あいらしい手しゅ芸げい品ひんが、部へ屋やのあちこちにおかれていました。

　まあ、わるくはないなと、ハヴィシャムさんは胸むねのうちでいいました。だがそれは大たい尉いの趣しゅ味みがよかったからだろうと思おもっています。

　けれども、エロル夫ふ人じんが部へ屋やに入はいってくると、ハヴィシャムさんの考かんがえはがらりと変かわりました。もしハヴィシャムさんが、わきまえのある老ろう紳しん士しでなかったら、大たい尉いの奥おくさんを目めにしたとたん、おどろいてとびあがったことでしょう。ほっそりしたからだに、かざりけのない黒くろい細ほそ身みのドレスがよくにあっていて、七歳さいの子こどもの母はは親おやというよりは、まだ若わかい娘むすめのようです。

　愛あいくるしい顔かおと、大おおきな茶ちゃ色いろのひとみにうかぶあどけない表ひょう情じょうは、いかにも傷きずつきやすそうで、夫おっとが死しんでから片かた時ときもかなしみをわすれたことがないと思おもえ、みているだけで切せつなくなります。

　セドリックも、ママがいつもかなしそうな顔かおをしているのにはなれっこになっていました。かなしい表ひょう情じょうがなくなるのは、セドリックがいっしょにあそんでいるときや、おしゃべりをしているときだけ。セドリックが大人おとなびたことをいってみたり、新しん聞ぶんやホッブズさんとの会かい話わでおぼえた、むずかしい言こと葉ばを口くちにしたりする、ほんの一いっ瞬しゅんだけでした。

　弁べん護ご士しという仕し事ごとのおかげで、ハヴィシャムさんには人ひとの心こころをみぬく力ちからがそなわっていたので、エロル夫ふ人じんを目めにしたとたん、老ろう伯はく爵しゃくがたいへんなまちがいをおかしているとわかりました。この女じょ性せいが、金かね目め当あてでエロル大たい尉いをわなにかけて結けっ婚こんしたなど、ありえない話はなしでした。ハヴィシャムさん自じ身しんは結けっ婚こんをしたことがなく、恋こいをしたこともありませんでしたが、美うつくしい声こえとかなしい目めをした、この若わかく愛あいらしい女じょ性せいが結けっ婚こんしたのは、大たい尉いを愛あいしていたからであって、伯はく爵しゃくのむすこといっしょになれば、お金かね持もちになれるからなどとは、一いち度どでも考かんがえたことはない。それがはっきりわかりました。

　この人ひとが相あい手てなら、気き持もちよく話はなしが進すすめられるし、きっとおさないフォントルロイ卿きょうも、高こう貴きな家いえに入はいるのになんの問もん題だいもないだろうという気きがします。あのハンサムな大たい尉いと、このとても美うつくしい若わかい母はは親おやのもとに生うまれた少しょう年ねんは、きっと目めにもうるわしい子こにちがいないと思おもえてきたのです。

　しかし、ここへやってきた用ようむきを話はなすと、エロル夫ふ人じんは顔かおをまっさおにしました。

「そんな！　あの子こをわたしのもとから連つれさるとおっしゃるのですか？　母ははと子こで、ほんとうになかよくくらしてきたんです！　あの子こがいるから、しあわせに生いきていける。わたしにはあの子こしかいないんです。いい母はは親おやになろうと、ずっと努つとめてきたのに」

　若わかい声こえがふるえ、目めになみだがもりあがってきました。

「わたしにとって、あの子こがどれだけたいせつか、とてもおわかりいただけませんわ！」

　ハヴィシャムさんは、ゴホンとせきばらいをしました。

「いいにくいことですが──ドリンコート伯はく爵しゃくは、あなたに対たいしてよい印いん象しょうを持もっておられません。老ろう齢れいのうえに、あの方かたの偏へん見けんはとりわけ強つよい。むかしから、アメリカとアメリカ人じんをけぎらいし、むすこさんの結けっ婚こんには激げき怒どされました。こういう話はなしをお伝つたえするのは、気きがすすみませんが、あの方かたはどうしてもあなたには会あいたくないと。フォントルロイ卿きょうをごじぶんの城しろにすまわせ、ごじしんのもとで教きょう育いくをするという、ご方ほう針しんなのです。伯はく爵しゃくはドリンコート城じょうをこのまれ、ほぼ終しゅう日じつそこでおすごしになります。風かぜが吹ふいただけでも、からだのあちこちが痛いたむといわれる、ひどい痛つう風ふうを病やんでいらっしゃいますし、もともとロンドンはおきらいなのです。

　あなたにはコート・ロッジという快かい適てきなところに、おすまいを用よう意いさせていただきます。城しろからそう離はなれていない場ば所しょです。伯はく爵しゃくはそれにくわえて、しかるべきお手て当あてもお支し払はらいすると。フォントルロイ卿きょうがあなたに会あうのは自じ由ゆうです。ただし、あなたのほうからは、フォントルロイ卿きょうをたずねたり、庭てい園えんの門もんをくぐったりしないというのが条じょう件けんです。

　ようするに、むすこさんと完かん全ぜんにはなればなれになるわけではありません。それに奥おくさま、わたくしからも強つよく申もうしあげたいのですが、これはよく考かんがえれば、またとない話はなしですよ。フォントルロイ卿きょうが育そだつ環かん境きょうも、受うける教きょう育いくもまさに申もうし分ぶんのないもので、母はは親おやとして、たいへんよろこばしい話はなしだと思おもうのです」

　ひょっとしたら、エロル夫ふ人じんが泣ないて大おおさわぎをするのではないかと、ハヴィシャムさんは少すこし不ふ安あんになりました。こういう場ば面めんで女おんなの人ひとが泣なきだすのはめずらしくなく、そうなると、まったくやっかいです。

　ところがエロル夫ふ人じんは泣なきません。窓まど辺べに行いって立たちつくし、しばらく顔かおをそむけています。心こころを落おち着つけているのだと、ハヴィシャムさんにはわかりました。

「あの人ひとは、ドリンコート城じょうがだいすきでした」

　とうとう夫ふ人じんが口くちをひらきました。

「イギリスと、イギリスにまつわるすべてを愛あいしていらっしゃいました。故こ郷きょうにもう二に度どと帰かえれないのを、いつもかなしんでいました。じぶんの生うまれた家いえと、その家か名めいを誇ほこりに思おもっていたんです。きっとあの人ひとは──じぶんが育そだった、なつかしくも美うつくしい場ば所しょをむすこに知しってほしかったでしょう。将しょう来らい伯はく爵しゃくになるというなら、それにふさわしい教きょう育いくを受うけさせたいと思おもったはずです」

　それから夫ふ人じんはテーブルにもどってきて、そこに立たったまま、とてもおだやかな目めでハヴィシャムさんをみあげました。

「わたしの夫おっとも、行いかせようといったと思おもいます。あの子こにとっても、それがいちばんです。きっと伯はく爵しゃくは、母はは親おやのことをもう愛あいしてはならぬと教おしえるような、冷つめたい方かたではないでしょう。たとえ教おしえられたとしても、あの子こは父ちち親おやにとてもよくにていますから、意いにもかいさないはず。生うまれながらにやさしく、親おやをたいせつにし、じぶんの心こころに正しょう直じきな子こです。たとえ離はなれて暮くらしても、母ははを愛あいしてくれる。おたがい会あうことができるのなら、そんなにつらくはないでしょう」

　この人ひとはじぶんのことはあとまわしだ、とハヴィシャムさんは思おもいました。じぶんには、ああしてくれ、こうしてくれなどという、条じょう件けんをいっさい出ださない。

「奥おくさま、ごりっぱなお考かんがえです。大人おとなになったとき、フォントルロイ卿きょうはきっと母はは君ぎみに感かん謝しゃなさることでしょう。奥おくさまが望のぞむとおりに、フォントルロイ卿きょうは手て厚あつくまもられ、いつも快かい適てきでいられるよう、最さい大だい限げんの努ど力りょくがはらわれます。奥おくさまとおなじように、ドリンコート伯はく爵しゃくも、フォントルロイ卿きょうのしあわせをいちばんに願ねがって、お気きをつかわれるはずです」

「きっとセディは──」

　いたいけな夫ふ人じんは、声こえをつまらせていいました。

「おじいさまに愛あいされますわ。ほんとうにやさしい子こで、いつもみんなに愛あいされてきたんです」

　ハヴィシャム氏しは、またゴホンとせきばらいをしました。あの痛つう風ふう病やみで、すぐかっとなる老ろう伯はく爵しゃくが、だれかを愛あいするなどとはとても信しんじられません。しかし、後こう継けい者しゃになる子こにそっぽをむかれてはこまりますから、ぎこちない形かたちにせよ、きっと愛あい情じょうはみせるだろうとわかっていました。それに、セドリックがまさに伯はく爵しゃくになるのにふさわしい子こどもだとわかれば、自じ慢まんに思おもうにちがいありません。

「フォントルロイ卿きょうは、なに不ふ自じ由ゆうなくお育そだちになりますよ。あなたをお近ちかくにすまわせて、しょっちゅう会あえるようにとりはからわれたのも、老ろう伯はく爵しゃくがフォントルロイ卿きょうのしあわせを考かんがえたからです」

　ハヴィシャム氏しはものがよくわかっており、伯はく爵しゃくが口くちにした、もっと失しつ礼れいな言こと葉ばを、そのまま伝つたえるようなことはしませんでした。

　高こう貴きな伯はく爵しゃくが本ほん来らい口くちにするべき、やさしく、ていねいな言こと葉ばにいいかえたのです。

　エロル夫ふ人じんは、セドリックをみつけて連つれてくるよう、メアリーに申もうしつけました。

　メアリーがその子この居い場ば所しょについて口くちにした言こと葉ばをきいて、また少すこしハヴィシャムさんはショックをうけました。

「奥おくさま、すぐ連つれてきますって。きっとまたホッブズさんの店みせで、カウンターのそばの、背せの高たかい丸まる椅い子すにちょこんとすわって、政せい治じの話はなしをしてるにきまってますよ。そうでなかったら、店みせのせっけんやら、ろうそくやら、ジャガイモやらにかこまれて、楽たのしくあそんでますよ」

「ホッブズさんは、あの子このことを生うまれたときから知しっているんです」

　エロル夫ふ人じんはハヴィシャムさんに話はなしました。

「セディにとてもよくしてくれて。ふたりはとってもなかよしなんです」

　その店みせなら通とおりかかったと、ハヴィシャムさんは思おもいだしました。ジャガイモの箱はこやらリンゴの入はいった樽たるやら、ごちゃごちゃしたがらくたがおいてあるのがちらっと目めに入はいったのです。ここでハヴィシャムさんはまた不ふ安あんになりました。イギリスでは、高こう貴きな家いえの子し息そくが、食しょく料りょう品ひん屋やの店てん主しゅと親したしくなるなど、ありえない。それによって、行ぎょう儀ぎがわるくなり、たちの悪わるい人にん間げんとつきあうのを好このむようにでもなったら、たいへんまずいことになる。上うえのむすこふたりが、いやしい人にん間げんとつきあうのを、老ろう伯はく爵しゃくはとてもはずかしく思おもっていた。もし優ゆう秀しゅうな父ちち親おやの性せい質しつではなく、このような伯父おじふたりの性せい質しつを受うけついだ子こどもだったら、どうしよう？

　ハヴィシャムさんは、子こどもが帰かえってくるまでエロル夫ふ人じんと話はなしながら、ずっとこのことを考かんがえてやきもきしていました。

　ドアがあいたとき、ハヴィシャムさんは一いっ瞬しゅんためらってから、入はいってきた子こに目めをむけました。その瞬しゅん間かん、全ぜん身しんを衝しょう撃げきがかけぬけました。

　いつも冷れい静せいな弁べん護ご士しが、これほど心こころをみだすことはありません。母はは親おやの腕うでのなかへ走はしっていく子こどもをみおろしながら、ハヴィシャムさんはいまだかつて経けい験けんしたことのない気き持もちを味あじわっていました。

　こんなに美うつくしい男おとこの子こは初はじめてで、みているだけでわくわくしてきます。子こどもながら、たくましく、しなやかなからだに、きりっとひきしまった男おとこらしい顔かお。小ちいさい頭あたまをすっと持もちあげて、みるからに勇いさましく、まさに父ちち親おやそっくりです。金きん髪ぱつは父ちちゆずりで、茶ちゃ色いろのひとみは母ははゆずり。しかしそのまなざしからは、かなしみも、おびえも、まったく感かんじられません。むじゃきで、おそれを知しらない目め。まるでこれまで生いきてきて、なにかにおびえたり、なにかをうたがったりしたことは、一いち度どもないというようでした。

　これほど気き品ひんに満みちた美うつくしい男おとこの子こは初はじめてだと、内ない心しん興こう奮ふんしていたのですが、口くちではあっさりと、「この子こが小しょう公こう子し、フォントルロイ卿きょうですな」というにとどめました。

　イギリスにも子こどもはたくさんいますが、老ろう弁べん護ご士しの心こころをこれだけひきつける子こはいませんでした。

　セドリックは自じ分ぶんが観かん察さつされているとは知しらず、いつもとまったくおなじ態たい度どです。紹しょう介かいされると、ハヴィシャムさんと親したしげに握あく手しゅをし、まるでホッブズさんをあいてにするように、きかれたことに、はきはきとこたえていきます。はにかみもせず、かといって厚あつかましくもありません。ハヴィシャムさんが母はは親おやと話はなしているあいだは、まるで大人おとなのように、じっと話はなしに耳みみをかたむけています。

「ずいぶんと大人おとなびたお子こさんですな」

　ハヴィシャムさんが夫ふ人じんにいいました。

「わたしもそう思おもうときがあります。もの覚おぼえが早はやいですし、大人おとなとせっする機き会かいが多おおいものですから。本ほんのなかや、大人おとなたちの会かい話わから、むずかしい言こと葉ばをひろってつかってみる。それがくせみたいになっているんです。それでいて、子こどもらしいあそびがだいすきなところもあって。頭あたまはいいんだと思おもいますが、ときに、まったく子こどもっぽい面めんもみせるんですよ」

　ハヴィシャムさんがつぎにセドリックをみかけたとき、母はは親おやが最さい後ごにいったことはほんとうだとわかりました。

　馬ば車しゃが通とおりの角かどを曲まがったところで、小ちいさな男おとこの子こたちが集あつまっているのが目めに入はいりました。みな大だい興こう奮ふんです。なかのふたりがかけっこをするようで、その片かた方ほうがセドリックでした。ほかの子こたちに負まけずおとらず、大おお声ごえをあげて、さわいでいます。かけっこのあいてとならんで立たち、赤あかいタイツをはいた脚あしを一歩ぽまえへ出だしました。

「位い置ちについて！」スタート係がかりが声こえをはりあげました。「よーい──ドン！」

　なぜか興きょう味みをひかれ、気きがつくとハヴィシャムさんは馬ば車しゃの窓まどから身みをのりだしていました。ひざ下したたけのズボンのうしろで小ちいさな赤あかい脚あしがとびはね、地じ面めんを強つよく蹴けったと思おもったら、セドリックが鉄てっ砲ぽう玉だまのようにとびだしました。

　スタートの合あい図ずとほぼ同どう時じ。小ちいさな手てをこぶしににぎり、顔かおを風かぜにむけて、まぶしい髪かみがうしろにたなびいています。

「フレー、フレー、セド・エロル！」

　男おとこの子こたちが声こえをかぎりに応おう援えんし、興こう奮ふんしてぴょんぴょんとびはねています。

「フレー、フレー、ビリー・ウィリアムズ！　どっちもがんばれ！」

「いや、セドリックが勝かつ」ハヴィシャムさんの口くちから思おもわず言こと葉ばがもれました。
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　赤あかい両りょう脚あしは、目めにもとまらぬ速はやさで上じょう下げし、男おとこの子こたちから割われるような歓かん声せいがあがっています。ビリー・ウィリアムズも負まけてはおらず、がむしゃらにまえへ出でていきます。その茶ちゃ色いろい脚あしが、赤あかい脚あしのすぐうしろまでせまってくると、ハヴィシャムさんもどきどきしてきました。

「負まけるな──負まけてはいかん！」いったあとで、はずかしくなったのか、ゴホンとせきばらい。

　次つぎの瞬しゅん間かん、とびはねる子こどもたちがわっと歓かん声せいをあげました。必ひっ死しのラストスパートで、未み来らいのドリンコート伯はく爵しゃくが通とおりのはずれにある街がい灯とうの柱はしらにタッチ。それより二秒びょう遅おくれて、ビリー・ウィリアムズも柱はしらにとびつき、はあはあ息いきを切きらしています。

「セディ・エロルにバンザイ三さん唱しょう！」

　男おとこの子こたちがさけびます。

「セディ・エロル、バンザーイ！」

　ハヴィシャムさんは馬ば車しゃの窓まどから頭あたまをひっこめると、座ざ席せきの背せにもたれて、にやっと笑わらいました。

「フォントルロイ卿きょう、おみごと！」

　エロル夫ふ人じんの家いえのまえに馬ば車しゃをとめたところ、勝しょう者しゃと敗はい者しゃがそろってこちらへむかってくるのがみえました。なかまたちが大おおさわぎをしながら、ふたりにくっついてきます。セドリックはとなりを歩あるくビリー・ウィリアムズに話はなしかけていました。全ぜん力りょくで走はしったあとで、セドリックの顔かおは真まっ赤か。熱ねつをもったおでこに巻まき毛げをはりつかせ、両りょう手てをポケットにつっこんでいます。

「わかってると思おもうけど」

　セドリックはビリーにいっています。負まけたあいてを思おもいやって、気き分ぶんを軽かるくしてやろうというようです。

「ぼくが勝かったのは、ちょっとばかし脚あしが長ながいからだよ。そうにきまってる。ぼくのほうが三みっ日か早はやく生うまれたんだから、それだけ有ゆう利りなんだ。三みっ日か分ぶん年とし上うえなんだからさ」

　これをきいて、ビリー・ウィリアムズは一いっ気きに気きが晴はれたようで、ふたたび笑え顔がおをとりもどしました。ちょっと肩かたをそびやかしたくなり、まるでかけっこに負まけたのではなく、勝かったような気き分ぶんです。

　どういうわけだかセドリックは、人ひとをいい気き分ぶんにさせる方ほう法ほうを知しっているようでした。ふつう人ひとは、勝かった瞬しゅん間かんは興こう奮ふんしていて、他た人にんのことなど考かんがえないものですが、セドリックは、負まけた友ともだちの気き持もちを考かんがえます。きっとがっくりしているにちがいない。べつの状じょう況きょうだったら、じぶんが勝かっていたはずだと、そう思おもいたい、あいての気き持もちをくみとるのです。

　その午ご前ぜん中ちゅう、ハヴィシャムさんはセドリックとじっくり話はなしをし、骨ほねばった指ゆびで、じぶんのあごをなでながら、何なん度どもにやりとしました。

　エロル夫ふ人じんは用ようがあって客きゃく間まを出でていたので、ハヴィシャムさんはセドリックとふたりきり。最さい初しょは、小ちいさな子こをあいてに、なにから話はなせばいいのか、まよいました。これから生せい活かつががらりと変かわるのだから、祖そ父ふに会あうまえに心こころのじゅんびをしておいたほうがいい。イギリスがどういうところで、どんな家いえにすむのか、この子こには見けん当とうもつかないことはわかっていました。母はは親おやはべつの家いえでくらすことも、まだ知しらないのです。それは衝しょう撃げきが大おおきすぎるので、もう少すこし先さきになってから話はなすことにしていました。

　ひらいた窓まど辺べの片かたがわにおいてあるひじかけ椅い子すにハヴィシャムさんがすわり、その反はん対たいがわにある、もっと大おおきな椅い子すにセドリックがすわっています。大おおきすぎるクッションの背せもたれに巻まき毛げの頭あたまを押おしつけて、ふかぶかとすわっているセドリックは、両りょう手てをポケットの奥おく深ふかくにつっこんで足あしを組くみ、まるでホッブズさんのようです。

　母はは親おやが部へ屋やにいるあいだ、だまってハヴィシャムさんの顔かおをみつめていて、いなくなったあとも、敬けい意いのこもった目めでハヴィシャムさんの顔かおをじっとみつづけています。エロル夫ふ人じんがいなくなってしばらく、セドリックもハヴィシャムさんも、おたがいの顔かおをまじまじとみていました。ハヴィシャムさんとしては、かけっこに勝しょう利りしたセドリックに、なにか言こと葉ばをかけてやるべきだと思おもっていました。でも、ひざ下したたけのズボンに赤あかいタイツを合あわせ、床ゆかにとどかない足あしをちゅうとはんぱに投なげだしている小ちいさな男おとこの子こに、老ろう紳しん士しはどう話はなしかければいいか、わかりません。

　するとセドリックのほうから話はなしかけてきました。

「あの、ぼく、伯はく爵しゃくがどんなものか、わかってないんです」

「おや、そうなのかい？」

「はい。で、これから伯はく爵しゃくになるんだったら、知しっておいたほうがいいと思おもって」

「まあ──そうだろうね」ハヴィシャムさんがこたえました。

　するとセドリックが、うやうやしくいいます。

「もし、さしつか……ないよ……でしたら、教おしえてくださいませんか？」（さしつかえないようでしたら、というべきですが、長ながったらしい言こと葉ばをうまく発はつ音おんできないこともよくあります）

「どういう人ひとが伯はく爵しゃくになるんですか？」

「まず王おうや女じょ王おうがいて、そういう君くん主しゅに力ちからをかして、なにかすばらしいことをすると、伯はく爵しゃくになれる」

「わあ！　それじゃあ、大だい統とう領りょうといっしょだ」

「えっ？　アメリカでは、そういう理り由ゆうで大だい統とう領りょうが選えらばれるのかな？」

「そう！」セドリックは元げん気きよくこたえました。

「とてもりっぱで、いろんなことを知しっている人ひとが大だい統とう領りょうに選えらばれるんです。その人ひとのために、たいまつをかかげてみんなで行こう進しんして、楽がく隊たいが出でてきて、いろんな人ひとが演えん説ぜつをする。ぼくは大だい統とう領りょうになりたいと思おもってたんです。伯はく爵しゃくになるなんて思おもいもしなかった」

　セドリックはいってすぐ、伯はく爵しゃくになるのをいやがっているととられたら、ハヴィシャムさんに失しつ礼れいかもしれないと思おもい、あわてていいなおします。

「あ、でも伯はく爵しゃくがどういう人ひとか知しっていたら、なりたいと思おもったかもしれません」

「大だい統とう領りょうとは、ずいぶんちがうんだよ」

「そうなんですか？　どんなふうに？　たいまつの行こう進しんはしないとか？」

　ハヴィシャムさんも足あしを組くんで、胸むねのまえで両りょう手ての指ゆび先さきをきちょうめんに合あわせます。やはりここで、もっとはっきり説せつ明めいしておいたほうがいいと思おもえてきました。

「伯はく爵しゃくというのは──とてもえらい人ひとなんだ」

　ハヴィシャムさんは切きりだしました。

「大だい統とう領りょうだってそう！」

　セドリックが口くちをはさみます。

「たいまつの行ぎょう列れつは八キロもつづいて、花はな火びも打うち上あげられて、楽がく団だんが演えん奏そうするんだ！　ホッブズさんに連つれていってもらったことがある」

「伯はく爵しゃくというのは──」

　ハヴィシャムさんは先さきを続つづけながら、話はなしがおかしな方ほう向こうへむかっているのにとまどっています。

「長ながい伝でん統とうをもつ──」

「デントウって？」

「ずっとむかしから生いきつづけているもの、といえばいいかな」

「わかった！」

　セドリックは両りょう手てをますます深ふかくポケットにつっこんでいいました。

「それじゃあ、公こう園えんの近ちかくでリンゴを売うっているおばあさんといっしょですね。あのおばあさんはずっとむかしから生いきてる。ものすごく年としをとっていて、どうして立たっていられるのか、ふしぎなぐらい。百歳さいはいってるんじゃないかな。それなのに、いっつも外そとに出でてるんだ。雨あめの日ひだってそう。かわいそうだって、ぼくの友ともだちもみんないってる。

　それでね、ビリー・ウィリアムズが、一ドルちかいお金かねを持もっていたことがあったんで、毎まい日にち五セント分ぶんのリンゴを買かってあげてって、たのんだんです。そうすると二十日はつか間かん買かえるでしょ。だけどビリーは一週しゅう間かんでもうリンゴはあきちゃって。

　でも、そこですごく幸こう運うんなことがあって、ぼくがある紳しん士しに五十セントをもらったんで、ビリーのかわりにリンゴを買かったんです。あんなにまずしいデントウをみたら、だれだってかわいそうに思おもう。骨ほねまで年としをとってしまって、雨あめがふるとものすごく痛いたむんだって」

　純じゅん真しんそのものの小ちいさな顔かおに、きまじめな表ひょう情じょうがうかんでいるのをみて、ハヴィシャムさんはとほうにくれてしまいました。

「ざんねんだが、きみはわたしのいうことをよくわかっていないようだ。わたしが〝長ながい伝でん統とうをもつ〟といったのは、お年としよりのことじゃない。りっぱな家か名めいが、古ふるくからみんなに知しれわたっているということで、何なん百びゃく年ねんにもわたって、その名なが受うけつがれ、世せ間けんで知しらない人ひとはいない。その国くにの歴れき史しに組くみこまれているということなんだ」

「じゃあ、ジョージ・ワシントンだ。ぼくが生うまれたときから知しっているし、それよりずっとまえから、みんなに知しられている。あの人ひとのことはぜったいわすれないって、ホッブズさんがいってるんです。ほら、独どく立りつ宣せん言げんとか、七月がつ四日よっかの記き念ねん日びとか。ものすごく勇ゆう敢かんな人ひとなんですよ」

「最さい初しょのドリンコート伯はく爵しゃくが登とう場じょうしたのは、四百年ねんもむかしだよ」

　ハヴィシャムさんがおごそかにいいます。

「すごい！　そんなにむかし！　そのこと、ディアリストに話はなしましたか？　もどってきたら、ぼくから話はなそう。そういう話はなし、よろこんできくんだ。それで、伯はく爵しゃくになったら何なにをするんですか？」

「多おおくの伯はく爵しゃくは、イギリスを治おさめるのに力ちからを貸かしてきた。なかには勇ゆう敢かんな伯はく爵しゃくもいて、遠とおいむかしに、大おおきな戦せん争そうで戦たたかったんだ」

「ぼくも、そういうことがしたいな。パパは兵へい隊たいさんで、とっても勇いさましかった──ジョージ・ワシントンとおなじぐらい。もし死しななかったら、きっと伯はく爵しゃくになっていたよ。伯はく爵しゃくが勇いさましい人ひとでよかった。勇いさましいっていうのは、〝最さい大だいのツオミ〟だもの。ぼくはどっちかっていうと、おくびょうなんだ──暗くらいところはこわい。でも独どく立りつ戦せん争そうで戦たたかった兵へい隊たいさんや、ジョージ・ワシントンのことを思おもうと、おくびょうじゃいられなくなる」

「伯はく爵しゃくであることの〝最さい大だいの強つよみ〟は、まだほかにもある」

　ハヴィシャムさんはいい、興きょう味み津しん々しんの顔かおをしている小ちいさな男おとこの子この顔かおを、するどい目めでみつめます。

「伯はく爵しゃくのなかには、ものすごくたくさんのお金かねを持もっている人ひともいるんだ」

　おさないこの子こどもが、お金かねの持もつ力ちからを知しっているかどうか、ハヴィシャムさんは興きょう味みがありました。

「お金かねを持もっているって、いいことですよね」

　セドリックがむじゃきにいいます。

「ぼくもいっぱいお金かねを持もっていたらいいなあ」

「おや、そうかね？　でもどうして？」

「だって、お金かねがあれば、いろんなことができるから。ほら、リンゴ売うりのおばあさん。もしぼくにお金かねがいっぱいあったら、あのおばあさんに、屋や台たいがすっぽり入はいる、小ちいさなテントとストーブを買かってあげられる。そうして雨あめの日ひには、毎まい朝あさ一ドルあげるんだ。そういう日ひはリンゴを売うりに出でていかなくてもすむように。

　それに──そうだ！　おばあさんにショールを買かってあげよう。ほら、骨ほねがひどく痛いたむっていったでしょ。おばあさんの骨ほねはぼくらの骨ほねとちがって、動うごくたんびに痛いたむんだって。骨ほねが痛いたむなんて、ものすごくつらいはずだよ。もしぼくがお金かね持もちで、そういうことをなんでもしてあげられたら、おばあさんの骨ほねもきっとよくなると思おもうんです」

　そこでハヴィシャムさんは、エヘンとせきばらいをしました。

「そういうこと以い外がいに、お金かね持もちになったらやってみたいことは？」

「すごくいっぱいあります。ディアリストにきれいなものをなんでも買かってやる。針はり刺さしとか、おうぎとか、金きんの指ゆびぬきや指ゆび輪わ、それに百ひゃっ科か事じ典てんとか、馬ば車しゃも！　じぶんの馬ば車しゃがあれば、乗のり合あい馬ば車しゃを待またなくていいもの。ピンク色いろの絹きぬのドレスも、気きに入いったのがあったら買かってあげたいけど、ディアリストは黒くろがいちばんすきなんだ。そうだ、大おおきなお店みせに連つれていって、じぶんでいろいろみて、気きに入いったのをさがせばいい。それとディックにも──」

「ディックっていうのは？」

　ハヴィシャムさんがききました。

「ディックは靴くつみがき屋やさん」

　セドリックはじぶんの思おもいついたことに、わくわくしてきたようです。

「ものすごく腕うでがいいんです。商しょう店てん街がいの角かどに店みせを出だしていて、ぼくはもうずっとまえから知しってるんです。まだすごく小ちいさいとき、ディアリストと外そとを歩あるいていて、よくはずむ、かっこいいボールを買かってもらったんだ。それを持もって歩あるいてたら、ボールがはずんで道どう路ろのまんなかにころがっていって、馬ば車しゃや馬うまのなかにまぎれちゃって。かなしくて泣ないちゃった──まだすごく小ちいさいときだったから。まだキルトをはいてたころです。

　そのときディックは男おとこの人ひとの靴くつをみがいていたんだけど、『まってろよ！』っていって、馬うまのあいだにとびこんで、ぼくのかわりにボールを拾ひろってくれたんです。着きている上うわ着ぎでキュッキュッとふいてから、『ぶじでよかったな』っていって、わたしてくれた。

　ディアリストはディックのこと、すごくほめて、ぼくもすごい人ひとだって思おもいました。それから商しょう店てん街がいに行いったときには、いつもディックと話はなしをするようになったんです。ディックが『やあ！』っていうと、ぼくが『やあ！』ってこたえて、それからちょっとおしゃべりをする。そのときにディックが、もうかってるかどうか教おしえてくれるんだけど、このごろはぜんぜんだめなんだっていってました」
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「それで、きみはその人ひとに、なにをしてやりたいのかな？」

　ハヴィシャムさんはあごをなでながら、にやっと笑わらいました。

「ええっと、それは……」

　セドリックは、これからだいじなことを話はなすというように、椅い子すにすわりなおしました。

「店みせをジェイクから買かい取とってやりたいです」

「そのジェイクというのは？」

「ディックといっしょに店みせをやっている人ひと。ひでえやつだって、ディックがいってます。仕し事ごとをちゃんとやらないし、ずるい。売うり上あげをじぶんばっかり多おおくとるっていって、ディックはかんかんなんだ。そりゃあ、だれだって頭あたまにくるさ。じぶんはいつもきちんと仕し事ごとをしているのに、あいぼうはあそんでるなんて。みんなディックはすきだけど、ジェイクのことはきらいで、それで二に度どと店みせに立たちよらないお客きゃくさんもいるんです。

　だから、ぼくがお金かね持もちだったら、ジェイクにお金かねをはらって追おいだして、店みせをディックだけのものにして、〝町まちいちばんの靴くつみがき〟っていうかんばんを買かってやる。それがあるとお客きゃくさんが信しん用ようして、たくさん集あつまるらしいんです。あと、新あたらしい服ふくやブラシなんかも買かって、一いちから出で直なおしてもらう。それができたらすげえよなあって、ずっとまえからディックはいってるんです」

　これほど純じゅん真しんに、じぶんの思おもいのたけをすなおに語かたれる子こどもがいるでしょうか。友ゆう人じんディックが口くちにする品ひんのない言こと葉ばを少すこしもわるい言こと葉ばだと思おもわず、そのまま口くちにするむじゃきさ。セドリックは、この弁べん護ご士しのおじいさんも、じぶんとおなじようにディックの話はなしをおもしろがるものと信しんじてうたがいません。

　じっさいハヴィシャムさんもどんどん話はなしに引ひきこまれていきました。ただし、おもしろいと思おもったのは、ディックやリンゴ売うりのおばあさんの話はなしではなく、友ゆう人じんをたすける心こころやさしい計けい画かくで巻まき毛げの頭あたまをいっぱいにしている小しょう公こう子しのほうでした。この子こはじぶんのことをすっかりわすれているようなのです。

「友ともだちにしてやりたいことはわかったが──きみじしんは、なにがしたいのかな？」

「いっぱいあります！」

　フォントルロイ卿きょうがすかさずこたえました。

「まずはメアリーにたのんで、ブリジットにお金かねを持もっていってもらいます。ブリジットはメアリーの妹いもうと。子こどもが十二人にんいるのに、だんなさんの仕し事ごとがなくなっちゃったんだ。ブリジットがここにやってきて泣なくと、ディアリストがじぶんのものをバスケットにいろいろ入いれてやるんです。するとまたブリジットが泣ないていうんだ──『まあまあ！　なんとすばらしい奥おくさまでしょう』って。あと、ホッブズさんには金きん時ど計けいと、それを服ふくにぶらさげる、くさりを買かってあげたい。それをみるたびに、ぼくのことを思おもいだしてもらうんだ。あと高こう級きゅうなパイプも。それから大たい会かいもひらきたい」

「大たい会かい！」ハヴィシャムさんがおどろいて声こえをはりあげました。

「共きょう和わ党とうの大たい会かいみたいなのを」

　セドリックはわくわくしています。

「たいまつをみんなにもたせて、制せい服ふくとか、それに必ひつ要ようなものをぜんぶ買かう。ぼくと友ともだち全ぜん員いん分ぶん。それで行こう進しんをして、訓くん練れんをする。じぶんのためにしたいのはそれです。もしお金かね持もちになったら」

　ドアがひらいて、エロル夫ふ人じんが入はいってきました。

「長ながいことお待またせしてしまって申もうしわけありません。おきのどくな方かたが、いらしたものですから。どうやら、とてもこまっているらしいんです」

「こちらの小ちいさな紳しん士しが、ご友ゆう人じんのことを話はなしてくれましたよ。ごじぶんがお金かね持もちだったら、その人ひとたちにどんなことをしてやりたいか」

「ブリジットも、この子この友ともだちなんです。さきほどまで台だい所どころで話はなしをしていたのも、そのブリジットでして。だんなさんがリューマチ熱ねつにかかって、ひどくこまっているそうです」

　セドリックが大おおきな椅い子すからすべりおりました。

「ぼくが行いって、ブリジットに会あってくるよ。それで、だんなさんのようすをきいてみる。すごくいい人ひとで、まえは元げん気きだったのに。ぼく、木ぼく刀とうをつくってもらったことがあるんです。なんでもできちゃう人ひとなんだよね」

　セドリックは走はしって部へ屋やを出でていき、ハヴィシャムさんも椅い子すから立たちあがりました。なにか夫ふ人じんに話はなしたいことがあるようです。ハヴィシャムさんはちょっとためらってから、エロル夫ふ人じんの顔かおをみて、切きりだしました。

「ドリンコート城じょうを出でてくるまえに、伯はく爵しゃくと話はなしをして、いろいろおおせつかりました。伯はく爵しゃくはお孫まごさんがイギリスでの生せい活かつを楽たのしみにして、ご自じ身しんとお会あいになるのも心こころ待まちにしてほしいと願ねがっていらっしゃいます。それで、生せい活かつが変かわることは、お金かねとよろこびが手てに入はいることなのだと、お孫まごさんにわからせるようにと、おっしゃいました。

　フォントルロイ卿きょうがなにかお望のぞみを口くちにされましたら、それをわたくしのほうでかなえてさしあげ、じぶんのなさりたいことができるのも、おじいさまの孫まごだからなのだとお教おしえすることになっています。まさか伯はく爵しゃくは、お孫まごさんがこのようなことをお望のぞみになるとは思おもっていらっしゃらないでしょう。しかし、そのきのどくなご婦ふ人じんをたすけてやるのがフォントルロイ卿きょうのお望のぞみなら、ぜひともかなえてやりなさいとおっしゃるはずです」

　ここでもまた、ハヴィシャムさんは伯はく爵しゃくの言こと葉ばをそのまま伝つたえることはしませんでした。じっさいには、伯はく爵しゃくはつぎのようにいったのです──。

「望のぞむものは、このわたしがなんでも与あたえてやると、その子こどもに教おしえてやれ。ドリンコート伯はく爵しゃくの孫まごであるというのは、どういうことなのか、わからせてやるんだ。ほしいものはなんでも買かい与あたえろ。ポケットに金かねをざくざく入いれてやり、それはすべて、わたしのおかげだと教おしえてやるんだ」

　こんなのは、善ぜん意いでもなんでもありません。もし伯はく爵しゃくの孫まごが、フォントルロイ卿きょうとはちがって、他た人にんを思おもいやるやさしい子こでなかったら、きっと曲まがった道みちに進すすんでしまうでしょう。

　しかし、人ひとを疑うたがうことを知しらないエロル夫ふ人じんは、伯はく爵しゃくは善ぜん意いでそうしてくれるのだと思おもいました。子こどもを全ぜん員いんうしなった老ろう伯はく爵しゃくは、きっとさみしい思おもいをしている。だからおさない孫まごによくしてやることで、したわれ、信しん頼らいされたいのだと、そう考かんがえていました。それにセドリックがブリジットの力ちからになれるというのも、うれしいことです。おさない我わが子こをおそったふしぎな運うん命めい。それが最さい初しょにもたらしてくれたのが、こまっている人ひとに手てをさしのべるチャンスだと知しって、エロル夫ふ人じんはますますうれしくなりました。興こう奮ふんのあまり、若わかく愛あいらしい顔かおがぽっと赤あかくそまっています。

「まあ、なんとやさしい伯はく爵しゃくさまでしょう。セドリックが大おおよろこびしますわ！　あの子こは、ブリジットとマイケルのことがだいすきで。たしかにいい人ひとたちなんです。もっと力ちからになれたらどんなにいいかって、わたしもずっと思おもっていたんですよ。マイケルは元げん気きなときは、たいへんな働はたらき者もので。それが長ながらく病やまいの床とこについて、高こう価かなお薬くすりやら、暖あたたかい衣い類るいやら、滋じ養ようのつく食たべ物ものやらが必ひつ要ようになって。あのご夫ふう婦ふなら、たすけてもらったら、けっしてむだにはしないと思おもいます」

　ハヴィシャムさんは胸むねポケットにやせた手てを入いれて、大おおきな札さつ入いれをひっぱりだしました。いかめしい顔かお立だちに、ちょっとためらうような表ひょう情じょうがうかんでいます。じつはハヴィシャムさんは心こころのなかで首くびをかしげていたのです。孫まごの最さい初しょの望のぞみが、こういうことだと知しったら、ドリンコート伯はく爵しゃくはなんというだろうか。じぶんのことしか考かんがえない、気きむずかしい老ろう貴き族ぞくが、そういうお金かねのつかいかたをどう思おもうだろうかと。

「お気きづきかどうかわかりませんが、ドリンコート伯はく爵しゃくはきわめて裕ゆう福ふくなお方かたです。どんなにとほうもない望のぞみであろうと、かなえるだけの財ざい力りょくがございます。お孫まごさんの望のぞみをぞんぶんにかなえてやったと、お知しらせすれば、伯はく爵しゃくはきっとおよろこびになるでしょう。フォントルロイ卿きょうをよびもどしてくだされば、そのご夫ふう婦ふの力ちからになれるよう、五ポンドをさしあげますが、いかがでしょう」

「五ポンドといったら、二十五ドル！」

　エロル夫ふ人じんはびっくりしました。

「それは、あのふたりにとって、とほうもない大たい金きんです。なんだか夢ゆめのようですわ」

「夢ゆめではありません」

　ハヴィシャムさんはいって、にやっと笑わらいました。

「むすこさんの生せい活かつに大おおきな変へん化かがおとずれた。とほうもない力ちからが、あの子この手てに握にぎられることになったのです」

「まあ、どうしましょう！　あんなに小ちいさいのに──まだほんの子こどもなんです。それを正ただしくつかう方ほう法ほうを、このわたしがどうやって教おしえたらいいのでしょう？　なんだか怖こわいような気き分ぶんです。わたしの小ちいさなセディがそんな大おおきな力ちからを！」

　ハヴィシャムさんは小ちいさくせきばらいをしました。純じゅん真しんな夫ふ人じんの茶ちゃ色いろいひとみが、しんからおびえているのをみて、ちょっとやそっとでは動どうじない、かたくなな心こころが動うごかされたようです。

「奥おくさま、ご心しん配ぱいなく。今日きょうの午ご前ぜん中ちゅう、ずっとフォントルロイ卿きょうとお話はなしをしておりましたが、次じ代だいのドリンコート伯はく爵しゃくは、ご自じ身しんのことばかりでなく、まわりの人ひと々びとのこともお考かんがえになる。まだ子こどもではございますが、その点てんは信しん頼らいなさってよろしいかと存ぞんじます」

　それでエロル夫ふ人じんはセドリックをよびに行いきました。まもなくハヴィシャムさんの耳みみに、セドリックの話はなし声ごえが聞きこえてきました。

「エンチョウ性せいのリューマチなんだって」

　炎えん症しょう性せいというべきところを、セドリックはうまく発はつ音おんできません。

「おそろしい病びょう気きらしいよ。マイケルは家や賃ちんがはらえないって心しん配ぱいして、それでどんどんエンチョウがひどくなるんだって。むすこさんのパットが外そとに着きていける服ふくがあれば、お店みせではたらけるのにっていってたよ」

　小ちいさな顔かおを心しん配ぱいに曇くもらせて、セドリックが入はいってきました。ブリジットがきのどくでたまらないのでしょう。

「ディアリストにいわれてもどってきました」

　セドリックがハヴィシャムさんにいいます。

「ブリジットと話はなしていたんです」

　ハヴィシャムさんはセドリックに目めをむけたものの、一いっ瞬しゅん言こと葉ばにつまりました。どう話はなしを切きりだせばいいのか、とまどっているのです。母はは親おやがいうように、あいてはまだほんの小ちいさな子こどもなのですから。

「ドリンコート伯はく爵しゃくが──」

　そこまでいって、エロル夫ふ人じんにちらっと目めをむけました。

　夫ふ人じんはふいにむすこのまえにひざまずき、セドリックの子こどもらしいからだに、やさしく腕うでをまわしました。

「セディ、伯はく爵しゃくというのは、あなたのおじいさまよ。あなたのパパのおとうさま。それはそれは、やさしい人ひとで、あなたのことを愛あいしていて、あなたからも愛あいされたいと思おもっていらっしゃるの。おじいさまの子こどもはみんな亡なくなってしまって、あなたがしあわせになるのはもちろん、あなたがほかの人ひとをしあわせにできるようにと、願ねがっていらっしゃるの。おじいさまはとてもお金かね持もちで、あなたが欲ほしいものはなんでも与あたえてくださるわ。ハヴィシャムさんにそうおっしゃって、あなたにいつでもわたせるよう、たくさんのお金かねをたくしたそうよ。そのうちのいくらかをブリジットにあげることもできるの──家や賃ちんをはらって、マイケルに必ひつ要ようなものをぜんぶ買かえるだけのお金かねを。それってすてきなことじゃない、セディ？　うれしいと思おもわない？」

　そういって、セドリックのまあるいほっぺにキスをすると、ふいにセドリックの顔かおが興こう奮ふんとおどろきで真まっ赤かになりました。

　セドリックは、母はは親おやからハヴィシャムさんに目めをうつしました。

「それ、いまもらえますか？　すぐわたしたいんです。もう帰かえっちゃうから」

　ハヴィシャムさんはセドリックにお金かねをわたしました。真ま新あたらしいドル紙し幣へいで、きれいにまるめてありました。

　セドリックはそれを持もって部へ屋やからとびだしました。

「ブリジット！」

　台だい所どころにとびこんでいったセドリックの声こえが、ハヴィシャムさんたちのところまで、きこえてきます。

「ブリジット！　待まってよ！　ほら、お金かねだよ。これをあげるから、家や賃ちんをはらえるよ。ぼくのおじいさまがくれたんだ。ブリジットとマイケルにあげるよ！」

「まあ、セディおぼっちゃま！」

　ブリジットがびっくりぎょうてんして声こえをはりあげました。

「お金かねって、これ、二十五ドルですよ！　奥おくさまはどこですか？」

「わたしが行いって、説せつ明めいしてきたほうがいいですね」

　エロル夫ふ人じんがいいました。

　夫ふ人じんが出でていったあと、ハヴィシャムさんはしばらくのあいだ、部へ屋やにひとり残のこされました。窓まど辺べに歩あゆみより、じっと考かんがえこむような顔かおで通とおりをみています。

　ハヴィシャムさんの頭あたまには老ろう伯はく爵しゃくのすがたがうかんでいました。城じょう内ないのりっぱな書しょ斎さいのうす暗くらがりに、気きむずかしい顔かおですわり、豪ごう華かな調ちょう度ど品ひんにかこまれていながら、だれからも愛あいされず、心こころは孤こ独どくに打うちひしがれている伯はく爵しゃく。その気きになれば、ありあまるほどの富とみと力ちからをいかようにも活かつ用ようできるというのに、他た人にんのことはいっさい考かんがえず、それらを全ぜん部ぶ、じぶんのためだけに費ついやしてきた。

　そうして年とし老おいたいま、健けん康こうを害がいし、痛つう風ふうの痛いたみにいつもいらいらして、世せ間けんをきらうようになった。当とう然ぜんだが、世せ間けんのほうも、そんな伯はく爵しゃくをきらっている。

　窓まどの外そとのひっそりした狭せまい通とおりをながめながら、ハヴィシャムさんの頭あたまには、気き性しょうがはげしく、いつでも人ひとにつらくあたる老ろう伯はく爵しゃくのすがたがうかんでいます。それと同どう時じに、ほがらかで見み目めうるわしい小ちいさな男おとこの子こが、大おおきすぎる椅い子すにすわっているようすが絵えのようにうかんできました。ディックやリンゴ売うりのおばあさんの力ちからになる計けい画かくをうれしそうに話はなしていたときの、あのすなおであどけない表ひょう情じょう。老ろう伯はく爵しゃくとは正せい反はん対たいです。ポケットの奥おく深ふかくにつっこんだ、ぷっくりした小ちいさな手てで、やがてフォントルロイ卿きょうは莫ばく大だいな財ざい産さんや美うつくしく広こう大だいな家いえ屋や敷しき、良よいことにもわるいことにもつかえる富とみと権けん力りょくを握にぎることになる。それを想そう像ぞうして、ハヴィシャムさんは思おもわずひとりごとをもらしました。

「がらりと変かわるにちがいない。おどろくほど変かわる」

　それからまもなく、セドリックと母はは親おやがもどってきました。セドリックはうれしくてたまらないようすで、母はは親おやと弁べん護ご士しのあいだにおいてあるじぶんの椅い子すに腰こしをおろすと、かしこまって両りょう手てをひざの上うえにおきました。これもまたお得とく意いの大人おとなびたポーズのひとつです。ブリジットの力ちからになり、ブリジットが大おおよろこびしてくれたことがうれしくて、顔かおがかがやいています。

「泣ないてました」

　セドリックがいいます。

「ブリジットはうれしくて泣ないてた！　そんなの初はじめてみました。ぼくのおじいさまは、きっとすごくいい人ひとなんだ。そうとわかったら、伯はく爵しゃくになるのっていいかもしれないって思おもえてきました。なんだかうれしい」
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　伯はく爵しゃくになるのはうれしいこと。その考かんがえは、次つぎの週しゅうのあいだに、セドリックの頭あたまにしっかり根ねづいていきました。

　それでも、「やりたいことはなんでもできる」というのが、いまひとつぴんときません。まだ実じっ感かんがないのでしょう。それでもハヴィシャムさんと何なん度どか話はなすうちに、じぶんが望のぞめば、身み近ぢかな人ひとの力ちからになれるとわかってきたので、さっそく実じっ行こうにうつしました。

　つきそったハヴィシャムさんは、セドリックがすなおによろこぶのをみながら、じぶんもうれしい気き持もちになり、イギリスへ帰かえるまえの一週しゅう間かんで、一いっ生しょう心こころにのこるたいせつな思おもい出でができました。

　リンゴ売うりのおばあさんは、テントとストーブとショールをあげるとセドリックからいわれて、びっくりぎょうてん。おまけに大たい金きんまでくれるというのですから、なおさらおどろきました。

「ぼく、イギリスに行いって、貴き族ぞくにならなきゃいけなくなりました」

　セドリックはやさしい口く調ちょうで話はなしてきかせます。

「それでね、雨あめが降ふるたびに、いまごろおばあさんの骨ほねが痛いたんでいるんじゃないかって、心しん配ぱいしたくないんだ。ぼくの骨ほねは痛いたくなったことがないからわからないけど、きっとすごくつらいと思おもいます。よくなるといいですね」
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　歩あるきながらセドリックはハヴィシャムさんに話はなしました。

「あのおばあさん、すごくいい人ひとなんです」

　あとに残のこされたおばあさんは、とつぜんまいこんだ幸こう運うんが信しんじられず、目めをまんまるにしています。

「ぼくが転ころんでけがをしたとき、おばあさんが売うり物もののリンゴをくれたんです。そのことをいつも思おもいだして。だれだって、親しん切せつにしてもらったことはわすれないですよね」

　この世よのなかに、親しん切せつにしてもらったことをわすれる人にん間げんもいるのだとは、セドリックは思おもいもしません。

　ディックとのやりとりにも、ハヴィシャムさんはとても心こころを動うごかされました。ちょうどディックはジェイクにさんざんやりこめられたあとで、しょげかえっていました。そこへセドリックがやってきて、夢ゆめのような話はなしをたんたんとするので、ディックはおどろきのあまり口くちがきけなくなりました。それがほんとうなら、これまでのなやみが、一いっ気きに解かい決けつするからです。

　セドリックは少すこしももったいをつけず、今日きょうここにやってきた理り由ゆうをずばり話はなしたものですから、そばに立たってきいているハヴィシャムさんは感かん心しんしました。じぶんは貴き族ぞくで、大人おとなになったら伯はく爵しゃくになるかもしれないとセドリックがいうと、ディックはあまりのおどろきに目めと口くちを大おおきくあけ、頭あたまから帽ぼう子しを落おっことしました。それをひろいながら、ディックの口くちからすっとんきょうな言こと葉ばがもれました。といっても、すっとんきょうだと思おもったのはハヴィシャムさんだけで、セドリックは以い前ぜんにもきいているので、なんとも思おもいません。

「おんや、まあ！」

　ディックはそういったのです。

「おまえさん、気きはたしかかね？」

　こういわれてセドリックはちょっとはずかしくなりましたが、それでも胸むねをはっていいかえしました。

「みんな最さい初しょは信しんじないんだ。ホッブズさんには、日にっ射しゃ病びょうになったと思おもわれたし。ぼくも最さい初しょはびっくりしたんだ。でもなれてきたら、伯はく爵しゃくになるのもいいかなって思おもえてきた。いまは、ぼくのおじいさまが伯はく爵しゃくなんだけど、ぼくのやりたいことをなんでもさせてくれるんだ。伯はく爵しゃくがみんなそういう人ひとばかりだったら、いいよね。

　それで、おじいさまは、ぼくがつかえるように、ハヴィシャムさんにたくさんのお金かねをもたせてくれたんだ。そのいくらかをディックにあげようと思おもってさ。それがあればジェイクの権けん利りを買かい取とって、店みせをじぶんだけのものにできるでしょ」

　それからは、あっというまでした。気きがつくとディックはジェイクを追おいだして靴くつみがき屋やの店てん主しゅにおさまっていて、ブラシをはじめとする、新あたらしい用よう具ぐ一いっ式しきと、りっぱなかんばんのまえにすわっていました。リンゴ売うりのおばあさんとおなじように、ディックもとつぜんめぐってきた幸こう運うんが信しんじられず、まるで夢ゆめのなかにいるような気き分ぶんでした。

　そのへんをうろうろしながら、いまに夢ゆめがさめるにちがいないと思おもって、セドリックの顔かおをまじまじとみています。セドリックが帰かえりがけに、握あく手しゅの手てをさしだしたところで、これは夢ゆめじゃないと、ようやくわかったようです。

「じゃあ、さようなら」

　セドリックはおわかれの言こと葉ばをしっかりいおうとしましたが、声こえが少すこしふるえてしまい、大おおきな茶ちゃ色いろの目めをしばしばさせました。

「お店みせ、はんじょうするといいね。遠とおくへ行いってしまうのはざんねんだけど、伯はく爵しゃくになったら、きっともどってくるよ。そうだ、手て紙がみを書かいてよ。ぼくら、ずっといい友ともだちだったでしょ。送おくり先さきはここだよ」

　セドリックはいって、紙かみきれをわたしました。「それと、ぼくの名な前まえはもうセドリック・エロルじゃないんだ。フォントルロイ卿きょうに変かわったんだよ──じゃあ、さようなら、ディック」

　ディックもまた目めをしばしばさせ、まつげがぬれてきました。教きょう育いくを受うけたことがないので、こういう気き持もちをなんといえばいいのか、言こと葉ばをさがそうとしてもむずかしかったのでしょう。ディックはただ目めをしばしばさせながら、のどにこみあげてくるものをぐっと飲のみくだしました。

「行いっちまうのかあ」

　ディックはかすれ声ごえでいい、また目めをしばしばさせました。それからハヴィシャムさんのほうをむいて、帽ぼう子しのつばのへりをつまんで、あいさつをしました。

「まったくありがたいことで。この子こをわざわざ連つれてきてくださって。こいつは──ちょっと変かわってるんです。オイラは、こいつのことを片かた時ときもわすれたことがないんでさ。気きのいいやつでね──小ちいさいくせに、妙みょうに大人おとなびていて」

　セドリックたちが背せをむけて歩あるきだすと、ディックはなかばぼうっとしながら、そのうしろすがたをみまもりました。目めがかすんできて、のどもつかえたようでしたが、背せの高たかい、しゃちほこばった大人おとなと連つれだって、小ちいさな勇ゆう者しゃが元げん気きに歩あるいていくのを最さい後ごまでみおくりました。

　出しゅっ発ぱつの日ひがくるまで、セドリックはできるかぎりホッブズさんの店みせに行いって、いっしょにすごすようにしました。ホッブズさんはすっかりしょげかえっていて、セドリックが得とく意いそうに、おわかれのプレゼントにえらんだ金きん時ど計けいとくさりを持もってきたときも、なんのことだか、すぐにはわかりませんでした。ずんぐりしたひざの上うえに金きん時ど計けいをおいたまま、大おおきな音おとをたてて、はなを数すう回かいかみました。

「言こと葉ばを入いれてもらったんだよ」とセドリック。「ふたの内うちがわに。お店みせの人ひとにたのんだんだ。〝むかしからの友とも、ミスター・ホッブズへ。これをみて、ぼくを思おもいだして。フォントルロイ卿きょうより〟ってね。ホッブズさんにはわすれてほしくないから」

　ホッブズさんは、また思おもいっきり大おおきな音おとではなをかみました。

「わすれるもんかね」

　ディックとおなじように、ちょっとかすれた声こえでいいました。

「おまえさんのほうこそ、イギリス貴き族ぞくのなかに入はいっちまって、オレのことをわすれるんじゃないぞ」

「どこに入はいったって、わすれないよ。ホッブズさんといるときが、いちばん楽たのしかった。ほかにも楽たのしいときはあったけどね。いつか会あいにきてくれるといいなあ。ぼくのおじいさま、とってもよろこぶと思おもうんだ。きっとホッブズさんのことを話はなしたら、あそびにきてくださいって、手て紙がみを書かいて送おくってくるよ。そのときはさ、ホッブズさん、いいよね。おじいさまが伯はく爵しゃくだからって、さそわれても来こないなんてこと、ないよね？」

「おまえさんになら、よろこんで会あいにいくさ」

　ホッブズさんはうれしそうにこたえました。

　もし伯はく爵しゃくから、ドリンコート城じょうにあそびにきて数すうか月げつほどそこで過すごしてくださいという熱ねっ心しんな手て紙がみがとどいたら、ひとまずホッブズさんは、政せい治じ的てきな考かんがえをわきにおいて、すぐ旅りょ行こうカバンの用よう意いをする。そういう取とり決きめがふたりのあいだでなされたようです。

　とうとう出しゅっ発ぱつの準じゅん備びがすべてととのいました。

　トランクが蒸じょう気き船せんに積つむよう運はこばれていき、玄げん関かんまえに馬ば車しゃがとまる時じ間かんとなりました。

　そこでセドリックはふしぎな気き持もちにおそわれました。ママはじぶんの部へ屋やにしばらく閉とじこもっていましたが、階かい段だんをおりてくると、大おおきくみひらいた目めがぬれていて、美うつくしい口くちもとがふるえていました。セドリックが歩あゆみより、身みをかがめたママに抱だきついて、ふたりはキスをしました。どちらもかなしい思おもいをしているのはわかりましたが、なにがかなしいのか、セドリックにはよくわかりません。それでも自し然ぜんとやさしい言こと葉ばが口くちにのぼってきました。

「ぼくらのおうち。だいすきだった、ずっとわすれない。そうだよね、ディアリスト？」

「そうね──セドリック、ほんとうにそう」母はは親おやはやさしい声こえでそっといいました。

　馬ば車しゃに乗のりこむと、セドリックはママにぴったりくっついてすわりました。窓まどから外そとをふりかえっているママをじっとみながら、セドリックはママの手てをなで、じぶんの胸むなもとへもっていきます。

　それからはあっというまで、気きがつくと蒸じょう気き船せんに乗のりこんでいました。あたりは大おお勢ぜいの人ひとでごったがえし、やかましい声こえがとびかっています。つぎつぎと馬ば車しゃがやってきては人ひとをおろし、荷に物もつがまだ着ついていない、遅おくれていると、あちこちでさわいでいます。大おおきなトランクや荷に物もつをつめた箱はこが、ぶつかりながら、右みぎへ左ひだりへ運はこばれていき、航こう海かい士しがほうぼうへ命めい令れいをさけぶなか、船せん員いんさんたちはロープをほどいて、あっちへ走はしり、こっちへ走はしりしています。

　ご婦ふ人じんも、紳しん士しも、子こどもも、乳母うばも、ぞくぞくと乗のりこんできました。声こえをあげて笑わらい、楽たのしそうにしている人ひともいれば、だまりこんでかなしそうな人ひともいます。泣なきだしてハンカチを目めにおしあてている人ひとも二、三人にん。どこに目めをむけても、セドリックは興きょう味みしんしんです。ロープが山やまのように積つみ重かさなり、帆ほが風かぜをはらんで大おおきくふくらんでいます。マストはぐんぐんと、どこまでも高たかくのびていき、青あおい夏なつ空ぞらにとどきそうです。そうだ、船せん員いんさんと話はなしをして、海かい賊ぞくのことを教おしえてもらおうと、頭あたまのなかでは早はやくも楽たのしい計けい画かくができつつありました。

　まもなく船ふねが出でるという直ちょく前ぜん、セドリックは上じょう甲かん板ぱんに立たって手てすりにもたれ、船せん員いんや港みなとではたらく人ひと々びとが大おお声ごえをはりあげて最さい後ごの準じゅん備びを終おえるのをわくわくしながら観かん察さつしていました。

　と、じぶんからそう離はなれていないところに固かたまっている人ひと々びとが、なにやらさわいでいるのが目めにとまりました。その一いち団だんのあいだを、だれかがむりやり通とおりぬけ、こちらへ急いそいで走はしってきます。若わかい男おとこの人ひとで、手てになにか赤あかいものをもっています。ディックでした。息いきを切きらしてセドリックのもとへ走はしってきます。

「ずっと走はしってきたんだ。見みおくりぐらい、したいと思おもってさ。商しょう売ばいは大だいはんじょうだ！　昨日きのうのかせぎで、おまえにこれを買かってやった。上じょう流りゅう階かい級きゅうのなかま入いりをするんだから、これぐらいもってないとな。下したの甲かん板ぱんのやつら、オイラを上うえへあげまいとしてさ。おかげで、つつみ紙がみをなくしちまった。ほれ、ハンカチだ」

　ディックは一ひと続つづきの文ぶんを読よみあげるように一いっ気きにまくしたてました。船ふねが出でる合あい図ずの鐘かねが鳴なり、セドリックがなにかいうまえに、もうディックは駆かけだしました。

「達たっ者しゃでな！」

　息いきを切きらしながらディックがふりかえっていいました。

「そいつをもってりゃあ、貴き族ぞくにまじってもはずかしくない」

　それだけいうと、あとはもう全ぜん速そく力りょくで走はしっていき、あっというまにすがたがみえなくなりました。

　それからまもなく、下げ甲かん板ぱんで人ひと々びとを押おし分わけて外そとへ出でようとするディックのすがたがみえました。道みち板いたがひきあげられる寸すん前ぜんに、ディックはなんとか船ふねからとびだしました。波は止と場ばにおりると、そこに立たって帽ぼう子しをふっています。

　セドリックはハンカチをしっかり手てにもっていました。あざやかな赤あか色いろの絹きぬでできたハンカチで、むらさき色いろの馬うまの蹄てい鉄てつと、馬うまの頭あたまが刺し繍しゅうしてありました。

　出しゅっ航こうする船ふねのきしむ音おとと人ひと々びとからあがる声こえがまじりあって、耳みみをおおいたくなるやかましさです。波は止と場ばに立たつ人ひと々びとが友ゆう人じんにさけび、船ふねに乗のっている人ひと々びとがそれにさけびかえします。

「さようなら！　さようなら！　元げん気きでね！」

　だれもが口くち々ぐちにいっています。

「みんなのこと、わすれないでよ。リヴァプールに着ついたら手て紙がみを書かいて。じゃあね！　元げん気きでね！」
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　フォントルロイ卿きょうは船ふねから身みをのりだして、赤あかいハンカチをふりました。

「さよなら、ディック！」

　元げん気きいっぱい、大おお声ごえでさけびます。

「ありがとう！　元げん気きでね、ディック！」

　巨きょ大だいな蒸じょう気き船せんが港みなとをはなれていくと、ふたたびあちこちから歓かん声せいがあがりました。セドリックの母はは親おやはベールで目めもとをかくしました。岸きしではあいかわらずの大おおさわぎが続つづいています。

　セドリックのあどけない顔かおと、海うみ風かぜに吹ふかれてきらきら光ひかる髪かみを一いっ心しんに見みつめているディックには、まわりのさわぎはまったく耳みみに入はいらず、「さよなら、ディック！」と、けんめいにさけんでいる、友ともの声こえだけがきこえていました。

　フォントルロイ卿きょうはいま、生うまれ育そだった土と地ちをはなれ、先せん祖ぞが代だい々だいくらしてきた、みしらぬ国くにへと、ゆっくり旅たびだっていきました。







[image: ４　イギリスに着いて]

　イギリスに着ついたら、べつべつの家いえでくらす。それをママからきいたのは、船ふねのなかでした。かなしみに顔かおをくもらせるセドリックをみて、ハヴィシャムさんは、すぐ近ちかくに母はは親おやをすまわせるようにした伯はく爵しゃくの判はん断だんは正ただしかったと思おもいます。そうでなかったら、この子こはぜったい耐たえられないだろう、と。

　エロル夫ふ人じんは、完かん全ぜんにはなればなれになるのではないことを、セドリックにやさしくいってきかせました。それをきいているうちに、まもなくセドリックの胸むねから不ふ安あんが消きえていきました。

「ママの家いえは、あなたのくらすお城しろの、すぐそばよ」

　エロル夫ふ人じんはくりかえしいって、安あん心しんさせてやります。

「ほんのちょっとしかはなれていないから、毎まい日にち、いつとびこんできてもいいの。きっとセディはママに話はなしたいことがいっぱいあるはずよ。これまで以い上じょうにふたりでいる時じ間かんが楽たのしくなるわ！　とっても美うつくしいお城しろなんですって。パパがよく話はなしてくれたわ。だいすきだったって。きっとセディもだいすきになるわ」

「ディアリストがいっしょなら、もっとだいすきになるんだけどな」

　セドリックはいって、重おもいため息いきを小ちいさくつきました。どうしていっしょにすめないのか、セドリックにはわけがわかりません。どう考かんがえてもおかしな話はなしでした。

　じつは、その理り由ゆうをセドリックに教おしえないほうがいいと考かんがえたのはエロル夫ふ人じんでした。エロル夫ふ人じんはハヴィシャムさんにこう話はなしました。

「きっと、いってもあの子こは理り解かいできずに、ショックを受うけて傷きずつくだけだと思おもうんです。おじいさまがじぶんの母はは親おやのことを、ひどく憎にくんでいる。そんなことは知しらないほうが、セドリックも身みがまえず、おじいさまになつきやすくなると思おもうんです。人ひとが人ひとを憎にくみ、冷つめたい仕し打うちをする、そんなことがあるとは知しらないで育そだった子こです。セディはほんとうにやさしい子こで、わたしを心こころからたいせつに思おもっているんです。もっと大おおきくなるまで、このことは伏ふせておいたほうが、伯はく爵しゃくにとってもずっと都つ合ごうがいいと思おもいます。子こどもとはいえ、事じ実じつを知しったら、セディはおじいさまとのあいだにかべをつくるにちがいありませんから」

　それでセドリックは、大おおきくなったら、わかる日ひが来くるからといわれ、事じ実じつをなにも知しらされなかったのでした。セドリックのほうも、首くびはかしげたものの、エロル夫ふ人じんがことあるごとに、イギリスについたら、こんな楽たのしいことがある、あんな楽たのしいことがあると話はなしてくれるので、明あかるい想そう像ぞうがぐんぐんふくらんで、暗くらい不ふ安あんはすみにおいやられていったようです。

　それでもハヴィシャムさんがときどき目めをやると、セドリックが、ずいぶん真しん剣けんな顔かおで海うみをみつめていることがありました。子こどもらしくないため息いきをついていることも何なん度どかあったのです。

　一いち度ど、セドリックは、こんなことをハヴィシャムさんにいってきました。

「ぼく、ほんとうはいやなんです。どれだけいやだか、ハヴィシャムさんだって、わかっていますよね。でも、世よのなかにはいやなことがたくさんあって、人ひとはそれをがまんしなきゃいけない。メアリーもホッブズさんも、そういってました。それにディアリストは、ぼくにおじいさまといっしょにくらしてほしいと思おもってるんです。おじいさまの子こどもはみんな死しんじゃって、とてもかなしんでいるだろうから。子こどもがみんな死しんじゃうなんて。おじいさまの子こどものなかには、とつぜん死しんじゃった人ひともいるっていうし、ほんとうにかわいそうだ」

　いかにもセドリックらしい、りっぱな考かんがえ方かたです。セドリックといて楽たのしいことのひとつは、問もん題だいと真しん剣けんにむきあうと、こんなふうにまるで物もののわかった大人おとなのような口くちぶりで話はなすところです。あどけない丸まる顔がおに大おおまじめな表ひょう情じょうをうかべて、そんなことをいうのですから、これはもう愛あいくるしくてたまりません。ハヴィシャムさんは、口くちには出ださないものの、しだいにセドリックといっしょにいるのがゆかいでたまらなくなっていきました。

「それじゃあきみは、伯はく爵しゃくをすきになるつもりなんだね」

　ハヴィシャムさんがいいました。

「はい。おじいさまはぼくの親しん戚せきだし、親しん戚せきどうしっていうのはなかよしです。それに、おじいさまは、ぼくにとてもよくしてくださった。これだけいっぱいしてもらって、なんでも望のぞみをかなえてもらえれば、親しん戚せきじゃなくたってすきになるにきまってます。おじいさまは親しん戚せきで、しかもここまでしてくださるんだから、だいすきにならなきゃ」

「それで、伯はく爵しゃくのほうは、きみのことをすきになると思おもうかい？」

「はい、きっと。ぼくだって伯はく爵しゃくの親しん戚せきなんだし、伯はく爵しゃくの子こどもの子こどもなんだから。たぶん会あうまえからすきなんだと思おもいます。そうじゃなきゃ、ぼくの望のぞみをぜんぶかなえてやって、お城しろによびよせようなんて思おもわないはずだもの」

「なるほど、それもそうだ」

　ハヴィシャムさんがいいました。

「ハヴィシャムさんもそう思おもいませんか？　孫まごなんだから、すきにきまってる」

　船ふな酔よいにくるしんでいた人ひとたちも、ぐあいがよくなるとすぐ甲かん板ぱんにあがってきました。椅い子すにすわってめいめい楽たのしんでいるうちに、ふしぎな運うん命めいをせおった小しょう公こう子しのうわさはあっというまに広ひろがり、だれもが興きょう味みしんしんでセドリックに目めをむけました。

　セドリックは船せん内ないを走はしりまわっているかと思おもえば、母はは親おやや、ひょろりと背せの高たかい老ろう弁べん護ご士しといっしょに歩あるいているときもあり、船せん員いんと話はなしこんでいることもありました。どこでもすぐ友ともだちをつくるセドリックはまたたくまに人にん気き者ものになりました。甲かん板ぱんを行いったり来きたりしているときにセドリックをみかけた紳しん士しは、いっしょに歩あるこうと歩ほ調ちょうを合あわせ、冗じょう談だんを投なげかけます。セドリックは元げん気きいっぱいの足あし取どりで歩あるきながら、そういった冗じょう談だんのひとつひとつに、笑わらいころげます。

　ご婦ふ人じんがたが集あつまって笑わらい声ごえをあげている場ばには、たいていそのまんなかにセドリックがいますし、子こどもたちもまた、セドリックとあそんでいると、おもしろい言こと葉ばがぽんぽんとびだすので、自し然ぜんとひきよせられていきます。

　そんななか、セドリックのほうからひきよせられていったのが、海かい賊ぞくや難なん破ぱ船せんや無む人じん島とうの出でてくる、信しんじられないような話はなしをきかせてくれる船せん員いんたちでした。ロープの組くみつぎの仕し方かたを習ならい、おもちゃの船ふねをつかって海うみに出でるときの準じゅん備びを教おそわり、トップスル、メーンスルといった帆ほについても、セドリックはずいぶんくわしくなりました。そのうち、船ふな乗のりどうしがつかう、ちょっとらんぼうな言こと葉ばもおぼえてしまい、それがまた、とてもかわいらしいので、ショールやコートにくるまって甲かん板ぱんにすわる乗じょう客きゃくのなかから、どっと笑わらいが起おこります。

「今日きょうはばかに冷ひえるじゃねえか！」

　どうして笑わらわれるのか、セドリックにはわかりません。ジェリーという名なの、おじいさんの船ふな乗のりがお話はなしをしてくれるとき、よく口くちからとびだす言いい回まわしをおぼえたのでした。そのお話はなしからすると、ジェリーは二千回かいから三千回かいほど船ふな旅たびに出でていて、そのたびに船ふねが難なん破ぱして、血ちに飢うえた人ひと食くい人じん種しゅがうようよしている島しまに流ながれついたそうです。からだの一いち部ぶを焼やかれて食くわれるのはしょっちゅうで、十五回かいから二十回かいほど、頭あたまの皮かわもはがれてしまったとか。

「だから、頭あたまがつるつるなんだよ」

　セドリックはママに話はなしてきかせます。

「何なん度ども皮かわをはがれると、もう二に度どと毛けが生はえてこなくなるんだ。最さい後ごは、ウォプスルマンプキーズの王おうさまが、パロマチャウィーキンズの酋しゅう長ちょうの頭ず蓋がい骨こつでつくったナイフで皮かわをはがれたんだけど、それからはもう髪かみの毛けが一いっ本ぽんも生はえてこなくなったんだって。ウォプスルマンプキーズの王おうさまがナイフをひらめかせた瞬しゅん間かん、ジェリーはおそろしくなって髪かみの毛けがさかだってヘアブラシみたいになったんだ。そんなすごいケンケンした人ひとって、ぼく初はじめてきいたよ！　ホッブズさんに話はなしてやらないと！」

　天てん気きがどうしようもなく荒あれてくると、乗じょう客きゃくはみな甲かん板ぱんの下したにある談だん話わ室しつにおりていきます。そんなとき、セドリックの大人おとなの友ともだちが集あつまって、ジェリーの〝経けい験けん〟談だんを話はなしてくれるようたのみます。そこでセドリックがよろこびいさんで熱ねつっぽく語かたりだすと、大たい西せい洋ようを横おう断だんする蒸じょう気き船せんのなかで、これほど人にん気きを集あつめた乗じょう客きゃくがいただろうかというほどの、大おおにぎわいです。人ひとを楽たのしませるのがだいすきなセドリックは、みんなのよろこぶ顔かおをみると、知しらず知しらず得とく意いになって熱ねつがこもります。そんないかにも子こどもっぽい、むじゃきなところも、人にん気きのひみつでした。

「ジェリーの話はなし、みんなすごくおもしろがるんだ」

　セドリックは母はは親おやにいいました。

「だけど……こんなこといっていいか、わからないけど……ぜんぶがぜんぶ、ほんとうってわけじゃない気きがする。ジェリーじゃない人ひとから、ああいう話はなしをきいたら、ぼくはあまり信しんじなかったと思おもう。だけどジェリーだからね。へんてこりんな話はなしになるのは、あちこちわすれてて、おぼえちがいをしているからだよ。何なん度ども頭あたまの皮かわをはがれたら、だれだってわすれっぽくなるよね」

　ディックにさよならをいってから十一日にちめに、セドリックはリヴァプールにつきました。そこの停てい車しゃ場ばから母はは親おやとハヴィシャムさんといっしょに馬ば車しゃに乗のりこんで、コート・ロッジの門もんのまえにやってきたのは十一日にちめの夜よるのことでした。家いえは闇やみにつつまれていて、よくみえません。巨きょ大だいな樹じゅ木もくがつくるアーチの下したを、門もんから玄げん関かんに通つうじる馬ば車しゃ道みちが通とおっているのがわかるだけです。その道みちを進すすんでいくとまもなく、ひらいたドアと、そこからもれるまぶしい光ひかりがみえてきました。

　エロル夫ふ人じんのおせわをするために先さきに到とう着ちゃくしていたメアリーが、出でむかえに立たっていました。セドリックが馬ば車しゃからとびおりると、広ひろ々びろとしたまぶしい玄げん関かんホールに、ひとりか、ふたり、使し用よう人にんがいて、その手て前まえ、戸と口ぐちのすぐそこにメアリーが立たっているのがみえました。

　セドリックはわーっと歓かん声せいをあげてメアリーにとびつきました。

「メアリー、来きてたんだね。ほらディアリスト、メアリーだよ」

　そういって、メアリーのざらついた赤あかいほっぺたにキスをしました。

「メアリー、いてくれてほんとうによかったわ」

　エロル夫ふ人じんが声こえをおとしていいました。

「あなたの顔かおをみたらほっとして、心こころぼそさが消きえたわ」

　そういって小ちいさな手てをさしだすと、メアリーがはげますように、その手てをにぎりました。じぶんの国くにをあとにし、じぶんのむすこも手て放ばなさなければならない。夫ふ人じんの心こころぼそさは、メアリーにもよくわかっていました。

　イギリス人じんの召めし使つかいは少しょう年ねんと母はは親おやを興きょう味みしんしんでみていました。このふたりにまつわるうわさは、すべて耳みみに入はいっていたのです。老ろう伯はく爵しゃくがどれだけ怒おこっているか、なぜエロル夫ふ人じんはこの家いえでくらし、おさないむすこは城しろでくらすのか。少しょう年ねんが受うけつぐことになる莫ばく大だいな財ざい産さんのことも、老ろう伯はく爵しゃくが痛つう風ふう持もちで、すぐかっとなるのもわかっていました。

「かわいそうにね、その子こ、きっと苦く労ろうするよ」

　使し用よう人にんたちは口くち々ぐちにそういっていたのです。

　しかし、〝その子こ〟というのがどんな子こなのか、次じ代だいのドリンコート伯はく爵しゃくについては、なにもきいていませんでした。

　セドリックはものなれたようすでコートをぬぎ、さっそく室しつ内ないに観かん察さつの目めをむけました。広ひろ々びろとした玄げん関かんホールには、何なん枚まいもの絵えや、牡お鹿じかの角つのや、骨こっ董とう品ひんがずらりとかざってあります。じぶんの家いえではまったくみなかったもので、なんだかふしぎな感かんじがします。

「ねえディアリスト、すごくすてきな家いえで、よかったね。びっくりするほど大おおきいよ」

　ニューヨークのわびしい通とおりに建たつ家いえとくらべれば、たしかにびっくりするほど大おおきく、まことに美うつくしく、きらびやかです。メアリーに案あん内ないされてあがっていった寝しん室しつには、華はなやかなもようの美うつくしいカーテンがかかっていて、暖だん炉ろに火ひが燃もえていました。暖だん炉ろのまえに敷しいた白しろい毛け皮がわの敷しき物ものの上うえに、大おおきなペルシアネコが優ゆう雅がに寝ねそべっています。長ながい毛けは雪ゆきのように真まっ白しろです。

「奥おくさま、あのネコはお城しろの家か政せい婦ふさまが、こちらへお持もちになったんです。大おおきなネコが敷しき物ものの上うえに寝ねそべっていれば、奥おくさまのお心こころもなごむだろうとおっしゃいましてね」

　メアリーが説せつ明めいします。

「とてもやさしい方かたで、奥おくさまにご不ふ便べんをかけないよう、この家いえのことを、なにからなにまで準じゅん備びしてくださいました。あたしはちょっとお会あいしただけですが、大たい尉いのことをとてもたいせつに思おもっていらして、お亡なくなりになったのをひどくかなしんでいらっしゃいます。家か政せい婦ふさまは、エロル大たい尉いを子こどものころから、ごぞんじでして、おさないころから見み目めうるわしく、だれにでもわけへだてなく、やさしい言こと葉ばをかけておられたと。セドリックおぼっちゃんも、お父とうさまそっくりですといっておきました」

　ひとまず荷に物もつをおくと、また下したにおりていって、こんどは明あかりがこうこうと灯ともる大おおきな部へ屋やに入はいっていきました。こちらは天てん井じょうが低ひくく、美うつくしい彫ちょう刻こくをほどこした、どっしりした家か具ぐがおかれています。ふかく腰こしをかけられる椅い子すには、背せの高たかいりっぱな背せもたれがついており、飾かざり棚だなには、めずらしい品しな物ものがずらり。暖だん炉ろのまえには大おおきなトラの毛け皮がわがしいてあって、その両りょう側がわに、ひじかけ椅い子すがひとつずつおいてあります。

　寝しん室しつでセドリックになでられた白しろいネコもいっしょに優ゆう雅がにおりてきて、セドリックが毛け皮がわの敷しき物ものの上うえに寝ねころがると、わたくしが友ともだちになってさしあげるわというように、そのとなりにゆうゆうと身みをまるめました。セドリックは大おおよろこびで、ネコに頭あたまを近ちかづけて、またなではじめたので、母はは親おやとハヴィシャムさんの話はなしは耳みみに入はいってきません。
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　じっさいふたりは、小ちいさな声こえで話はなしていました。エロル夫ふ人じんの顔かおはちょっと青あおざめて、心こころがはりつめているようです。

「今こん夜やは行いかなくてよろしいですね？　今こん夜やはあの子こといっしょにいられますね？」

　エロル夫ふ人じんがいうと、ハヴィシャムさんが「はい」と小こ声ごえでこたえました。「今こん夜やは行いく必ひつ要ようはございません。夕ゆう食しょくが終おわりしだい、わたくしがお城しろのほうへまいりまして、到とう着ちゃくしたことを伯はく爵しゃくにお伝つたえします」

　エロル夫ふ人じんはセドリックのほうへちらっと目めをやりました。黒くろと黄き色いろの毛け皮がわの上うえでゆったり寝ねそべって、なんの心しん配ぱいもないようす。火ひあかりを反はん射しゃして、美うつくしくととのった小ちいさな顔かおが赤あかくかがやき、敷しき物ものの上うえに巻まき毛げがこぼれるように広ひろがっています。大おおきなネコは、ちっちゃな手てにやさしくなでられて、すっかり満みちたりたようすで、ねむたげに、のどをゴロゴロ鳴ならしています。

　エロル夫ふ人じんはかすかにほほえみました。

「伯はく爵しゃくは、わたしからどれだけたいせつなものをお取とりあげになるか、わかっていらっしゃらないでしょうね」

　かなしげにそういってから、弁べん護ご士しの顔かおをみあげます。

「ハヴィシャムさんから伯はく爵しゃくに、お伝つたえ願ねがえませんか？　お金かねは受うけとれませんと」

「なんと！」

　ハヴィシャムさんがおどろいて声こえをあげました。

「伯はく爵しゃくがお支し払はらいするお手て当あてを受うけとれないとおっしゃるのですか？」

「はい」

　夫ふ人じんはあっさりとこたえました。

「できれば、いただきたくないのです。家いえはご辞じ退たいするわけにはいきません。わが子このそばでくらせるのですから、これは伯はく爵しゃくに感かん謝しゃを申もうしあげます。ただ、お金かねについてはわたしのほうでも、ささやかですが持もち合あわせがございまして、ぜいたくをしなければ、じゅうぶんくらしていけます。受うけとれないのにはわけがございます。じぶんをそれほどおきらいになっている方かたから、お金かねをいただいてしまえば、まるでセドリックを売うりわたすような気きがしないでもありません。わたしがあの子こを送おくりだすのは、じぶんのさみしさを上うわまわるほど愛あいしており、父ちち親おやも生いきていたら、きっとそうさせてやりたいだろうと考かんがえるからで、そうでなければ手て放ばなしなどしません」

　ハヴィシャムさんはあごをなでながら考かんがえます。

「それはまた、ずいぶんとめずらしいお申もうし出でです。きっと伯はく爵しゃくはひどくお怒いかりになるでしょう。あの方かたには理り解かいできないと思おもわれます」

「よくよく考かんがえてくだされば、おわかりになりますわ。お金かねはほんとうにいらないと申もうしあげているんです。わたしを忌いみきらうあまり、おさないわが子こを、むすこの子こどもを、母はは親おやからひきはなそうとする。そんな方かたから、どうして身みにあまるお金かねをいただけるんです？」

　ハヴィシャムさんはしばらく考かんがえこんでから、口くちをひらきました。

「お伝つたえしてみましょう」

　それから夕ゆう食しょくが運はこばれてきて、みんなが席せきにつきました。大おおきなネコはセドリックのとなりの椅い子すにすわり、食しょく事じのあいだずっと、だれにえんりょすることなく、のどを鳴ならしていました。

　食しょく事じがすんで城しろへむかったハヴィシャムさんは、すぐ伯はく爵しゃくのいる部へ屋やへ通とおされました。伯はく爵しゃくは暖だん炉ろのそばにおいた豪ごう華かな安あん楽らく椅い子すにすわって、痛つう風ふうで痛いたむ足あしを足あし台だいの上うえにのせていました。ぼさぼさした眉まゆ毛げの下したから、するどいまなざしをこちらへむけてきます。いたって冷れい静せいな顔かおをしていますが、ほんとうは緊きん張ちょうして気きを高たかぶらせているのが、ハヴィシャムさんにはわかります。

「やあ、ハヴィシャム、もどってきたか。で、今日きょうはなんだ？」

「フォントルロイ卿きょうとその母はは君ぎみが、コート・ロッジにお着つきになりました。旅たびはまことに順じゅん調ちょうで、おふたりとも、たいへんにお元げん気きでいらっしゃいます」

　伯はく爵しゃくはじれったそうな声こえをもらし、そわそわと手てを動うごかしています。

「それはよかった。とりあえず、問もん題だいはないということだな。まあ楽らくにしたまえ。ぶどう酒しゅでもついで、椅い子すにかけたらいい。で、ほかには？」

「今こん夜やは、フォントルロイ卿きょうは母はは君ぎみとお過すごしになり、明日あした、わたくしが城しろにお連つれします」

　伯はく爵しゃくは椅い子すのひじかけに腕うでをのせたまま、片かた手てで目めもとをかくしました。

「そうか。先さきを続つづけたまえ。今こん回かいおまえには、手て紙がみを書かいて状じょう況きょうを伝つたえてもらう必ひつ要ようはないといっておいた。よって、わたしはまだ何なにも知しらない。どんな子こだ？　母はは親おやのことは知しりたくもない。子こどもについて教おしえてくれ」

　ハヴィシャムさんはグラスにそそいだ甘あま口くちのぶどう酒しゅを少すこし口くちにふくむと、グラスを持もったまま腰こしをおろしました。

「七歳さいの子こどもの人じん格かくをみきわめるのは、むずかしいと思おもわれます」

　まずは慎しん重ちょうに、そういっておきます。

　伯はく爵しゃくのほうは、まだ会あってもいない孫まごを、ろくでもない子こどもだと決きめつけていて、いきなりらんぼうな言こと葉ばがとびだしました。

「まぬけか？　それとも、ぶきっちょか？　なにしろアメリカで生うまれ育そだったんだからな」

「そういうことはないと思おもわれます」

　ハヴィシャムさんはここでも冷れい静せいに、言こと葉ばを慎しん重ちょうにえらびました。

「わたくしには子こどものことはよくわかりませんが、りっぱなお子こさまだと存ぞんじます」

　ハヴィシャムさんはいつも冷れい静せいで、感かん情じょうを表おもてに出ださない人ひとですが、ここではふだん以い上じょうに言こと葉ばをつつしんでいます。それというのも、伯はく爵しゃくがフォントルロイ卿きょうとじかに会あって話はなしをし、その子こがどういう子こか、じぶんで判はん断だんするのが、いちばんいいと思おもったからです。

「健けん康こうは？　発はつ育いく状じょう態たいは？」伯はく爵しゃくがききます。

「いたってご健けん康こうで、すくすくとご成せい長ちょうされています」

「手て脚あしはまっすぐか？　みてくれはどうだ？」

　ハヴィシャムさんのうすいくちびるに、ほんのり笑えみがうかびました。コート・ロッジに残のこしてきたフォントルロイ卿きょうのすがたが、一枚まいの絵えのように頭あたまによみがえってきたのです。トラの毛け皮がわの上うえにくつろいでねそべる子こどもの、すらりとした手て脚あし。まばゆい巻まき毛げが敷しき物ものの上うえにこぼれ、顔かおはばら色いろにかがやいていました。

「男おとこの子こにこういう言こと葉ばがふさわしいかどうかわかりませんが、じつに美うつくしいお子こさまだと思おもわれます。うまく申もうしあげられませんが、ひと目めごらんになれば、イギリスの子こどもとはどこかちがうと、おわかりになると存ぞんじます」

「そりゃそうだろう」

　伯はく爵しゃくは痛つう風ふうの痛いたみにおそわれて、口くちをゆがめていいました。

「アメリカは生なま意い気きな子こどもであふれかえっている。さんざんきいた話はなしだ」

「お孫まごさまは、生なま意い気きというのとは少すこしちがいます。どう申もうしあげたらよいのやら。フォントルロイ卿きょうは、おなじ年としごろの子こどもより、大人おとなといる時じ間かんが長ながかったせいか、大人おとなっぽい面めんと、子こどもらしい面めんをあわせもっていらっしゃいます」

「それを生なま意い気きというんだ！　きいたことがあるぞ。アメリカじゃあ、そういうこまっしゃくれた子こどもを、しっかりしていながら、のびのびしているなどと持もちあげる。わたしにいわせれば、作さ法ほうを知しらない、ませガキだ！」

　ハヴィシャムさんはまた少すこしぶどう酒しゅを口くちにふくみました。せわになっている伯はく爵しゃくに、さからうつもりはありませんでしたし、痛つう風ふうで足あしが痛いたむ場ば合あいなどはなおさらです。そういうときには、放ほうっておくのがいちばんでしたから、ここでもハヴィシャムさんはしばらくだまっていて、ころあいをみはからって口くちをひらきました。

「エロル夫ふ人じんから、おことづてをあずかっております」

「ききたくない！　そいつとは連れん絡らくをとらないのがいちばんいい」

「これは大だい事じなお話はなしでして。あなたからお金かねをいただきたくはないと」

　伯はく爵しゃくはおどろきをあらわにして、声こえをはりあげました。

「なんだと？　そりゃ、どういうことだ？」

「お金かねはいらないとおっしゃっているのです。あなたに好こう意いをもたれていないのに──」

「好こう意い！」

　伯はく爵しゃくは吐はき出だすようにいいました。

「そんなものをだれがもつか！　考かんがえただけで、はらわたが煮にえくりかえる！　よくばりで、口くちさがないアメリカ人じんめ！　顔かおも合あわせたくない」

「閣かっ下か、あの方かたをよくばりとはよべません。何なにもいらないとおっしゃっているのですから。あなたがやるとおっしゃるお金かねを、受うけとる気きはないのです」

「こしゃくな手てをつかいおって！」

　伯はく爵しゃくが噛かみつくようにいいました。

「そういうことをいえば、わたしが会あう気きになると思おもってるんだ。みあげた心こころがけだと感かん心しんしてな！　だれが感かん心しんなどするものか！　なにが独どく立りつ精せい神しんだ！　城しろの門もん前ぜんで、物ものごいのような生せい活かつをさせるわけにはいかない。いやしくもフォントルロイ卿きょうの母はは親おやなのだから、それ相そう応おうのくらしをしてもらわねばこまる。いやだろうが、なんだろうが、金かねは送おくりつけろ！」

「でも、おつかいにはなりませんよ」

「つかおうが、つかうまいが、どうでもいい！　金かねは送おくる。わたしが何なにもしてくれないから、まずしいくらしをしているなどと、人ひとにいわせやしない！　やつは、わたしがわるい人にん間げんだと、子こどもに思おもわせたいんだ。どうせもう、さんざん悪わる口くちをきかせているだろうがな！」

「いいえ。夫ふ人じんからは、もうひとつ、おことづてをあずかっております。それをおききになれば、誤ご解かいだとおわかりになるでしょう」

「ききたくないといってるだろう！」

　怒いかりで頭あたまに血ちがのぼり、足あしを痛つう風ふうの痛いたみに襲おそわれて、伯はく爵しゃくははあはあ息いきを切きらしています。

　それでもハヴィシャムさんは、夫ふ人じんの言こと葉ばを伝つたえました。

「親おや子こがべつべつにくらすことになったのは、あなたが夫ふ人じんを頭あたまからきらっているからだという事じ情じょうは、いっさいフォントルロイ卿きょうに知しらせないでほしいとおっしゃっています。母はは親おやをとてもしたっている子こどもですから、事じ実じつを知しったならば、きっとあなたとのあいだにかべをつくるだろうと心しん配ぱいしていらっしゃるのです。話はなしをしたところで、まだよくわからないでしょうし、わずかなりとも、あなたへの恐きょう怖ふ心しんが生うまれ、なつかなくなるかもしれない。おふたりの最さい初しょの出で会あいに、どんな影かげも落おとしたくないというのが夫ふ人じんのお考かんがえなのです」

　伯はく爵しゃくは椅い子すに深ふかくしずみこみました。彫ほりの深ふかい顔かおのなか、つきでた眉まゆの下したで、老おいた目めが熱ねつを帯おびたように光ひかっています。

「冗じょう談だんはやめてくれ！」

　伯はく爵しゃくはまだ息いきを切きらしています。

「そんなことがあるものか！　母はは親おやは子こどもに話はなしていないというのか？」

「はい、ひとことも」

　ハヴィシャムさんは冷ひややかにいいました。

「それはわたくしが保ほ証しょうします。世せ界かい一いちやさしくて、だれからもすかれるおじいさまだと、お孫まごさまはそう思おもっていらっしゃいます。理り想そうのおじいさま像ぞうを、わずかでもそこないそうな事じ実じつは、なにひとつ、耳みみに入いれておりません。おおせのとおり、ニューヨークで望のぞみをすべてかなえてさしあげましたから、あなたのことを神かみさまのように思おもっていらっしゃるにちがいありません」

「ほんとうかね？」

「誓ちかって申もうしあげますが、フォントルロイ卿きょうがおじいさまをどう思おもわれるかは、ひとえにあなたご自じ身しんにかかっています。さしでがましいことを申もうしあげるようですが、よく思おもわれたければ、母はは君ぎみのことをわるくおっしゃらないよう、お気きをつけになったほうがよろしいでしょう」

「冗じょう談だんじゃない！　あいてはまだ七つの子こどもだぞ！」

「その七年ねん間かんを、母はは親おやのもとですごされました。このうえなく母はは親おやをしたっていらっしゃいます」
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　セドリックとハヴィシャムさんを乗のせた馬ば車しゃが城しろへ通つうじる道みちを進すすんでいったのは、午ご後ご遅おそくになってからでした。伯はく爵しゃくからは、食しょく事じの時じ間かんに到とう着ちゃくするようにといわれており、さらにどういうわけか、伯はく爵しゃくがいる部へ屋やに、セドリックはひとりで入はいってくるようにとのことでした。馬ば車しゃにゆられているあいだ、セドリックは豪ごう華かなクッションに心ここ地ちよくもたれて、期き待たいに胸むねを大おおきくふくらませていました。

　とにかく目めに入はいるもののすべてがめずらしくてしかたありません。まず馬ば車しゃがそうでしたし、馬ば車しゃを引ひく大おおきくりっぱな馬うまや、ぴかぴか光ひかる馬ば具ぐ、きらびやかな制せい服ふくを着きた、背せの高たかい馭ぎょ者しゃや従じゅう者しゃも。とりわけ興きょう味みをひかれたのは、馬ば車しゃのドアや窓まどの上うえについた飾かざりで、それぞれにどんな意い味みがあるのか知しりたくて、さっそく従じゅう者しゃと親したしくなりました。

　馬ば車しゃが庭てい園えんのどうどうとした門もんにたどりつくと、窓まどの外そとをのぞいたセドリックの目めに、巨きょ大だいなライオンの石せき像ぞうがとびこんできました。門もんをあけてくれたのは、ツタのからまる、かわいらしい小こ屋やから出でてきた、ばら色いろの顔かおが母はは親おやのようにやさしげな女おんなの人ひとでした。その家いえの戸と口ぐちからは、子こどももふたりとびだしてきて、馬ば車しゃに乗のっているセドリックを、目めをまん丸まるにしてみています。セドリックもまた、おなじようにふたりをみかえしました。母はは親おやがひざを曲まげてお辞じ儀ぎをすると、子こどもたちも母はは親おやをまねて、お辞じ儀ぎをしました。

「ぼくのこと、知しってるのかな？　なんだか知しっているみたい」

　セドリックはそういうと、黒くろいベルベットでできた小ちいさな帽ぼう子しをぬいで、女おんなの人ひとににこっと笑わらいかけました。

「こんにちは、ごきげんいかがですか！」と、ほがらかなあいさつ。

　女おんなの人ひとはよろこんだようです。ばら色いろの顔かおにぱっと笑えみが広ひろがって、青あおいひとみにやさしそうな表ひょう情じょうがうかびました。

「まあまあ、なんと愛あいらしいお顔かおでしょう！　フォントルロイさまに幸こう運うんとしあわせを！　ようこそいらっしゃいました！」女おんなの人ひとがいいました。

　セドリックが帽ぼう子しをふって、えしゃくしているうちに、馬ば車しゃはさらに先さきへ進すすんでいきました。

「感かんじのいい人ひとですね。子こどもずきみたい。ここにちょくちょくやってきて、あの人ひとの子こどもとあそぼうかな。大たい会かいができるぐらい、たくさんの子こがいるといいんだけどな」

　門もん番ばんの子こどもをあそび友ともだちにするのは、たぶん無む理りだろうと、ハヴィシャムさんにはわかっていました。しかしそれはまたべつのときに話はなせばいいと、ここではだまっています。

　馬ば車しゃは、大たい木ぼくが枝えだ葉はを広ひろげる緑みどりの天てん井じょうの下したを通とおっていきました。木きはどれも、みあげるばかりに大おおきく、どうどうとしていて、巨きょ大だいな幹みきからはりだした枝えだがずっと低ひくい位い置ちまでおりています。

　じつはドリンコート城じょうはイギリス一いち美うつくしい城しろのひとつで、その森もりのように広こう大だいな庭てい園えんは広ひろさの上うえでも美うつくしさの上うえでも、ならぶものがありません。枝えだ葉はのあいだから、遅おそい午ご後ごの日ひざしが黄おう金ごんの槍やりのようにさしこんでいるなか、どこもかしこも、しんとしずまっています。

　背せの高たかいシダがぎっしり群むれている場ば所しょや、そよ風かぜにゆれるツリガネソウで地じ面めんが青あおくそまってみえるような場ば所しょを通とおったかと思おもうと、青あお葉ばのかげからウサギがとびだしてきたこともあって、セドリックはびっくり。短みじかく白しろいしっぽをおしりでひらめかせて、ささっと逃にげていくようすに大おお笑わらいしました。馬ば車しゃの車しゃ輪りんの音おとにおどろいたヤマウズラの群むれがいっせいに羽はばたき、そのまま飛とんで逃にげていくのがみえたときには、わあっと声こえをあげて両りょう手てをうちあわせました。

「きれいなところですね」

　セドリックはハヴィシャムさんにいいました。

「こんな美うつくしい場ば所しょは初はじめてです。セントラル・パークよりきれいだ」

　それにしても、いつになったらお城しろにつくのか、心しん配ぱいになってきました。

「まだまだ先さきですか？」

　とうとうセドリックはききました。

「門もんから玄げん関かんまで、どのぐらいあるんですか？」

「五キロから六キロぐらいだね」ハヴィシャムさんがこたえました。

「門もんからそんなにはなれたところに、くらす人ひとがいるんですね」とセドリック。

　長ながいあいだ馬ば車しゃにゆられながらも、セドリックの目めには間まをおかず、めずらしいものがつぎつぎと、とびこんできます。そのたびにびっくりしたり、うっとりしたり。草くさのかげにかくれていたシカの群むれがみえたこともありました。馬ば車しゃの車しゃ輪りんの音おとに、ちょっとびっくりしたように、美うつくしい角つのを生はやした頭あたまを並なみ木き道みちのほうへむける野や生せいの生いき物ものに、セドリックはすっかり魅みせられてしまいました。

「サーカスが来きていたんですか？　それとも、いつもここにいるんですか？　だれが飼かっているんですか？」

「ここにくらしているんだよ。すべて伯はく爵しゃくのもの。つまりはきみのおじいさまのものだ」

　まもなく城しろがみえてきました。目めのまえにどうどうとそびえたつ灰はい色いろの美うつくしいかべ。今日きょう最さい後ごの陽よう光こうが無む数すうにある窓まどに反はん射しゃして、まぶしくかがやいています。やぐらや胸きょう壁へきや塔とうがあり、かべはツタにびっしりおおわれ、まわりの広ひろ々びろとした場ば所しょには、テラスや芝しば生ふや、目めにもあざやかな花か壇だんがいくつも広ひろがっています。

「こんなきれいな場ば所しょがあるなんて！」

　セドリックの丸まるい顔かおはうれしさではちきれそうです。
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「まるで王おうさまの宮きゅう殿でんみたいだ。おとぎ話ばなしの本ほんで、こういう場ば所しょの絵えをみたことがあります」

　玄げん関かんの巨きょ大だいなとびらがいきおいよくひらくと、二列れつにずらりとならんだ大おお勢ぜいの使し用よう人にんが、いっせいにセドリックへ目めをむけました。その光こう景けいをふしぎに思おもいながら、セドリックは使し用よう人にんの着きている、ぱりっとした制せい服ふくにみとれています。そこにそうしてみんながならんで立たっているのは、やがて莫ばく大だいな財ざい産さんを受うけつぐ少しょう年ねんに、敬けい意いを表ひょうするためだとは知しりません。おとぎ話ばなしの王おうさまがくらすような美うつくしい城しろはもちろんのこと、広こう大だいな庭てい園えんや古ふるい木き々ぎや、ツタやツリガネソウにおおわれた小ちいさな谷たにも。その谷たにであそぶノウサギやイエウサギや、深ふか々ぶかとした草くさのしげみにかくれている、ぶちのある毛けに大おおきな目めをしたシカも、ぜんぶセドリックのものになるのです。

　けれども、つい数すう週しゅう間かんまえまでホッブズさんといっしょに、ジャガイモやモモの缶かんづめのなかにうもれていたセドリックには、そんな実じっ感かんはありません。

　ずらりとならんだ召めし使つかいたちの先せん頭とうに、みるからに上じょう等とうな黒くろ絹ぎぬで仕し立たてた、かざりけのないドレスを着きた年ねん配ぱいの女おんなの人ひとがいます。白髪しらがの頭あたまにつばのないぴたりとした帽ぼう子しをかぶったその人ひとは、セドリックが玄げん関かんホールに入はいっていくと、列れつからすっと出でてきて、すぐそばに立たちました。何なにか話はなしかけてきそうです。セドリックの手てをひいていたハヴィシャムさんが立たちどまりました。

「ミセス・メロン、こちらはフォントルロイ卿きょうです。フォントルロイ卿きょう、こちらはミセス・メロン。この城しろの家か政せい婦ふです」

　家か政せい婦ふというのは、女じょ性せいの使し用よう人にんのなかでいちばんえらい人ひとです。

　セドリックは目めをかがやかせて、片かた手てをさしだしました。

「あの家いえにネコを連つれてきてくれた人ひとですね？　ありがとう！」

　老おいていながら美うつくしい、ミセス・メロンの顔かおに、門もん番ばんのおかみさんがみせたのとおなじ表ひょう情じょうがうかびました。

「これなら、どこにいらしてもわかります」

　ハヴィシャムさんにそういいました。

「顔かおもしぐさも、大たい尉いそっくり。わたくしは今日きょうの日ひを一いっ生しょうわすれません」

　一いっ生しょうわすれないってどうしてだろう、とセドリックはふしぎに思おもい、ミセス・メロンの顔かおをしげしげとみつめます。一いっ瞬しゅん、その目めになみだがうかんだようですが、ぜんぜんかなしそうではありません。ミセス・メロンはセドリックを見みおろして、ほほえみかけました。

「あのネコは、かわいい子こネコを二匹ひき、ここに残のこしていきましたよ。フォントルロイさまの子こども部べ屋やに運はこばせましょう」

　そこでハヴィシャムさんがミセス・メロンにちょっと耳みみ打うちしました。ミセス・メロンがセドリックに伝つたえます。

「書しょ斎さいには、おひとりでいらっしゃい、ということです」

　それから数すう分ふん後ご、セドリックは、制せい服ふくを着きた、みあげるほどに背せの高たかいフットマンに案あん内ないされて、書しょ斎さいのドアのまえに立たっていました。フットマンというのは、テーブルの給きゅう仕じや客きゃくの案あん内ないをする使し用よう人にんです。そのフットマンがドアをあけ、「閣かっ下か、フォントルロイ卿きょうをお連つれしました」と、いかにも晴はれがましい声こえでなかに伝つたえました。これはまさに感かん動どうの瞬しゅん間かんだと、フットマンにもわかっていたのでしょう。みずからの地ち位いと財ざい産さんをたくそうというあいてに、老ろう伯はく爵しゃくがとうとう対たい面めんするときがやってきたのですから。

　セドリックは部へ屋やに一いっ歩ぽ足あしをふみいれました。とてつもなく広ひろく、りっぱな部へ屋やです。彫ちょう刻こくの入はいった巨きょ大だいな家か具ぐがおかれ、ぎっしり本ほんのつまった書しょ棚だなが奥おくの奥おくまでずらりとならんでいます。家か具ぐはどれも暗くらい色いろで、ずっしりと重おもそうなカーテンが、奥おく行ゆきの深ふかいひし形がたの窓まどにかかっています。入いり口ぐちから部へ屋やの奥おくまで、ものすごくはなれているので、日ひがしずんでしまったいまは、なんだかうすきみわるい感かんじもします。一いっ瞬しゅん、だれもいないのかと思おもいましたが、すぐにそうではないことがわかりました。幅はばの広ひろい暖だん炉ろのそばに、大おおきな安あん楽らく椅い子すがひとつあって、そこに人ひとがすわっていました。気きがつかないのか、こちらをみようともしません。

　けれども、その人ひとのかわりに、気きづいたものがいました。その安あん楽らく椅い子すのそばに寝ねていた、大おおきなマスティフ犬けんです。胴どう体たいも手て脚あしもライオンなみに大おおきい、その小こ麦むぎ色いろの犬いぬは、床ゆかからゆったり立たちあがると、重おもたげな足あしをふみだして、セドリックのほうへ一いっ歩ぽ、一いっ歩ぽ、近ちかづいてきます。

　すると、椅い子すにすわっていた人ひとが犬いぬに声こえをかけました。

「ドゥーガル、もどりなさい」

　しかし小ちいさなフォントルロイ卿きょうの心こころのなかには、いじわるな気き持もちがこれっぽっちもないのとおなじように、こわがる気き持もちもまったくありません。これまでどんなことがあっても、勇ゆう敢かんに立たちむかってきたのです。セドリックはごく自し然ぜんに犬いぬの首くび輪わに片かた手てをおき、犬いぬといっしょに歩あるきだしました。犬いぬは歩あるきながら鼻はなをくんくんさせています。

　すると、伯はく爵しゃくが顔かおをあげました。白髪しらがあたまに、白しろいぼさぼさの眉まゆ。からだの大おおきな老ろう人じんです。タカのくちばしのような鼻はなの両りょうわきで、深ふかく落おちくぼんだ目めが強つよい光ひかりを放はなっています。

　このとき伯はく爵しゃくの目めには、みるからに上じょう品ひんで子こどもらしいすがたがうつっていました。黒くろいベルベットのスーツに白しろいレースのえり。巻まき毛げのゆれる小ちいさな顔かおは、ハンサムできりりと男おとこらしく、純じゅん真しんそのものの人ひとなつっこそうな目めで、こちらをまっすぐみつめています。セドリックは、このお城しろがおとぎ話ばなしに出でてくるものそっくりだと思おもいましたが、セドリックもまた、ほかの人ひとからみれば、おとぎ話ばなしに出でてくる小ちいさな王おう子じさまそのものでした。

　いつもは怒いかりでかっとなる伯はく爵しゃくでしたが、この力ちから強づよく、美うつくしい孫まごのすがたを目めにしたときには、勝しょう利りとよろこびで胸むねがかっと熱あつくなりました。大おおきな犬いぬの首くびに片かた手てをおいて立たち、まっすぐこちらの顔かおをみあげています。犬いぬに対たいしても、このじぶんに対たいしても、はにかんだり、おびえたりするようすをまったくみせません。めったによろこばない伯はく爵しゃくも、これにはうれしくなりました。
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　セドリックはコート・ロッジで会あった女おんなの人ひとや、家か政せい婦ふにむけるのと変かわらない目めを老ろう伯はく爵しゃくにむけ、すぐそばまで近ちかづいていきました。

「あなたが伯はく爵しゃくですか？　ぼくはあなたの孫まご。ハヴィシャムさんに連つれてこられた、フォントルロイ卿きょうです」

　そういって、すかさず手てをさしだしました。それが礼れい儀ぎというもので、あいてが伯はく爵しゃくであっても、そうするものだと思おもっていたのです。

「とてもお元げん気きそうで、よかったです」

　セドリックはすこぶる人ひとなつっこく、つぎつぎと言こと葉ばをつづけます。

「会あえてとてもうれしいです」

　伯はく爵しゃくは目めにふしぎそうな光ひかりをうかべて、セドリックと握あく手しゅをしました。とにかくいまはただおどろいていて、なんと言こと葉ばをかえしていいかわかりません。ぼさぼさ眉まゆの下したで目めを動うごかして、絵えに描かいたように美うつくしい子こどものすがたを、上うえから下したまで、まじまじとみています。

「会あえて、うれしいだと？」

「はい。とても」

　伯はく爵しゃくのそばには椅い子すがひとつおいてあり、セドリックはそれに腰こしをおろしました。高たかい背せもたれのついた、ずいぶんと大おおきな椅い子すで、きちんとすわると足あしが床ゆかにつきません。それでもすっかりくつろいで、失しつ礼れいにならない程てい度どに、りっぱな祖そ父ふの顔かおをまじまじとみています。

「どんな人ひとかなって、ずっと考かんがえていたんです。船ふねの寝しん台だいに横よこになりながら、ひょっとしたらパパみたいな人ひとかなって、よく思おもっていました」

「にてるかね？」と伯はく爵しゃく。

「ええっと、パパはぼくがすごく小ちいさいころに死しんでしまったから、あんまりはっきりおぼえてないんです。でもにてないと思おもいます」

「がっかりしたろう？」

　伯はく爵しゃくのほうから切きりだしました。

「そんなこと、ありません」

　セドリックはいたわるようにいいました。

「にてたら、うれしかったけど、でも、にてなくたって、いいんです。ぼくに、おじいさまがいるってだけで、うれしい。親しん戚せきって、そういうものですよね」

　伯はく爵しゃくは椅い子すに背せをもたせかけて、セドリックの顔かおをまじまじとみています。ああ、親しん戚せきとは、そういうものだ、などと、いえるはずがありません。時じ間かんはいくらでもある貴き族ぞくのくらしですが、伯はく爵しゃくはそのほとんどを親しん戚せきたちとのけんかについやしてきたからです。やってくれば、ひどい言こと葉ばをあびせて追おいだし、帰かえれば帰かえったで、口くちぎたなくののしる。とうぜんながら、親しん戚せきはひとりのこらず伯はく爵しゃくのことを憎にくんでいました。

「じぶんのおじいさまをきらう子こどもなんていません」

　セドリックはつづけます。

「こんなによくしてくれるおじいさまなら、なおさらです」

　老ろう伯はく爵しゃくの目めがふしぎそうに光ひかりました。

「よくしてくれる？」

「はい」

　セドリックがうれしそうにいいました。

「ブリジットのことも、リンゴ売うりのおばあさんのことも、ディックのことも。ほんとうにありがとうございました」

「ブリジット！　ディック！　それにリンゴ売うりのおばあさんとは！」

　伯はく爵しゃくはおどろいて声こえをあげました。

「はい！　おじいさまからお金かねをいただいて、みんなたすかったんです。ぼくがつかっていいって、おじいさまがハヴィシャムさんにわたしてくれたお金かねです」

「ああ！　あの金かね？　たしかに、すきなようにつかえといった。いったいなににつかったのかね？　話はなしてくれないか」

　伯はく爵しゃくはぼさぼさの眉まゆをよせて、セドリックの顔かおをするどい目めでみつめました。この子こどもがいったいどんなぜいたくをしたのか、じっさい知しりたくてたまらなかったのです。

「はい！　でもディックもリンゴ売うりのおばあさんもブリジットも、おじいさまは知しらないんですよね。遠とおくはなれたところでくらしていたってことをわすれていました。ぼくと、とりわけなかのいい友ともだちなんです。マイケルは熱ねつ病びょうにかかって──」

「マイケルというのは？」伯はく爵しゃくがききました。

「マイケルは、ブリジットのだんなさんで、ふたりともすごくこまっていたんです。だんなさんがはたらけなくなったのに、子こどもは十二人にんいるんですから。元げん気きなとき、マイケルはずっとまじめにはたらいてきたのに。それでブリジットがよくうちにきて、泣ないていました。そんなとき、ハヴィシャムさんがやってきたんです。ブリジットが、食たべるものもないし、家や賃ちんもはらえないって、台だい所どころで泣ないているっていうんで、ぼくはすぐ会あいにいったんです。そうしたらハヴィシャムさんによびもどされて、おじいさまからお金かねをあずかってるっていわれました。それで大おおいそぎで台だい所どころにもどって、ブリジットにそのお金かねをあげたんです。それがとても役やくにたって、ブリジットは信しんじられないって。だから、おじいさまには、とても感かん謝しゃしているんです」

「なんと！」

　伯はく爵しゃくはお腹なかの奥おくから声こえを出だしました。

「それで満まん足ぞくだというのか？　ほかには？」

　犬いぬのドゥーガルは、背せの高たかい椅い子すのそばにすわっていました。セドリックが腰こしをおろしてから、そのとなりを自じ分ぶんの居い場ば所しょと決きめたようです。話はなしの内ない容ように興きょう味みをひかれるように、ちょくちょく首くびをめぐらせて、セドリックの顔かおをみあげています。どっしりと、おちついた犬いぬは、大おおきなからだにふさわしい貫かん禄ろくがあり、軽かるはずみなことはしないと決きめているようです。

　それをよく知しっている老ろう伯はく爵しゃくは、ドゥーガルをじっとみながら、内ない心しんおもしろがっています。かんたんになつくような犬いぬではないのに、この子こには、手てをのせられても、じっとおとなしくしているからです。とそこで、ドゥーガルはもう一いち度どセドリックにさぐるような目めをむけると、ライオンのように大おおきな頭あたまを少しょう年ねんの黒くろいベルベットのひざに、そうっとのせました。

　その頭あたまを、小ちいさな手てでなでてやりながら、セドリックはこたえました。

「あとは、ディックです。きっとおじいさまも気きに入いると思おもいます。カタブツですから」

　伯はく爵しゃくはめんくらってしまいました。アメリカの庶しょ民みんがつかう言こと葉ばになれていないからです。

「カタブツとは、どういう意い味みだね？」

　セドリックはちょっと考かんがえました。じつをいうと、どういう意い味みだか、よくわからないのでした。ディックがよく言いっていたので、りっぱな人ひとのことを、そういうのだと思おもっていました。

「たぶん、他た人にんをだますようなことをしないって意い味みじゃないかと思おもいます。あと、じぶんよりからだの小ちいさな子こをぶったりしないとか。ディックは靴くつみがきの腕うでがバツグンで、いっしょうけんめいみがいて、ぴかぴかにするんです。靴くつみがきの名めい人じんですから」

「彼かれも、おまえの友ともだちなのかね？」伯はく爵しゃくがききます。

「ずっとむかしからの友ともだちです。ホッブズさんほどむかしからじゃないけど。船ふねが出でる直ちょく前ぜんに、プレゼントをくれたんですよ」

　セドリックはポケットに手てを入いれて、きれいに折おりたたんだ赤あかいものをひっぱりだし、得とく意いげにひらいてみせました。赤あかい絹きぬのハンカチで、大おおきな馬うまの蹄てい鉄てつと頭あたまが、むらさき色いろの糸いとで刺し繍しゅうされています。

「ほら、これ。いつも持もってるんです。首くびに巻まいてもいいし、ポケットに入いれてもいい。ぼくがジェイクを追おいだして、新あたらしいブラシを買かってあげたあと、最さい初しょにかせいだお金かねで買かってくれたんです。わすれないでって気き持もちをこめて。ぼくもホッブズさんにあげた金きん時ど計けいに、〝これをみて、ぼくを思おもいだして〟って言こと葉ばを入いれてもらったんです。このハンカチをみて、いつもディックのことを思おもいだしています」

　これをきいたときの伯はく爵しゃくのおどろきは、言こと葉ばではいいあらわせません。世よのなかで起おこるさまざまなことを見み聞ききして、ちょっとやそっとではおどろかなくなっていた伯はく爵しゃくも、こんな子こどもが世よのなかにいるとは、きいたためしがなく、心こころがふるえていました。

　なにしろじぶんの子こどもにさえほとんど関かん心しんをむけなかった伯はく爵しゃくですから、しかたありません。末すえっ子このことは、まあ健けん康こうで見みてくれもいいとは思おもっていましたが、それ以い上じょうのことは何なにもわかっていませんでした。

　しかし、愛あい情じょうゆたかに育そだてられた子こどもというのは、じぶんのことなどそっちのけで、ごく自し然ぜんに他た人にんに思おもいやりをみせることがあります。伯はく爵しゃくはもったいないことに、そういう瞬しゅん間かんをこれまでみのがしてきたのです。

　男おとこの子こというのは、どうしようもなくやっかいな小しょう動どう物ぶつで、きびしくしつけなければ、じぶんかってで、よくばりで、らんぼうな人にん間げんになると伯はく爵しゃくは決きめつけていました。上うえのむすこふたりも、しょっちゅう問もん題だいを起おこして家か庭てい教きょう師しをこまらせていました。末すえのむすこの苦く情じょうがほとんどないのは、とるにたりない子こどもだとみられているからだと、そう思おもいこんでいました。

　そんな伯はく爵しゃくでしたから、孫まごにもまったく期き待たいはしていなかったのです。伯はく爵しゃくの地ち位いを絶たやしたくないから、しぶしぶよびよせただけ。右みぎも左ひだりもわからない田舎いなか者ものに跡あとをつがせて、世せ間けんの笑わらいものになるという、そういう事じ態たいだけは避さけたいと願ねがっていました。孫まごに会あいたいなどという気き持もちはこれっぽっちもなく、ひとまずみてくれがよく、常じょう識しきはずれでなければありがたいと、そのていどにしか思おもっていなかったのです。

　ですから、フットマンがフォントルロイ卿きょうの到とう着ちゃくを知しらせたとき、わるい予よ感かんがすべて当あたってしまいそうで、目めをむけるのがこわいような気き持もちでした。それだから、子こどもはひとりでここへよこすようにと命めいじておいたのです。がっかりしたところを他た人にんにみせるなど、伯はく爵しゃくとしてのプライドがゆるさなかったからです。

　しかし、そのほこりたかく、かたくなな心こころは、足あしどりも軽かるくこちらへ歩あるいてくる子こどもをみるなり、うれしさにとびはねました。憎にくくてたまらない女おんなから、これほど美うつくしく、強つよく、気き品ひんのある子こどもが生うまれるとは！　いつも落おち着つきはらった伯はく爵しゃくも、あまりのおどろきに、心こころが大おおきくゆれ動うごいています。

　いざ話はなしをしてみると、ますます伯はく爵しゃくは心こころを動うごかされ、いったいこれはどういうことかと、わけがわからなくなってきました。じぶんをまえにしたとき、たいていの場ば合あい、あいてはおびえるか、いごこちがわるそうにしています。それなのにこの子こは、おどおどしたようすも、はにかむようすもまったくないのですから、おどろきです。ドゥーガルをこわいと思おもわないように、伯はく爵しゃくもこわがらない。かといって、思おもいあがっているわけではありません。とにかく人ひとなつっこく、むじゃきで、このおじいさまをまえに、おびえたり、気きまずくなったりする理り由ゆうがわからないといったようすなのです。

　どうやらこの子こは、じぶんを友ともだちかなにかだと思おもっているらしいと、伯はく爵しゃくはようやくわかってきました。床ゆかに足あしもつかないほど小ちいさいくせに、親したしげに話はなしかけてくるこの子こは、からだの大おおきい、いかめしい顔かおの老ろう人じんを、じぶんによくしてくれるやさしいおじいさまとしか思おもっていない。会あえてうれしいという顔かおで、いかにも子こどもらしいやりかたで、祖そ父ふをよろこばせ、おもしろがらせてやろうとしているのがわかります。

　気きむずかしく、ちょっとやそっとでは心こころを動うごかさない老ろう伯はく爵しゃくも、こんなことは初はじめてで、これまで感かんじたことのない心こころおどる気き分ぶんになってきました。いやな気き分ぶんになるはずがありません。あいてはおどおどと見みあげてきたりはしませんし、あらさがしをしているようにもみえません。曇くもりのない、すなおな目めで、まっすぐこちらをみつめている。それが、黒くろいベルベットのスーツを着きた、まだほんの小ちいさな子こどもであっても、わるい気き分ぶんはしないでしょう。

　それで老ろう伯はく爵しゃくは椅い子すにゆったりとすわり、おさない友ともにどんどん話はなしをさせました。目めにいつもとちがう光ひかりをうかべて、話はなしをしている子こどもをじっとみています。セドリックは伯はく爵しゃくからきかれたことすべてに、はきはきとこたえていき、親したしげにおしゃべりをしました。ディックとジェイクのこと、リンゴ売うりのおばあさんのことやホッブズさんのことを話はなし、共きょう和わ党とうの大たい会かいでみた、華はなやかな横おう断だん幕まくやスライド、たいまつやロケット花はな火びのことまで、生いき生いきと語かたります。そのうち七月がつ四日よっかのアメリカ独どく立りつ記き念ねん日びの話はなしになり、一いっ気きに興こう奮ふんしてきたところで、ふいにはっとして口くちをとざしました。

「どうしたんだね？　先さきをつづけたらどうだ？」

　セドリックは椅い子すの上うえできまりわるそうに、もじもじしました。いまちょうどなにか思おもいだして、気きまずくなったのだろうと、伯はく爵しゃくにははっきりわかりました。

「きっとこういう話はなしはききたくないんじゃないかと思おもって」

　セドリックがこたえます。

「おじいさまの知しり合あいが、そこにいたかもしれない。おじいさまがイギリス人じんだってこと、わすれていました」

「かまわないよ。つづけなさい。知しり合あいはいない。おまえもイギリス人じんだってことをわすれちゃいかんよ」

「ちがいます！」

　セドリックがすかさずいいました。

「ぼくはアメリカ人じんです！」

「いや、イギリス人じんだ」

　伯はく爵しゃくがきびしい声こえでいいました。

「父ちち親おやがイギリス人じんなんだから」

　伯はく爵しゃくはいいながら、心こころのなかでちょっとおもしろがっていましたが、セドリックのほうは少すこしもおもしろくありません。そんなことは考かんがえたこともなく、髪かみの毛けの根ねもとまでかーっと熱あつくなってきました。

「ぼくはアメリカで生うまれました。アメリカで生うまれたら、アメリカ人じんじゃなきゃおかしいです。おじいさまに口くちごたえしてごめんなさい。でもホッブズさんにいわれたんです。また戦せん争そうがおこったら、ぼくはアメリカ人じんじゃないといけないって」

　伯はく爵しゃくはかすかな笑わらい声ごえをもらしました。短みじかくて、ぶすっとした笑わらい声ごえでしたが、笑わらっているのはまちがいありません。

「なるほど、そこだけはゆずれないってことだな？」

　伯はく爵しゃくはアメリカという国くにも、アメリカ人じんも大だいきらいでしたが、その国くにを真しん剣けんに愛あいし、国くにの将しょう来らいを考かんがえる子こどもをみるのはゆかいでした。じぶんの生うまれ育そだった国くにをこれだけ愛あいする気き持もちがあるのなら、大人おとなになって、さぞりっぱなイギリス人じんになるだろうと思おもえます。

　結けっ局きょくこの話はなしは、そこまでで打うち切きりになりました。人ひとの気き持もちをおしはかれるセドリックには、これ以い上じょう深ふか入いりしてはいけないと、なんとなくわかっていたのです。まもなくフットマンが夕ゆう食しょくの用よう意いがととのったと知しらせにきました。

　セドリックは椅い子すから立たちあがって、伯はく爵しゃくのほうへ歩あゆみよりました。痛つう風ふうで痛いたむという足あしをじっとみおろします。

「肩かたを貸かしましょうか？」

　やさしく声こえをかけました。

「ぼくによりかかって歩あるけばいい。まえに、ころがってきたジャガイモの樽たるでホッブズさんがけがしたときも、ぼくによりかかって歩あるいたんです」

　からだの大おおきなフットマンは、あやうく吹ふきだして、これまでの評ひょう判ばんも仕し事ごとも、ふいにしてしまいそうでした。これまでに仕つかえてきたのはすべて有ゆう名めいな貴き族ぞくの家いえであって、一いち度どでも顔かおをにやつかせたことはありません。どんな状じょう況きょうであろうと、そんな失しつ礼れいなことをしたら、りっぱな城しろのフットマンとして失しっ格かくだとわかっていました。しかし、このときは、ほんとうにあぶなかったのです。伯はく爵しゃくの頭あたまのむこうにかかっている、ひどく気き味みのわるい絵えをじっとにらむことで、なんとか危き機きをのりこえました。

　伯はく爵しゃくは勇ゆう敢かんな孫まごを頭あたまから爪つま先さきまで、じっくりながめました。

「おまえにできるのかな？」

「できます」とセドリック。「へっちゃらです。もう七歳さいですから。かたがわはステッキによりかかって、反はん対たいがわは、ぼくによりかかってください。七歳さいの子こどもにしては筋きん肉にくもりもりだって、ディックにいわれました」

　セドリックは片かた手てをこぶしににぎって腕うでを曲まげ、ディックがほめてくれた筋きん肉にくを伯はく爵しゃくにみせます。これがまた真しん剣けんそのもので、いっしょうけんめいだったので、またフットマンは、気き味みのわるい絵えをにらまないといけなくなりました。

「よし、じゃあやってみたまえ」

　セドリックは伯はく爵しゃくにステッキをわたして、立たちあがらせにかかります。ふだんはフットマンがその役やくをやるのですが、このときに痛つう風ふうの足あしがいっそう痛いたんだりすると、きまって伯はく爵しゃくにどなられます。人ひとの気き持もちなど、おかまいなしの伯はく爵しゃくでしたから、りっぱな制せい服ふくを着きた大おおがらのフットマンも、何なん度どちぢみあがったかわかりません。

　ところがこのとき、痛つう風ふうの足あしはふだん以い上じょうに痛いたんだでしょうに、伯はく爵しゃくはどなりませんでした。ここはひとつ、がまんをしてようすをみようと考かんがえたのでした。ゆっくりと立たちあがって、勇ゆう気きをもってさしだされた小ちいさな肩かたに、伯はく爵しゃくは片かた手てをのせました。セドリックは気きをつけながら足あしを一いっ歩ぽまえにだして、伯はく爵しゃくの足あしをみおろしました。

「ぼくによりかかってください」

　セドリックは明あかるい声こえで、伯はく爵しゃくをうながします。

「すごくゆっくり歩あるきますから」

　フットマンに支ささえてもらうなら、ステッキ以い上じょうに、その腕うでにずっしり体たい重じゅうをかけたでしょう。ここで伯はく爵しゃくはまた試ためしてみようという気きになり、じっさい軽かるくはないのだとわからせてやることにしました。軽かるくないどころか、これが相そう当とうに重おもく、数すう歩ほも進すすまないうちにセドリックの顔かおが真まっ赤かになりました。心しん臓ぞうの鼓こ動どうも速はやくなってきましたが、筋きん肉にくをディックにほめられたことを思おもいだし、全ぜん身しんに力ちからをこめて、一いっ歩ぽ一いっ歩ぽ進すすんでいきます。

「手てかげんしなくてだいじょうぶ」

　セドリックは息いきを切きらしながらいいます。

「ぼくはだい──じょうぶ──たぶん──そんなに──遠とおくない」
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　じっさい食しょく堂どうまでの距きょ離りはさほどでもなかったのですが、セドリックにはずいぶん遠とおくに思おもえました。一いっ歩ぽ進すすむごとに、肩かたにかかる手ての重おもみがましていくようで、顔かおはどんどん赤あかく、熱あつくなっていきました。息いきもはあはあ切きれてきましたが、とちゅうで投なげだそうとは一いち度ども思おもいませんでした。まだおさない筋きん肉にくに力ちからを入いれ、頭あたまをすっくと持もちあげて、足あしをひきずりながら歩あるいている伯はく爵しゃくをはげまします。

「ふつうに立たつと、ものすごく痛いたいんですか？」セドリックがききます。「熱あついお湯ゆにカラシを入いれてひたしたことはありますか？　ホッブズさんは、よくお湯ゆに足あしをひたしていました。あと、アルニカの花はなを入いれると、すごく楽らくになるともいいますよね」

　大おおきな犬いぬはふたりのかたわらについて、ゆっくり歩あるきながら、とてもふしぎそうな顔かおでセドリックを何なん度どかみあげました。やさしさから、重おもい荷にをみずから引ひき受うけ、小ちいさなからだでけんめいにがんばっているセドリックでした。伯はく爵しゃくもまた、となりで真まっ赤かになっている小ちいさな顔かおを、横よこ目めでちらっとみました。

　やっとのことでたどりついた部へ屋やは、とても大おおきくて、セドリックは圧あっ倒とうされる気き分ぶんでした。テーブルのいちばん奥おくにはフットマンがひかえています。椅い子すのうしろに立たって、目めを大おおきくみひらいて、部へ屋やに入はいってくる一いっ行こうをまじまじとみています。

　とうとう椅い子すまでたどりつきました。セドリックの肩かたから手てがはずれ、伯はく爵しゃくはなんとか椅い子すに腰こしをおろしました。

　セドリックはディックにもらったハンカチをひっぱりだして、ひたいの汗あせをぬぐいます。

「暑あついですよね？　あっ、でも火ひをたく必ひつ要ようがあるんですね。おじいさまの足あしが冷ひえちゃいけないから。ただぼくにはちょっと暑あつくて」

　あいての気き持もちを考かんがえて、部へ屋やに文もん句くをつけているとは思おもわれないよう気きをつけました。

「たいへんな仕し事ごとだったからな」と伯はく爵しゃく。

「そんな、ちがいます！　ただちょっと暑あつかっただけで、そんなにたいへんじゃありませんでした。夏なつはだれだって暑あついから」

　そういって、上じょう等とうなハンカチで、汗あせにぬれた巻まき毛げをごしごしやりました。セドリックの椅い子すはテーブルの反はん対たいがわで、伯はく爵しゃくと遠とおくはなれてむきあうことになります。ひじかけのついた椅い子すは大おおきくて、セドリックより、もっとからだの大おおきな人にん間げんがすわるようにできていました。じっさい、これまでみてきたものは大おおきいものばかりでした。部へ屋やはどれも大おおきく、天てん井じょうは高たかく、大おおきな家か具ぐがおいてありました。フットマンが大おおがらなら、犬いぬも巨きょ体たいで、伯はく爵しゃくじしんも大おおきなからだをしています。

　セドリックにはどこに目めをむけても、じぶんがとても小ちいさく感かんじられたことでしょう。しかしなんの問もん題だいもありません。これまでだって、じぶんはまだほんの子こどもで、小ちいさくてあたりまえだと思おもっていたからです。ふつうの人ひとなら圧あっ倒とうされるような場ば所しょにおかれても、セドリックはごくふつうになじんでしまうのでした。

　それでもテーブルのはずれにおかれた、背せの高たかいりっぱな椅い子すに腰こしをおろしたときには、これまでにないほどじぶんが小ちいさく思おもえました。伯はく爵しゃくはひとりでくらしているにもかかわらず、なにからなにまで、きちんとしていないと気きがすみません。食しょく事じの時じ間かんを大だい事じにしていて、料りょう理りは正せい式しきな形かたちでいただきます。セドリックの目めのまえには、美うつくしいグラスや皿さらがきらびやかにならんでいて、なれない目めにはまぶしいばかりです。

　知しらない人ひとが、この光こう景けいをみたら、思おもわずにやりとしたことでしょう。大おおきくりっぱな部へ屋やに、制せい服ふくを着きた大おおがらのフットマンが立たちならび、こうこうと灯ともる明あかりにテーブルの上うえの銀ぎんやガラスの食しょっ器きがきらめいています。その、はてしなく長ながいテーブルのいちばん奥おくに、いかめしい顔かおの老ろう伯はく爵しゃくがいて、いちばん手て前まえには、その老ろう伯はく爵しゃくとむきあって、ほんの小ちいさな男おとこの子こがすわっているのですから。

　伯はく爵しゃくは夕ゆう食しょくを重おもんじていて、料りょう理り人にんにとっても、この時じ間かんはまったく気きがぬけません。なにしろ料りょう理りを食たべる主しゅ人じんが、気きむずかしく、何なにを食たべても満まん足ぞくしないからです。それでも今日きょうはいつもとちがって、ぽんぽん文もん句くを言いわれるようなことはありません。きっと考かんがえなければならないことがあって、肉にく料りょう理りの味あじや、グレービーソースのあしらい方かたにまで気きがまわらないのでしょう。

　どうやら、孫まごのことでなにか思おもうところがあるようです。テーブルのむこうにすわっているフォントルロイ卿きょうから伯はく爵しゃくは片かた時ときも目めをはなしません。じぶんはあまり口くちをひらかず、孫まごのほうにしゃべらせます。子こどもの話はなしをきいて楽たのしめるなど、これまで思おもいもしませんでしたが、この子こはなんと変かわった子こだろうと、伯はく爵しゃくはおもしろくてたまりません。あの小ちいさな肩かたにつかまりながら歩あるいてきたことが思おもいだされます。どこまでやれるか、勇ゆう気きと忍にん耐たい力りょくを試ためすために体たい重じゅうをあずけたものの、この孫まごがまったくひるまず、じぶんが一いち度ど引ひき受うけた仕し事ごとを投なげだすことなど、一いっ瞬しゅんたりとも考かんがえていないようだったことに、とても満まん足ぞくしていました。

「かんむりは、いつもかぶっているわけじゃないんですね？」

　セドリックはうやうやしくききました。

「ああ」

　伯はく爵しゃくは苦にが笑わらいをうかべていいました。

「わたしには、にあわない」

「伯はく爵しゃくはいつもかぶってるって、最さい初しょホッブズさんがいってました。でも、それからよく考かんがえて、帽ぼう子しをかぶらなきゃいけないから、はずすときもあるんだろうって」

「ああ。はずすときもある」

　そこでフットマンのひとりが、さっと横よこをむき、口くちを手てでおさえて、おかしなせきをしました。

　セドリックが先さきに食たべ終おわり、そのあとは椅い子すにゆったり背せをあずけて、部へ屋やのなかをきょろきょろみています。

「こういう家いえにすんでいたら、だれかにじまんしたくなりますよね。こんなにきれいなんだもの。こんなに美うつくしいおうち、みたことないです。でもぼくまだ七歳さいだから、しかたないです」

「わたしがじまんに思おもっていると？」

　伯はく爵しゃくがいいました。

「だれだってじまんに思おもいます。これがじぶんの家いえだったら、ぼくだって誇ほこらしい。なにもかもが美うつくしくて。大おおきなお庭にわも、木き々ぎも──ほんとうにきれいで、木きの葉はがそよぐ音おとがきこえるんですから！」

　そこで一いっ瞬しゅん口くちをとざし、せつなそうな目めでテーブルのむこうをじっとみています。

「ふたりですむには、ものすごく大おおきな家いえですよね」とセドリック。

「ふたりでくらすには、じゅうぶんな大おおきさだ。大おおきすぎるというのかね？」

　セドリックはちょっとためらいました。

「いえ、ただ、あまりなかがよくないと、ふたりきりでくらしたら、さみしいかもしれないって、そう思おもったんです」

「わたしとは、なかよくなれそうかね？」

「はい、きっと。ホッブズさんとぼくは、すごくなかがいいんです。ディアリストをのぞいたら、いちばん」

　伯はく爵しゃくがぼさぼさの眉まゆをさっと持もちあげました。

「ディアリストというのは？」

「ぼくのママです」

　セドリックは、小ちいさな声こえでそっといいました。

　そろそろ寝ねる時じ間かんですし、ここ数すう日じつは興こう奮ふんの連れん続ぞくで、気きの休やすまるひまがありませんでした。気きづかれから、なんとなくさみしくなったところで、今こん夜やはいつもじぶんをみまもってくれる、やさしい目めをした人ひとがそばにいないことを思おもいだしてしまった……。

　セドリックとママはいつでもいちばんのなかよしだったのです。ママのことを考かんがえれば考かんがえるほど、セドリックの口くち数かずが少すくなくなっていき、夕ゆう食しょくが終おわるころには、顔かおにかすかなかげりが出でているのが、伯はく爵しゃくにもわかりました。それでもセドリックはたいしたもので、弱よわ気きをふりはらいました。書しょ斎さいに帰かえるときも、背せの高たかいフットマンが主しゅ人じんにつきそっていたものの、伯はく爵しゃくの手ては来きたときとおなじように、孫まごの肩かたにおかれていました。こんどは体たい重じゅうをずっしりかけるようなことはしませんでしたが。

　フットマンがいなくなって、ふたりきりになると、セドリックは暖だん炉ろのまえの敷しき物ものの上うえに腰こしをおろしました。すぐ横よこにドゥーガルがいます。しばらくのあいだ、犬いぬの頭あたまをだまってなでながら、暖だん炉ろの火ひをじっとみています。

　伯はく爵しゃくの目めにも、セドリックはかなしそうにうつり、なにか考かんがえているようにみえます。一度どか二度ど、小ちいさなため息いきもつきました。伯はく爵しゃくはじっとすわって、孫まごをまじまじとみつめました。

「フォントルロイ」とうとう声こえをかけました。「なにを考かんがえているんだね？」

　セドリックはけなげにも笑え顔がおをつくりました。

「ディアリストのことを。そうだ──ぼく、ちょっと歩あるいたほうがいいかもしれません」

　セドリックは立たちあがり、小ちいさなポケットに両りょう手てをつっこむと、部へ屋やのなかを行いったり来きたりしはじめました。目めがぬれたように光ひかっていて、口くちをぎゅっとひきむすんでいます。

　ドゥーガルがもぞもぞと動うごきだしました。セドリックのほうへ歩あるいていって、そのあとを落おちつかなげについてまわります。セドリックは片かた手てをポケットから出だして、犬いぬの頭あたまにのせました。

「すごいなあ、この犬いぬは。友ともだちみたい。ぼくの気き持もちがわかるみたいです」

「気き持もちって？」伯はく爵しゃくがききます。

　おさない子こどもが生うまれて初はじめて母はは親おやとはなればなれになって、会あいたい気き持もちと必ひっ死しにたたかっている。それがわかれば、伯はく爵しゃくだって心こころおだやかではいられません。それでも、がまんしなきゃいけないと、けなげにがんばる、その勇ゆう気きを伯はく爵しゃくはこのましく思おもいました。

「こっちへきなさい」伯はく爵しゃくはいいました。

　セドリックが歩あゆみよります。

「ぼく、これまで一いち度ども家いえをはなれたことがなかったから」

　茶ちゃ色いろのひとみに、こまったような表ひょう情じょうをうかべていいました。

「じぶんの家いえじゃなくて、ほかの人ひとのお城しろに、ひと晩ばんじゅういなくちゃいけないってなったら、だれでも変へんな感かんじがしますよね。でもディアリストは、そう遠とおくないところにいます。それをわすれちゃいけないっていわれて──それにぼくはもう七歳さいだし──それに──それに──ディアリストの写しゃ真しんをもってるから」

　セドリックはポケットに手てを入いれて、小ちいさなスミレ色いろのベルベットでおおわれた写しゃ真しん入いれをひっぱりだしました。

「これです。みててくださいね、このバネを押おすとふたがあくんです！」

　いつのまにか伯はく爵しゃくの椅い子すにすりよっていて、小ちいさな写しゃ真しんをひっぱりだすときには、椅い子すのひじかけによりかかって、伯はく爵しゃくの腕うでにもたれるようなかっこうになっていました。まるで、これまでずっとそうしてきたように、安あん心しんしきったようすです。

「ほら、これです」

　写しゃ真しん入いれがひらくと、セドリックがにっこり笑わらって伯はく爵しゃくの顔かおをみあげました。

　伯はく爵しゃくは気きまずそうに眉まゆをよせています。写しゃ真しんなどみたくないと思おもっていましたが、それでもやっぱりみてしまいました。若わかく美うつくしい女じょ性せいが写しゃ真しんのなかからこちらをみあげており、それがとなりにいる子こどもそっくりで、伯はく爵しゃくはおおいにおどろきました。

「とてもたいせつな人ひとなんだね」

「はい」

　セドリックはすなおにいい、その声こえからも、だいすきだという気き持もちが伝つたわってきます。

「ホッブズさんはぼくの友ともだちだし、ディックもブリジットも、メアリーもマイケルも、みんなぼくの友ともだちです。でもディアリストは、そのなかでも特とく別べつで、ものすごーくなかがよくって、いつだって、おたがいになんでも話はなすんです。パパはぼくにディアリストをまかせて亡なくなったから、ぼくは大人おとなになったらはたらいて、ディアリストのためにお金かねをかせぐんです」

「どんな仕し事ごとをするつもりだね？」

　セドリックは暖だん炉ろのまえの敷しき物ものの上うえに腰こしをおろしました。手てにはまだ写しゃ真しんを持もっています。

「ホッブズさんみたいな仕し事ごとをしようかと思おもってました。でも、できるなら大だい統とう領りょうになりたい」

「そのかわりに、イギリス議ぎ会かいの貴き族ぞく院いんへ送おくりこんでやろう」伯はく爵しゃくがいいました。

「うーん、もし大だい統とう領りょうになれないんだとしたら……それもいい仕し事ごとなら、そっちでもかまいません。食しょく料りょう品ひん屋やさんの仕し事ごとって、お客きゃくさんがなかなかやってこないこともあるから」

　きっと頭あたまのなかで、どっちがいいか、真しん剣けんに考かんがえているのでしょう。このあとセドリックはすわったまま、少すこしも動うごかず、しばらくじっと火ひをみつめていました。

　もう伯はく爵しゃくもしゃべりませんでした。椅い子すの背せにゆったりともたれ、セドリックをみまもっています。これまで考かんがえたこともない奇き妙みょうな思おもいが、心こころのなかをつぎつぎと行ゆきすぎていきます。ドゥーガルは長なが々ながとのび、大おおきな前まえ脚あしに頭あたまをのせて、いつのまにかねむっていました。それから長ながいこと部へ屋やのなかは、しんと静しずまっていました。




　それから三十分ぷんほど過すぎたころ、ハヴィシャムさんがよばれました。ハヴィシャムさんが入はいってきたとき、大おおきな部へ屋やのなかは物もの音おとひとつしませんでした。伯はく爵しゃくはじぶんの椅い子すにゆったりすわっています。ハヴィシャムさんが近ちかづいてくると、伯はく爵しゃくはからだを動うごかし、物もの音おとをたてるなというように片かた手てをあげました。そんなつもりはまったくないのに、自し然ぜんに手てがあがってしまったという感かんじです。ドゥーガルはまだねむっており、その大おおきな犬いぬのかたわらで、巻まき毛げの頭あたまを腕うでにのせて、小しょう公こう子しフォントルロイ卿きょうが、やはりぐっすりねむっていました。







[image: ６　伯爵と孫]

　フォントルロイ卿きょうが朝あさ目めをさましたとき──まえの晩ばん、ベッドへと運はこばれているときは、ぐっすりねむっていました──最さい初しょにきこえてきたのは、燃もえる木きのはぜる音おとと、くぐもった話はなし声ごえでした。

「くれぐれも注ちゅう意いするのよ、ドーソン」

　だれかがいっています。

「どうしていっしょにいられないのか、その理り由ゆうはずっと伏ふせておくようにと、いわれていますからね」

「それがだんなさまの命めい令れいだっていうんなら」

　べつの声こえがいいました。

「そりゃあ、守まもりますよ。けどね、ここだけの話はなし、使し用よう人にんの内うち輪わ話ばなしってことでいわせてもらうなら、ひどすぎますよ──若わかくして夫おっとを亡なくしたかわいそうな女じょ性せいですよ。それを、じぶんの血ちと肉にくをわけた子ことひきはなすなんて。あんなに気け高だかく美うつくしくお生うまれになった子こをまだ小ちいさいうちに手て放ばなすんですからね。

　ジェイムズとトマスが昨夜ゆうべ、使し用よう人にんのたまり場ばで話はなしてましたよ。今日きょうまで生いきてきて、あんなに美うつくしい子こどもをみたのは初はじめてだって。どんな紳しん士しだって顔かお負まけだそうで、まるでなかよしの友ともだちと食しょく事じをしているような顔かおで、だんなさまと同おなじテーブルについていたそうですよ。ありゃ、まるで天てん使しだって。それにひきかえ、失しつ礼れいを承しょう知ちで申もうしあげますけど、だんなさまは、あのご気き性しょう。一いち度ど怒おこりだすと、まわりにいる者ものの血ちも凍こおるって、有ゆう名めいじゃないですか。

　だんなさまによばれて、ジェイムズとわたしで二階かいにお運はこびしたんですけど、ジェイムズがあの方かたを抱だきあげると、むじゃきで小ちいさな顔かおがバラの花はなのように真まっ赤かになっていて。ジェイムズの肩かたにかわいらしい頭あたまをのせると、巻まき毛げがきらきら光ひかりましてね。かわいいったらありゃしません。ずっとそのままみていたい気き分ぶんでしたよ。

　わたし、思おもうんですけどね、だんなさまもきっと、おなじ気き分ぶんだったんでしょうね。だって、この子この顔かおをみながら、ジェイムズとわたしに、『いいか、ぜったい起おこすなよ！』って釘くぎをさしたんですから」

　セドリックはまくらの上うえで頭あたまを動うごかし、寝ね返がえりをうって目めをあけました。

　部へ屋やのなかに、女おんなの人ひとがふたりいました。陽よう気きな花はな柄がらもようのカーテンがかかっていて、なにもかもが明あかるく、まぶしく思おもえました。ツタのからまる窓まどから、日ひがさしこんでいます。女おんなの人ひとふたりが近ちかづいてくると、その片かた方ほうは、家か政せい婦ふのミセス・メロンだとわかりました。もういっぽうは中ちゅう年ねんの女おんなの人ひとで、にこにこしていて、やさしそうです。

「おはようございます、フォントルロイさま」

　ミセス・メロンがいいました。

「ぐっすり、おやすみになれましたか？」

　セドリックは目めをこすって、にこっと笑わらいました。

「おはようございます。知しらないあいだに、ここでねむっていました」

「ねむっていらっしゃるあいだに、二階かいへお運はこびしました。ここがフォントルロイさまの寝しん室しつですよ。こちらのドーソンが、おせわをいたします」

　セドリックはベッドの上うえで起おきあがり、伯はく爵しゃくをまえにしたのとおなじように、ドーソンに片かた手てをさしだしました。

「奥おくさま、初はじめまして。おせわをしに来きてくださって、ありがとうございます」

「閣かっ下か、奥おくさまではなく、ドーソンとよんでください」

　ミセス・メロンが笑わらっていいました。

「ミス・ドーソンですか、それともミセス・ドーソン？」

「ただドーソンと」

　顔かおいっぱいに笑えみをうかべて、ドーソンがじぶんからいいました。

「ミスもミセスもいりません、もったいないことです！　そろそろお起おきになりませんか？　このドーソンがお着きがえをお手て伝つだいします。そのあと子こどもべやで朝ちょう食しょくを召めし上あがってください」

「ありがとうございます。でも着きがえは、もうずっとまえからじぶんでしています。ディアリストが教おしえてくれたんです。ディアリストというのはぼくのママです。うちの仕し事ごとはせんたくでもなんでもメアリーがひとりで引ひき受うけてるんです。だから、じぶんでできることはじぶんでやらなくちゃいけないんです。おふろでからだを洗あらうのも、じぶんでできます。ただ、終おわったあとで、洗あらいのこしがないか、みてもらわないといけないけど」

　ドーソンとミセス・メロンはちらっと目めをあわせました。

「ドーソンにいえば、なんでもやってくれますよ」

　ミセス・メロンがいいました。

「ええ、ええ、そうですとも」

　ドーソンがやさしい声こえで、にこやかにいいました。

「ごじぶんでお着きがえになるとおっしゃるなら、わたしがおそばに立たっていて、必ひつ要ようなときに手てをお貸かしします」

「よかった」

　セドリックがこたえました。

「ボタンはときどきむずかしくて。そんなときは、だれかにやってもらわないといけないから」

　ドーソンは、とてもやさしい女おんなの人ひとだと、セドリックは思おもいました。おふろに入はいって、着きがえが終おわるころには、すっかりうちとけて、ドーソンからいろんな話はなしをききだしていました。だんなさんは兵へい隊たいで、戦せん場じょうで命いのちを落おとしたこと。むすこさんは船ふな乗のりで、長ながい航こう海かいに出でていること。そのむすこさんは海かい賊ぞくや人ひと食くい人じん種しゅ、中ちゅう国ごく人じんやトルコ人じんもみたことがあるそうです。

「むすこが持もち帰かえった、ふしぎな貝かいがらや、サンゴのかけらをトランクに入いれてあるから、いつでもおみせしますよ」とドーソンはセドリックにいってくれました。

　セドリックにとっては、なにからなにまで興きょう味みをひかれる話はなしでした。ドーソンがこれまでずっと小ちいさな子こどものせわをしてきて、イギリスのまたべつの場ば所しょにある大おおきなお屋や敷しきから、この城しろへ来きたばかりだということもわかりました。まえのお屋や敷しきには、レディ・ギネス・ボーンという名なの、まだおさない美うつくしい女おんなの子こがいたということです。

「その子こは閣かっ下かのご親しん戚せきすじにあたります」とドーソン。「きっといつかお会あいになるでしょう」

「そうなんですか？　それはうれしいな。ぼく、女おんなの子こと友ともだちになったことはないんです。いつも見みているだけで」

　朝ちょう食しょくを食たべに、続つづき部べ屋やに入はいると、その広ひろ々びろとした部へ屋やの先さきにも、またひとつべつの部へ屋やがありました。そちらもセドリックの部へ屋やだとドーソンが教おしえてくれます。なんだか圧あっ倒とうされる気き分ぶんです。さすがにセドリックも心こころぼそくなって、朝ちょう食しょくが美うつくしくならんだテーブルにつくと、その気き持もちをドーソンに打うち明あけました。

「ぼくまだ小ちいさな子こどもなのに、こんなに大おおきなお城しろにすんで、大おおきな部へ屋やをたくさんもってて──いいのかな？」

「まあ！　いいにきまってますよ！　最さい初しょは、ちょっと妙みょうな気き分ぶんにもなるでしょう。でもあっというまになれて、すきになりますよ。だってこんなに美うつくしいんですから」

「ほんとうにそうですよね」

　セドリックは小ちいさなため息いきをついていいました。

「でも、ディアリストがいないのはさみしいな。毎まい朝あさいっしょに食しょく事じをして、ぼくがディアリストのお茶ちゃに砂さ糖とうとクリームを入いれてあげて、トーストをわたすんです。ふたりいっしょの朝ちょう食しょくはとてもたのしくって」

「ええ、そうでしょうとも」

　ドーソンがなぐさめるようにいいます。

「でもお母かあさまとは毎まい日にちお会あいして、いくらでもお話はなしなさることができますよ。ご心しん配ぱいなさらないでください。これからちょっとお散さん歩ぽでもなさって、いろいろごらんになってくださいまし。犬いぬもいるし、馬うま小ご屋やにたくさんの馬うまがいます。そのなかに、閣かっ下かのお気きに召めす一頭とうが──」

「馬うまがいるんですか？」

　セドリックがおどろいて声こえをはりあげました。

「ぼく、馬うまはだいすきなんです。ジムはかわいかったなあ。ジムっていうのは、ホッブズさんの食しょく料りょう品ひん屋やで荷に馬ば車しゃを引ひく馬うまなんです。すごくきれいな馬うまで。ときどき、いうことをきかないこともあるけど」

「どんな馬うまがいるか、馬うま小ご屋やをのぞくときまで、楽たのしみになさっていてくださいね。それより先さきに、となりの部へ屋やをのぞいてみませんと！」

「となりには、なにがあるんですか？」

「朝ちょう食しょくがおすみになったら、おみせしますよ」

　そんなふうにいわれれば、だれだって早はやくみてみたいと思おもうもの。セドリックはとたんにせっせと料りょう理りを口くちに運はこびだしました。きっととなりの部へ屋やには、すごくいいものがあるにちがいありません。

「はい、おしまい」

　数すう分ふん後ご、セドリックは椅い子すをすべりおりました。

「もうお腹なかいっぱい。みにいっていいですか？」

　ドーソンはうなずくと、これまで以い上じょうにもったいぶった、なぞめいた表ひょう情じょうをみせて、先さきに立たって歩あるきだしました。セドリックはますます興きょう味みしんしんです。

　ドーソンがドアをあけると、セドリックは入いり口ぐちで立たちどまって、びっくりした顔かおで室しつ内ないをながめまわしました。口くちがきけず、両りょう手てをポケットにつっこんで、おでこまで真まっ赤かになりながら、なかをのぞきこんでいます。

　真まっ赤かになったのは、とてもおどろいて、興こう奮ふんしてしまったからです。こんな光こう景けいをみたら、ふつうの男おとこの子こはだれだっておどろきます。

　そこもやっぱり大おおきな部へ屋やでした。お城しろのなかの部へ屋やはぜんぶ大おおきい気きがしますが、その部へ屋やは、セドリックの目めに、とりわけすばらしくみえました。ほかの部へ屋やとはちょっとちがって、おいてある家か具ぐはさほど大おおきくありませんし、古ふるめかしくもありません。カーテンも敷しき物ものもかべも、もっと明あかるい色しき調ちょうで、ぎっしり本ほんのつまった書しょ棚だながいくつかおいてあるほかに、テーブルがならんでいて、その上うえにたくさんのおもちゃがおいてあります。みるからに美うつくしいものや、巧こう妙みょうな仕し掛かけになっているものなど、ニューヨークのお店みせのかざり窓まどにならんでいるのを、わくわくしながらみたようなものが、たくさんおいてあります。

「男おとこの子この部へ屋やみたいだ」

　セドリックは興こう奮ふんに息いきを切きらして、ようやくいいました。
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「これ、だれの部へ屋やですか？」

「なかに入はいって、ごらんくださいな」とドーソン。「ぜんぶ、閣かっ下かのものですよ！」

「ぼくの！」

　セドリックは声こえをはりあげました。

「どうしてぼくのなの？　だれがくれたの？」

　小ちいさくはしゃぎ声ごえをあげて、セドリックは頭あたまから部へ屋やにとびこみました。まったく信しんじられないような話はなしでした。

「おじいさまだ！」

　目めを星ほしのようにきらきらさせていいました。

「きっとおじいさまがくれたんだ！」

「そのとおりでございますよ。閣かっ下かが小ちいさな紳しん士しのようにりっぱになられて、くよくよなやんだりなさらず、楽たのしいことをいっぱいなさって、一いち日にちじゅうにこにこされていたら、おじいさまはほしいものをなんでも与あたえてくださいます」

　セドリックはお昼ひるまえまで、わくわくのしどおしでした。みているだけでも楽たのしいものがたくさんあり、試ためしてみたいおもちゃも山やまほどありました。それなのに、どれもめずらしいので、ひとつ手てにとってしまうと、もうほかには目めがいかなくなります。

　それにしても、じぶんひとりのために、これだけのものが準じゅん備びされたと考かんがえると、とてもふしぎです。じぶんがニューヨークを出でるより先さきに、ロンドンからいろんな人ひとがやってきて、じぶんがよろこびそうな本ほんやおもちゃを部へ屋やに用よう意いしてくれたと思おもうと、なおさらです。

「こんなにやさしいおじいさまがいる子こどもなんて、ほかにいませんよね！」

　セドリックがはしゃいでいうのをきいて、ドーソンの顔かおにこまったような表ひょう情じょうがうかびました。伯はく爵しゃくのことをあまりよく思おもっていなかったからです。この城しろではたらくようになってから、まだ日ひはあさいのですが、使し用よう人にんたちのたまり場ばでは、老ろう伯はく爵しゃくのねじまがった性せい格かくについて、みんながああだこうだと話はなすのを耳みみにしていました。

「よりによって、あれほど意い地じのわるい、短たん気きな人にん間げんの下もとではたらくことになろうとは、オレも運うんのつきだ。ありゃもう、どうしようもない」

　そういっていたのがトマスという名な前まえのフットマン。このトマスは、伯はく爵しゃくが階かい下かでハヴィシャムさんにいっていた言こと葉ばを、なかまに話はなしてもいました。フォントルロイ卿きょうをむかえる準じゅん備びをしているときのことでした。

「やりたいようにさせて、子こどもべやをおもちゃでうめつくしてやれ」伯はく爵しゃくはそういっていたそうです。「おもしろがりそうなものをなんでも与あたえてやれば、母はは親おやのことなどあっというまにわすれてしまう。たのしいことで頭あたまをいっぱいにしてやれば、なんの問もん題だいもない。男おとこの子こなんてのはそんなもんだ」

　伯はく爵しゃくはまえの晩ばん、よくねむれなかったようで、午ご前ぜん中ちゅうはずっと書しょ斎さいですごしていましたが、昼ひるになって食しょく事じをすませると、孫まごをよびよせました。

　セドリックは待まってましたとばかりに、幅はばの広ひろい階かい段だんをはずむように駆かけおりました。廊ろう下かを走はしる足あし音おとが伯はく爵しゃくの耳みみにもきこえてきます。やがてドアがひらき、ほおを赤あかくして目めをきらきらさせたセドリックが入はいってきました。

「ずっとよばれるのを待まっていたんです。ずいぶんまえから準じゅん備びしてました。とにかく早はやくお礼れいがいいたくって！　ありがとうございますって何なん度どいってもたりない。おじいさまがくださったもので、午ご前ぜん中ちゅうずっとあそんでいました」

「おお、それじゃあ、気きに入いったのかね？」伯はく爵しゃくがききます。

「気きに入いったもなにも──とにかくすごくうれしくて、なんていったらいいかわかりません！」よろこびに顔かおをかがやかせながらセドリックがいいました。

「野や球きゅうににたゲームがあるんですけど、それは黒くろと白しろのくぎみたいなものをボードにさしてあそぶんです。点てん数すうは針はり金がねに通とおしたコマを動うごかして記き録ろくするようになっていて。ドーソンに教おしえようとしたんですけど、ぜんぜんわかってもらえなくて──だって女おんなの人ひとは野や球きゅうなんてしたことないし。それにぼくの説せつ明めいがあまりうまくなかったのかもしれません。でもおじいさまなら、ぜんぶ知しってますよね？」

「ざんねんながら、わたしは知しらない」

　伯はく爵しゃくがこたえました。

「アメリカのスポーツだろう？　クリケットみたいなものじゃないか？」

「ぼく、クリケットは知しらないんです。だけど、ホッブズさんに野や球きゅうの試し合あいに連つれていってもらったことが何なん度どかあります。もう胸むねがわくわくしてくるんですよ！　そのゲーム、みてみますか？　いま行いってとってきますよ。きっと楽たのしいことをしていると、足あしの痛いたみもわすれちゃうんじゃないかな。今け朝さは、すごく痛いたみましたか？」

「ああ、なかなかに」

「じゃあ、やっぱりわすれるのはムリかな」

　セドリックが心しん配ぱいそうにいいました。

「もしかして、ゲームの話はなしをきかされるのは、いやですか？　おもしろそうだとは思おもいませんか？　ぼくの話はなし、うるさいですか？」

「行いって、とっておいで」と伯はく爵しゃく。

　まさかそんなことをじぶんがするとは思おもってもみませんでした。ゲームのやりかたをおしえてくれる子こどもをあいてにあそぶなんて──でも、そのありえない展てん開かいが、伯はく爵しゃくにはおもしろく感かんじられました。セドリックがゲームの入はいった箱はこを抱だきかかえてもどってきたとき、伯はく爵しゃくの口くちもとには、かすかにゆかいそうな笑えみがうかんでいました。セドリックのほうは早はやくやりたくてうずうずしています。

「あそこにある小ちいさなテーブルを、おじいさまの椅い子すのそばに持もってきてもいいですか？」

「トマスをよびなさい。やってくれるから」

「ぼく、じぶんでできます。あんまり重おもそうじゃないから」

「なら、やってごらん」

　セドリックがゲームの準じゅん備びをするのをみながら、老ろう伯はく爵しゃくはますますおもしろくなってきたようで、どんどん笑え顔がおになっていきます。小ちいさなテーブルが椅い子すのそばまでひきずってこられ、その上うえに箱はこから取とりだしたゲーム盤ばんと用よう具ぐがならびます。

「一いち度どはじめると、夢む中ちゅうになりますよ」とセドリック。「この黒くろいくぎがおじいさまのチームで、こっちの白しろいのがぼくのチーム。ひとつひとつが、選せん手しゅをあらわしていて、フィールドをぐるっとひとめぐりすると、ホームランで一点てん入はいります──これはぜんぶアウトです──そして、ここが一塁るいで、ここが二塁るい。ここが三塁るいで、ここが本ほん塁るいです」

　セドリックは身みぶり手てぶりで、じつにくわしく説せつ明めいをしていきます。ピッチャー、キャッチャー、バッターが、じっさいの試し合あいでどんなことをするのかまでやってみせ、ホッブズさんに連つれていってもらった試し合あいで、すごい当あたりがみごとにキャッチされたようすを見みたことなどを、夢む中ちゅうで語かたります。小ちいさいからだをのびのびと動うごかして野や球きゅう選せん手しゅのまねをする。それがただもううれしくて仕し方かたないという感かんじで、みているほうまで楽たのしくなってきます。

　熱ねつの入はいった説せつ明めいがようやく終おわると、興こう奮ふんのうちにいよいよゲームがはじまり、ここでも伯はく爵しゃくはゆかいでたまりませんでした。セドリックときたら、すっかりゲームにのめりこんで、子こどもらしくおもいっきりはしゃいでいるのです。いい球たまを投なげると、陽よう気きな笑わらい声ごえがひびきわたり、なんとしてでも〝ホームラン〟にしようと真しん剣けんそのもの。じぶんに点てんが入はいっても、伯はく爵しゃくに点てんが入はいっても、どちらの幸こう運うんもわけへだてなくよろこびます。こういうあいてなら、どんなゲームをしても、楽たのしくないはずがありません。

　黒くろ白しろのくぎと、けばけばしい絵えが描かかれたゲーム盤ばんをはさんで子こどもとあそぶ。そうしているうちに、痛つう風ふうの痛いたみもわすれるんじゃありませんかと、一週しゅう間かん前まえにだれかにいわれたとしたら、ふざけたことをいうなと、おおいに気き分ぶんを害がいしたことでしょう。ところがいま伯はく爵しゃくは、まちがいなく心こころから楽たのしんでいて、足あしの痛いたみなどすっかりわすれているのでした。そんなときにドアがひらき、お客きゃくさんがみえましたと、トマスが知しらせました。

　やってきたのは黒こく衣いに身みをつつんだ年ねん配ぱいの牧ぼく師し。目めのまえに広ひろがる光こう景けいに、これほどびっくりした人ひとはいないでしょう。おどろきのあまり、わっとあとずさって、あやうくトマスにぶつかるところでした。

　モードーント牧ぼく師しにとって、この城しろに伯はく爵しゃくをたずねるというのは、おもいっきり頭あたまの痛いたい仕し事ごとでした。それでも今日きょうはさしせまった用よう事じがあって、どうしてもたずねなければならなかったのです。

　行いけばきまって、伯はく爵しゃくからいばりちらされ、いやな気き分ぶんになるのがわかっていました。教きょう会かいも、人ひと々びとに施ほどこしをすることも、伯はく爵しゃくは大だいきらいだったのです。生せい活かつにこまり、病びょう気きになった小こ作さく人にんのことをきかされ、どうかお力ちからぞえをなどといわれれば、すぐにかっとなります。痛つう風ふうの痛いたみがとりわけこたえるときなどは、そんなみじめったらしい話はなしはききたくない、いらいらするわいと、即そく座ざに追おい返かえされました。

　わりと調ちょう子しがよく、いくぶん人にん間げんらしい心こころになっているときは、お金かねをいくらかわたしてくれるのですが、そのまえに必かならずねちねちといやみをいわれ、おまえの教きょう区くの人にん間げんはなまけ者ものぞろいでばかばっかりだと、らんぼうな言こと葉ばをぶつけられるのです。

　きげんがよかろうがわるかろうが、きまって皮ひ肉にくな言こと葉ばをならべたて、あいてをとことんはずかしめるものですから、モードーント牧ぼく師しは、ときどきキリスト教きょう徒とらしからぬことまで願ねがってしまいます。この人ひとになにか重おもたいものをぶつけてやっても、神かみさまがお許ゆるしくださいますようにと。ドリンコート伯はく爵しゃくの領りょう地ちで牧ぼく師しをつとめるようになって、もう何なん年ねんもたちますが、伯はく爵しゃくがじぶんの意い志しでやさしいことをしたり、じぶん以い外がいの人ひとのことを考かんがえたりするのは、一いち度どもみたことがありませんでした。

　今日きょうここにやってきたのは、一いっ刻こくも早はやくなんとかしなければいけない問もん題だいがあるからでしたが、並なみ木き道みちを歩あるいてここへやってくる道みちすがら、いつも以い上じょうに、足あしがしぶっていました。

　それにはふたつ理り由ゆうがありました。ひとつは、ここ数すう日じつ伯はく爵しゃくが痛つう風ふうの痛いたみに苦くるしんでいて、まわりに八やつ当あたりしているといううわさが、村むらのほうまでとどいていたからです。

　最さい初しょにそのうわさを村むらにもたらしたのは、城しろではたらく若わかい女おんなの人ひとで、その人ひとの姉あねは、小ちいさな店みせをひらき、かがり針ばりや木も綿めんやハッカあめといっしょに、うわさ話ばなしまで売うって、したたかにくらしていました。

　そのお姉ねえさん、ミセス・ディブルは、お城しろについても、農のう地ちについても、そこでだれがどんなふうにくらしているか、なんでも知しっています。この人ひとが知しらないことがあるとしたら、話はなす価か値ちもないこと。ほかの人にん間げんだって知しりたいとは思おもいません。お城しろのことは、妹いもうとのジェイン・ショーツからきいて、なんでも知しっています。部へ屋やの掃そう除じを担たん当とうするハウスメイドのなかでも上じょう級きゅうの仕し事ごとをしているジェインは、だれとでも気きさくに話はなし、とりわけトマスとはとてもなかがよかったのです。

「あの伯はく爵しゃく、そうとうやっかいな人にん間げんらしいよ！」

　ミセス・ディブルがカウンター越ごしに教おしえます。

「あの人ひとにどなられると、どんなりっぱな制せい服ふくを着きていようと、血ちも肉にくも凍こおるって、トマスさんがいってたって。城しろに勤つとめて二ふつ日かもたたないうちに、トーストをのせた皿さらを投なげつけられたっていうんだから、そうとうなもんだよ。使し用よう人にんどうしのなかがいいからなんとかやってるけど、そうでなかったら、とっくにやめてるってさ！」

　モードーント牧ぼく師しは、こういう話はなしをすべて知しっていました。それというのも、やっかいな伯はく爵しゃくの話はなしは、村むらの家いえ々いえでも、農のう家かでも、うわさ話ばなしにはかっこうの話わ題だいだったからです。

　そしてもうひとつの理り由ゆうは、さらに気きの重おもいことでした。あの城しろにやってくる新あたらしい人にん間げんのことをだれもが興こう奮ふんした口く調ちょうで話はなしていたからです。

　ハンサムなむすこ、エロル大たい尉いがアメリカの女じょ性せいと結けっ婚こんしたとき、老ろう伯はく爵しゃくが激げき怒どしたことを知しらない人ひとはいません。大たい尉いは最さい後ごまで父ちち親おやからゆるされず、あわれ異い国こくの地ちで息いき絶たえたのです。

　若わかいみそらであとに残のこされた夫ふ人じんを老ろう伯はく爵しゃくは憎にくみ、その夫ふ人じんが孫まごを産うんだこともゆるせず、その子こにもぜったい会あうまいと心こころを決きめていました。それなのにむすこふたりが跡あとつぎを残のこさずに死しんでしまったので、愛あい情じょうもよろこびもないままに、しぶしぶ孫まごをよびよせることになったのです。そういったことのすべてが知しれわたっていましたし、アメリカ育そだちの下げ品ひんで生なま意い気きな子こどもがやってきたところで、伯はく爵しゃく家けの名めい誉よになるどころか、その名なをけがすにちがいないと伯はく爵しゃくが思おもいこんでいることも、みな知しっていたのです。

　使し用よう人にんたちは、高こう貴きな主しゅ人じんの悪わる口くちなどいうはずはないと伯はく爵しゃくは思おもっていたでしょうが、じつのところ、トマスはジェインや料りょう理り人にんにも、執しつ事じやハウスメイドや他ほかのフットマンにも、じぶんの見み立たてを話はなしてきかせていました。

「こりゃ、いつも以い上じょうにやっかいなことになるぞ。あの大たい尉いの子こどもがやってくるっていうんで、だんなさまは気きをもんでいらっしゃる。伯はく爵しゃく家けの家か名めいに泥どろをぬられるってね。まあ当とう然ぜんだろう。アメリカみたいに下か等とうなところで育そだった子こどもに、期き待たいしろといってもねえ」

　大おおきな木き々ぎの下したを歩あるきながら、モードーント牧ぼく師しは、その子こが、つい昨さく晩ばん、城しろに到とう着ちゃくしたことを思おもいだしました。おそらく伯はく爵しゃくの不ふ安あんは的てき中ちゅうしたにちがいない。どうしようもない子こどもがやってきて、はらわたが煮にえくりかえっていることも考かんがえられる。その怒いかりをだれかにぶつけてやりたくてたまらないと思おもえば、まっさきに顔かおを出だした人にん間げん、つまりはじぶんが、その怒いかりの標ひょう的てきになるだろう。

　そんなふうに思おもいながら、ドアをあけたところ、子こどものはしゃぐ笑わらい声ごえにむかえられたのです。そのときの牧ぼく師しのおどろきはいかばかりだったでしょう。

「ツーアウト！」

　すみきった声こえが、興こう奮ふんしてさけんでいます。

「ほら、もうツーアウトだよ！」

　伯はく爵しゃくは椅い子すにすわり、痛つう風ふうのあるほうの足あしを足あし台だいにのせています。そのそばにおかれた小ちいさなテーブルの上うえにゲーム盤ばんがひとつ。伯はく爵しゃくの腕うでと痛つう風ふうのない足あしによりかかるようにして、小ちいさな男おとこの子こがすぐそばにいて、うれしそうな顔かおで、興こう奮ふんに目めをかがやかせています。

「ツーアウトだよ！　こんどはついてなかった、残ざん念ねんでしたね」

　それからふたりは、だれかが入はいってきたことに、同どう時じに気きづきました。

　伯はく爵しゃくはいつものくせで、ぼさぼさの眉まゆをよせて、だれがやってきたのかと、目めをこらしました。ここでモードーント牧ぼく師しはさらにおどろきました。いつも以い上じょうにつんけんしているだろうと思おもっていた伯はく爵しゃくの顔かおに、おだやかな表ひょう情じょうがうかんでいたからです。まるでいつもの無ぶ愛あい想そうな態たい度どをどこかにおきわすれたかのようでした。
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「ああきみか」

　声こえに愛あい想そこそありませんでしたが、ずいぶん寛かん大だいに、じぶんから手てをさしだしました。

「やあいらっしゃい、モードーント牧ぼく師し。新あたらしい仕し事ごとに熱ねっ中ちゅうしていて気きづかなかった」

　伯はく爵しゃくは片かた手てをセドリックの肩かたにおきました──おそらく心こころの奥おく底そこで、こういう子こをじぶんの後こう継けい者しゃとして紹しょう介かいできることを誇ほこらしく思おもっているのでしょう。セドリックをわずかにまえに押おしだしたとき、伯はく爵しゃくの目めがうれしそうに光ひかりました。

「これがうちの跡あとつぎ、フォントルロイ卿きょうだ」伯はく爵しゃくがいいました。「フォントルロイ、こちらはミスター・モードーント。この教きょう区くの牧ぼく師しだ」

　セドリックは聖せい職しょく者しゃの服ふくに身みをつつんだ牧ぼく師しの顔かおをみあげ、手てをさしだしました。

「だんなさま、このたびは、お近ちかづきになれまして、ありがたくぞんじます。今こん後ごともごひいきに」

　その言こと葉ばはホッブズさんのまねでした。新あたらしいお客きゃくさんが店みせにやってきたときに、そうやってていねいにあいさつするところを何なん度どかみていました。

　なにしろあいては神かみさまに仕つかえる仕し事ごとをしている人ひとですから、いつも以い上じょうにていねいなあいさつをしなくてはいけないと思おもったのです。

　小ちいさな手てをにぎったモードーント牧ぼく師しは、その子この顔かおをみるなり、自し然ぜんに笑えみがこぼれてきました。やはりほかのみんなとおなじように、ひとめみただけですきになってしまったのです。

　でも、美うつくしい顔かお立だちや気き品ひんにひかれたのではありません。この子このうちがわから自し然ぜんににじみでる、思おもいやりにひかれたのです。どんなに風ふう変がわりで、とっぴなことを口くちにしようと、その言こと葉ばから、こちらへの気きづかいがまっすぐ伝つたわってきて、なんとも耳みみに心ここ地ちよくひびくのです。

　人ひとを思おもいやる心こころほど強つよい力ちからを持もつものはこの世よにありません。それが小ちいさな子こどもの心こころであっても、大おおきな部へ屋やにたちこめていた暗くらい雰ふん囲い気きをきれいさっぱり追おいはらう力ちからがあったようです。部へ屋やのなかがいつもよりずっと明あかるく感かんじられます。

「お近ちかづきになれて、うれしいです、フォントルロイ卿きょう」牧ぼく師しがいいました。「長ながい旅たびをしていらっしゃったのですね。ごぶじに到とう着ちゃくされたと知しれば、大おお勢ぜいの人にん間げんがよろこぶことでしょう」

「ほんとうに、長ながかったです。でもディアリスト……ぼくのママがいっしょだったから、さみしくはありませんでした。だれだってママといっしょなら、さみしくなんかならないでしょう。それに船ふねも美うつくしかったですし」

「すわりたまえ、モードーント」

　伯はく爵しゃくにいわれて、牧ぼく師しは腰こしをおろし、フォントルロイ卿きょうにみいっていた目めを、さっと伯はく爵しゃくの顔かおにうつしました。

「閣かっ下かにおかれましては、ご苦く労ろうされた分ぶん、祝しゅく福ふくされて当とう然ぜんでございますね」

　牧ぼく師しはやさしくいいました。

　けれども伯はく爵しゃくはその問もん題だいについて、じぶんの気き持もちを表おもてに出だすつもりはありません。

「この子こはむすこにそっくりだ」

　ぶっきらぼうにいいました。

「せめてこの子こぐらい、伯はく爵しゃく家けにふさわしい行こう動どうをとってくれるよう願ねがうばかりだ」

　そこまでいってから、伯はく爵しゃくは牧ぼく師しにききました。

「で、今日きょうはなんだね、モードーント？　こんどはだれが問もん題だいを起おこしているんだ？」

　伯はく爵しゃくのきげんは思おもっていたほどわるくはないようでしたが、やはりモードーント牧ぼく師しはちょっとためらってから、切きりだしました。

「ヒギンズです。エッジ農のう場じょうの。まったく不ふ運うん続つづきでして。去きょ年ねんの秋あきに本ほん人にんが病やまいの床とこについたと思おもったら、こんどは子こどもたちが猩しょう紅こう熱ねつにかかってしまいました。本ほん人にんにまったく問もん題だいがないとはわたしもいえません。しかし今こん回かいはさすがに運うんがわるく、とうぜんながら八はっ方ぽうふさがり。これでは地ち代だいも払はらえないと、頭あたまをかかえています。ニュイックからは、払はらえないなら出でていってもらうまでだと言いいわたされ、非ひ常じょうにこまっています。妻つまも病びょう気きなものですから、ヒギンズが昨日きのうわたしのところへやってきて、なんとかしてほしい、もう少すこし時じ間かんをくれるよう、あなたにたのんでほしいと泣なきつかれまして。お時じ間かんをいただければ、必かならず持もち直なおすと、そう申もうしております」

　伯はく爵しゃくはとたんに不ふきげんな顔かおになりました。

「みんなそういうんだ」

　そのとき、セドリックが一いっ歩ぽまえに出でました。ヒギンズさんという人ひとのことが心しん配ぱいになってきたのです。子こどもは何なん人にんいるのだろう。猩しょう紅こう熱ねつっていうのは、どれだけ重おもい病びょう気きなんだろう。大おおきくみひらいた目めをモードーント牧ぼく師しの顔かおに釘くぎ付づけにして、真しん剣けんそのものの表ひょう情じょうで話はなしにききいっています。

「ヒギンズも、根ねはわるくないんです」

　なんとか訴うったえをきいてもらおうと、牧ぼく師しは必ひっ死しです。

「小こ作さく人にんとしては最さい悪あくだ」と伯はく爵しゃく。「いつも地ち代だいの支し払はらいが遅おくれるとニュイックにきいている」

「いまはとりわけ、たいへんなときなんです」

　そういって、牧ぼく師しはヒギンズさんの苦く境きょうをくわしく語かたりだしました。

「妻つまや子こどもをとても大だい事じにしているのに、もし農のう場じょうを追おいだされたら、文も字じ通どおり飢うえ死じにしてしまいます。病びょう人にんには滋じ養ようのあるものを与あたえないといけないのに、それもできない。子こどものうちふたりは、高こう熱ねつを出だしたあとで衰すい弱じゃくがひどいんです。医い者しゃからはぶどう酒しゅをはじめ、栄えい養ようのあるものをふんだんに食たべさせるよういわれていますが、ヒギンズには無む理りな相そう談だんです」

　これをきいて、セドリックが、また一いっ歩ぽ、ふたりに近ちかづいてきました。

「それって、マイケルとおなじです」

　伯はく爵しゃくはかすかにおどろいたようです。

「おお、わすれていたぞ。ここには、こまっている人にん間げんをみるとだまっていられない、博はく愛あい主しゅ義ぎ者しゃがいるんだった。マイケルとは、だれだったかな？」

　老ろう伯はく爵しゃくの落おちくぼんだ目めに、ふたたびおもしろがるような光ひかりがもどってきました。

「ブリジットのだんなさんで、やっぱり熱ねつを出だしたんです」セドリックがこたえます。「家や賃ちんもはらえないし、ぶどう酒しゅや栄えい養ようのある食たべ物ものも買かえない。それでおじいさまが、マイケルをたすけるためのお金かねをぼくにくれたんです」

　伯はく爵しゃくは眉まゆをよせて、顔かおをしかめましたが、そんな顔かおをしても、なぜか少すこしもおそろしくはみえませんでした。伯はく爵しゃくはモードーント牧ぼく師しに目めをむけました。

「いったいこの子こはどんな領りょう主しゅになるのやら。ハヴィシャムにいっておいたんだ。ほしがるものは、なんでもやってくれとね。で、なにをほしがるかと思おもえば、物ものごいにやる金かねだというんだ」

「ちがいます！　物ものごいなんかじゃありません」

　セドリックはあわてていいました。

「マイケルは腕うでのいい、れんが職しょく人にんです。みんなちゃんとはたらいています」

　伯はく爵しゃくはしばらくだまってセドリックの顔かおをみつめていましたが、やがてなにやら思おもいついたようです。軽かるいいたずら心ごころが出でたようですが、わるい考かんがえではありませんでした。

「こっちへ来きなさい」とうとう伯はく爵しゃくがいいました。

　セドリックは痛つう風ふうの足あしにふれない範はん囲いで、ぎりぎりまで近ちかづきました。

「おまえなら、こういう場ば合あい、どうするかね？」

　この瞬しゅん間かん、モードーント牧ぼく師しはなぜか胸むねがざわつきました。長ながきにわたってドリンコート領りょう内ないでくらし、まわりに思おもいやりぶかい目めをむけてきた牧ぼく師しは、伯はく爵しゃくの土と地ちでくらす人ひと々びとを知しりつくしていました。ゆたかなくらしをいとなんでいる者ものもいれば、日ひ々びのくらしにこまっている者ものもいる。正しょう直じきな働はたらき者ものもいれば、うそつきのなまけ者ものもいる。そういったさまざまな人ひと々びとのくらしが、今こん後ごどうなるのか。その鍵かぎを、いま目めのまえに立たって茶ちゃ色いろの目めをきらきら光ひからせ、ポケットに両りょう手てを深ふかくつっこんでいる子こどもがにぎっていることに、はっきり気きづいたからです。

　いまの場ば合あいは、勝かっ手て気きままな老ろう伯はく爵しゃくのほんの思おもいつきから、大だい事じな判はん断だんがゆだねられたわけですが、もしこの子こが心こころのせまい、曲まがったところのある人にん間げんだったら、たいへんなことになるのは目めにみえており、本ほん人にんのためにもよくありません。

「おまえが、わたしの立たち場ばだったらどうするかね？」伯はく爵しゃくがききます。

　セドリックはさらにちょっと近ちかづいて、信しん頼らいしきったなかまにするように、伯はく爵しゃくのひざの上うえに片かた手てをおきました。

「ぼくがとてもお金かね持もちで、子こどもじゃなかったら、その人ひとを追おいださないで、病びょう気きの子こどもたちに必ひつ要ようなものをあげます。でもぼくはまだ子こどもだから」

　そこまでいって、しばらくだまったあと、ふいに顔かおをかがやかせました。

「でも、おじいさまなら、なんでもできる！　そうですよね？」

「ふん」

　伯はく爵しゃくは孫まごの顔かおをまじまじとみつめます。

「おまえはそんなふうに、わたしのことを思おもっているのかね？」

　あきれて鼻はなを鳴ならしたものの、伯はく爵しゃくはまんざらでもなさそうです。

「おじいさまなら、だれにでも、なんでもあげられる。ニュイックってだれですか？」

「わたしの代だい理り人にんだ。小こ作さく人にんには人にん気きがない」

「その人ひとにいま、手て紙がみを書かいたらどうでしょう。ペンとインクを持もってきましょうか？　ぼく、すぐゲームを片かたづけますから」

　ひどいことをしようとする代だい理り人にんを、おじいさまが放ほうっておくわけがない。セドリックはそう思おもったのでした。

　伯はく爵しゃくはすぐにはこたえず、まだセドリックの顔かおをじっとみています。

「おまえは字じが書かけるか？」

「はい。でもあまりじょうずじゃありません」

「テーブルをかたづけて、わたしのつくえから、ペンとインク、それに紙かみを一枚まいもっておいで」

　モードーント牧ぼく師しが興きょう味みしんしんでみまもるなか、フォントルロイ卿きょうはてきぱきといわれたとおりにしました。まもなく、紙かみ、大おおきなインクつぼ、ペンの用よう意いができました。

「さあ！　さっそく書かいてください」

　セドリックがうれしそうにいいます。

「書かくのは、おまえだ」と伯はく爵しゃく。

「ぼくが！」

　セドリックがすっとんきょうな声こえをあげ、おでこまで真まっ赤かになりました。

「ぼくが書かいて平へい気きなんですか？　いつも字じをまちがえてしまうんです。辞じ書しょがなかったり、教おしえてくれる人ひとがいなかったりすると」

「だいじょうぶだ」と伯はく爵しゃく。「字じをまちがったぐらいで、ヒギンズはいたくもかゆくもない。博はく愛あい主しゅ義ぎ者しゃはわたしではなくおまえだ。そら、インクにペンをひたせ」

　セドリックはペンを手てにとり、インクにひたしてから、姿し勢せいを正ただし、テーブルに身みをのりだしました。

「それで、なんて書かけばいいんですか？」セドリックがききます。

「〝ひとまずヒギンズには手て出だしをするな〟と書かいて、フォントルロイと署しょ名めいしろ」

　セドリックはもう一いち度どペンをインクにひたしてから、テーブルに腕うでをおいて書かきだしました。真しん剣けんそのもので、一いち字じ一いち字じ、ゆっくり書かいていきます。しばらくすると書かきあがりましたが、それを祖そ父ふにわたすとき、笑え顔がおをみせながらも、ちょっぴり不ふ安あんそうでした。

「これで、だいじょうぶでしょうか？」

　それに目めをおとすなり、伯はく爵しゃくのくちびるのはしが、ぴくっと動うごきました。

「ああ。ヒギンズが読よんだら、泣ないてよろこぶだろう」

　そういってから、モードーント牧ぼく師しにもみせました。

　牧ぼく師しが目めをおとすと、次つぎのような文ぶん章しょうが書かかれていました。





新愛なる、ニゅッくさん。

すみませんが、ひとまづヒギンズさん、手てだしおしないどいてください。こんごともごひいきに。


フォントルロイ








「最さい後ごにつけたしたのは、ホッブズさんのまねです。お客きゃくさんへの手て紙がみの最さい後ごにいつもそう書かいていたから」セドリックがいいます。「それと、やっぱり〝すみませんが〟って言こと葉ばはいれたほうがいいと思おもって。〝しんあい〟っていう字じは、それであってますか？」

「辞じ書しょにのっているのとは、少すこしちがうようだな」と伯はく爵しゃく。

「だと思おもった。きけばよかったんだ。おなじ音おとなのに、いろんな字じがあってむずかしいです。やっぱり辞じ書しょをみなくちゃいけません。もう一いっ回かい、書かき直なおします」

　そうしてふたたび新あらたな紙かみにむかったセドリックは、伯はく爵しゃくに文も字じがあっているかどうかたしかめながら書かいていき、こんどはなかなかりっぱな手て紙がみが書かきあがりました。

「文も字じって変へんですよね。しゃべるとおりに書かけばいいっていうけど、そうはいかない。口くちでは〝手て出だしお〟っていうから、〝お〟でいいと思おもうのに、べつの文も字じをつかわなきゃいけないんだから。めんどうだなって思おもうことがあります」

　城しろをあとにしたモードーント牧ぼく師しは、その手て紙がみといっしょに、楽たのしい気き分ぶんも持もち帰かえりました。ドリンコート城じょうからの帰かえり道みちに、こんなふうにうきうきしたことはありませんでした。

　帰かえる牧ぼく師しをドアまで送おくっていったセドリックが祖そ父ふのところへもどってきました。

「もう、ディアリストのところへ行いってもいいですか？　きっと待まってると思おもうんです」

　伯はく爵しゃくは一いっ瞬しゅんだまりこみました。

「おまえにみせたいものが、馬うま小ご屋やにあるんだがね。ベルを鳴ならしてごらん」

「あのう」

　セドリックが顔かおをちょっと赤あかくしていいました。

「それはとてもうれしいんですけど、あしたにしたほうがいいと思おもうんです。ディアリストがずっと待まっているから」

「わかった。馬ば車しゃを用よう意いさせよう」

　そういったあとで、さりげなくつけくわえます。

「じゃあ、ポニーはあとでな」

　セドリックが大おおきく息いきをすい、おどろいて声こえをあげました。

「ポニー！　だれのポニーなんですか？」

「おまえのだ」と伯はく爵しゃく。

「ぼくの？」

　思おもわず大おおきな声こえになりました。

「二階かいの子こどもべやにあるおもちゃとおなじように？」

「そうだ。みてみるか？　連つれてこさせるか？」

　セドリックのほっぺがみるみる赤あか味みをましてきました。

「ポニーがじぶんのものになるなんて！　そんなこと思おもいもしなかった！　ディアリストもきっと大おおよろこびする。おじいさまはほんとうに〝なんでも〟ぼくにくださるんですね？」

「みたいかね？」と伯はく爵しゃく。

　セドリックは深しん呼こ吸きゅうをひとつ。

「みたいです。早はやくみたくて、待まちきれない。だけど時じ間かんがないです」

「どうしても今日きょう、母はは親おやに会あいに行いかねばならんのかね？　先さきにのばすことはできないか？」

「えっと、ディアリストは朝あさからずっとぼくのことを考かんがえていたと思おもうんです。ぼくもおなじだったから！」

「わかった。じゃあベルを鳴ならしなさい」

　木き々ぎのこずえがつくるアーチの下したを馬ば車しゃが進すすんでいきます。そのあいだ伯はく爵しゃくはほとんどだまっていましたが、セドリックはちがいます。ポニーに関かんする質しつ問もんがつぎからつぎへと口くちからとびだしてきます。毛けの色いろは？　大おおきさは？　名な前まえは？　いちばんの好こう物ぶつは？　年としは？　朝あさ早はやく起おきてみにいきたいけど、何なん時じぐらいなら、かまわない？

「ディアリストがすごくよろこびます！」

　そういったのはもう何なん回かいめになるでしょう。

「こんなに親しん切せつにしてくれて、きっとおじいさまに、どれだけありがとうといってもたりないです。じぶんのポニーをもつのがぼくの夢ゆめだったって、ディアリストは知しってるんです。五ご番ばん街がいに小ちいさな男おとこの子こがいて、その子こが毎まい朝あさ、外そとでポニーをのりまわすんで、ぼくらよく、その子この家いえのまえを散さん歩ぽしたんです」

　クッションに背せをもたせかけて、しばらくのあいだ、伯はく爵しゃくの顔かおをうっとりみつめています。胸むねがいっぱいで言こと葉ばも出でないようです。

「おじいさまは、きっと世せ界かい一いちやさしい人ひとだと思おもいます」

　ようやく言こと葉ばが出でてきました。

「いつでも人ひとがよろこぶことばっかりしていますよね？　ほかの人ひとのことを考かんがえて。ディアリストがいってました。ほんとうにやさしい人ひとっていうのは、じぶんのことじゃなくて、ほかの人ひとのことを考かんがえるものなんだって。おじいさまが、そうですよね？」
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　なんともすばらしい人にん間げんにまつりあげられて、伯はく爵しゃくはすっかりあっけにとられ、なんといっていいのかわかりません。これには考かんがえてみる時じ間かんが必ひつ要ようです。勝かっ手て気きままな、少すこしもほめられたものではない思おもいつきが、この子このあどけない心こころを通とおると、他た人にんを思おもいやる、やさしい行おこないに変かわるのですから、おどろくばかりでした。

　すみきった、むじゃきな目めで、セドリックは祖そ父ふをうっとりみつめています。

「おじいさまは、たくさんの人ひとをしあわせにする。マイケルとブリジットがまずそうでしょ、それからふたりの十二人にんの子こどももそう。それから、リンゴ売うりのおばあさんに、ディックに、ホッブズさん。それからヒギンズさん一いっ家か。モードーント牧ぼく師しだってそうだよ──すごくよろこんでたもの。そしてディアリストでしょ、ぼくでしょ。いろんなものをいっぱい、ポニーまでくださって。ぼく、心こころのなかで数かぞえていたんです。おじいさまが、親しん切せつにしてくださった人ひとは二十七人にん。すごい数かずです。二十七人にんなんて！」

「それだけの人ひとに、このわたしが親しん切せつにしたというのかね？」伯はく爵しゃくがききました。

「そうです。みんなをしあわせにしてくれた」

　そこでセドリックはちょっとためらいながらいいました。

「みんな伯はく爵しゃくのこと、かんちがいしてるんです。よく知しらないから。ホッブズさんもそうです。ぼく、そのことを手て紙がみに書かいて送おくろうと思おもいます」

「ホッブズさんは、伯はく爵しゃくのことをどう思おもっているんだね？」

「それは、あの……。じっさいに伯はく爵しゃくに会あったことはなくて、本ほんで読よんだだけだから、まちがえちゃうんです。おこらないでくださいね──ホッブズさんは、血ちもなみだもない、ごうつくばりだって。じぶんの店みせにやってきたら、ただじゃおかないって。でもおじいさまのことを知しったら、じぶんのまちがいに、ぜったい気きづくはずです」

「わたしのことを、どう知しらせるつもりだね？」

「ちゃんといってやります」

　セドリックは正せい義ぎ感かんにかられるように、目めをきらきらさせていいました。

「いままで会あった人ひとのなかで、いちばん親しん切せつだって。いつも他た人にんのことを考かんがえて、みんなをしあわせにする。ぼくも大おおきくなったら、おじいさまみたいになりたいって」

「わたしみたいに！」

　希き望ぼうに燃もえる小ちいさな顔かおをみながら、伯はく爵しゃくはいいました。しなびた皮ひ膚ふが、ぼうっと赤あからんだかと思おもうと、ふいに孫まごから目めをそらして、窓まどの外そとをみやりました。ブナの巨きょ木ぼくが日ひざしをあびて、つやつやした赤せき褐かっ色しょくの葉はをみせています。

「はい、おじいさまみたいになりたいです」

　セドリックはそういったあとで、ちょっと自じ信しんなさそうにつけくわえました。

「もし、できるなら。ぼくには力ちからがたりないかもしれないけど、がんばります」

　城しろの玄げん関かんと門もんを結むすぶ、りっぱな並なみ木き道みちは、まだまだ続つづきます。頭ず上じょうにはブナの木きが枝えだを大おおきく広ひろげていて、緑みどりにそまる木こかげと、黄おう金ごんの日ひざしがふりそそぐ日ひなたが交こう互ごにあらわれます。

　ここでもまたセドリックは、ツタがたけ高たかくおいしげり、青あおいツリガネソウが風かぜにそよぐ美うつくしい場ば所しょを目めにしました。深ふかい草くさのかげにはシカがいて、立たっていても、寝ねそべっていても、馬ば車しゃが通とおりかかると、こちらにさっと顔かおをむけ、大おおきな目めをびっくりしたようにみひらいています。茶ちゃ色いろいウサギがあわてて駆かけていくのもちらっとみえましたし、ヤマウズラがいっせいに羽はばたく音おとや、小こ鳥とりが鳴なき交かわすさまざまな声こえがきこえます。

　なにをみても、これまで以い上じょうに美うつくしく感かんじられ、どこに目めをむけても、そこらじゅうにしあわせがあふれているようで、セドリックの胸むねはよろこびではちきれそうです。

　しかしおなじものを目めにし、耳みみにしながら、伯はく爵しゃくの気き分ぶんはしずんでいました。これまで生いきてきた長ながい年ねん月げつをふりかえり、じぶんは人ひとに親しん切せつにしたこともなければ、こまっている人ひとをかわいそうに思おもったこともなかったと考かんがえていたのです。やろうと思おもえばなんでもできる、若わかくて体たい力りょくもある時じ期きに、富とみも権けん力りょくもにぎっていながら、なにもしなかった。じぶんさえよければいいと、めぐる月つき日ひをむだにすごし、気きがつけば、こんな老おいぼれになっていた。ありあまる財ざい産さんにうもれながら、友ゆう人じんはひとりもおらず、みんながじぶんをきらい、おそれている。なかにはおせじをいって、近ちかづいてくる人にん間げんもいるが、こっちが死しのうが生いきようが、じぶんの損そん得とくに関かん係けいがなければ、じっさいどうでもいいのだ。

　伯はく爵しゃくは窓まどの外そとに目めをむけながら、セドリックがまだ知しらない、広こう大だいな領りょう地ちのそこここにくらす、大おお勢ぜいの人にん間げんについて思おもいをめぐらせました。まずしい者もの、ゆたかな者もの、さまざまな人にん間げんがくらしていて、そういうなかには、伯はく爵しゃくのありあまる財ざい産さんと、りっぱな位くらいと権けん力りょくを、じぶんも持もちたいと、うらやむ人にん間げんもいるだろう。しかし、このむじゃきな子こどものように、じぶんを〝親しん切せつな人ひと〟とよんだり、そういう人ひとになりたいと願ねがったりする人にん間げんは、おそらく、ひとりもいない。

　こういうことを考かんがえていて、気き分ぶんがいいわけはありません。七十年ねんものあいだ、じぶんさえよければいいと思おもい、他た人にんになにをいわれようと、じぶんがおもしろおかしくくらせれば気きにもしなかった男おとこでも、やはりそうでした。だいたい、じぶんの人じん生せいをふりかえるなど、これまでしたためしがありません。小ちいさな孫まごが祖そ父ふを買かいかぶり、おじいさまをお手て本ほんにしたいなどといいだして初はじめて、はたしてじぶんにその価か値ちがあるだろうかと、考かんがえだしたのでした。

　両りょうの眉まゆをよせながら、窓まどの外そとをにらんでいる祖そ父ふをみて、セドリックは、きっとまた足あしが痛いたみだしたのだろうと思おもいました。いらだたせないようにと気きをつかい、じぶんもだまって外そとに目めをやり、木き々ぎやツタやシカの光こう景けいを楽たのしんでいます。青あお葉ばのおいしげる小こ道みちを少すこし進すすんでいったところで、とうとう馬ば車しゃがとまりました。コート・ロッジに到とう着ちゃくです。大おおがらなフットマンが馬ば車しゃのドアをあけるまえに、もうセドリックはじぶんでドアをあけて地じ面めんにおりていました。

　伯はく爵しゃくがはっとして、物もの思おもいからさめました。

「なんと！　着ついたのかね？」

「はい。ステッキをこちらへ。ぼくによりかかりながら、おりてください」

「わたしはおりない」

　伯はく爵しゃくがぶっきらぼうにいいました。

「えっ、ディアリストに会あわないんですか？」

　セドリックはびっくりした顔かおです。

「むこうもそれでいいはずだ」

　伯はく爵しゃくはあっさりいいました。

「買かってもらったポニーもみずに、いそいでやってきたと、母はは親おやにそういってやりなさい」

「きっとがっかりします。すごく会あいたがっていると思おもいます」

「残ざん念ねんながら、わたしはちがう。帰かえりは馬ば車しゃをむかえにやらせるよ。トマス、ジェフリーズにたのんでくれ」

　トマスが馬ば車しゃのドアを閉しめると、セドリックはちょっとこまった顔かおをみせたものの、すぐに駆かけだしました。すらりとのびた力ちから強づよい脚あしが、おどろくべき速はやさで地じ面めんを蹴けっていき、スピードをゆるめるつもりは、まったくないようです。

　馬ば車しゃがゆっくり走はしりだしましたが、伯はく爵しゃくはすぐには座ざ席せきに背せをあずけず、身みをのりだして、まだ窓まどの外そとをみていました。木き々ぎのあいだからみえる家いえのドアが大おおきくあけはなたれていて、そこからのびる石いし段だんを、小ちいさなからだが駆かけあがっていきます。それと同どう時じに、もうひとつ小ちいさな人ひとかげが、ドアのむこうからあらわれました。ほっそりしたからだに黒くろいドレスをまとった若わかい女じょ性せいで、こちらもまた駆かけよります。

　一いっ瞬しゅん、ふたり同どう時じに空そらに舞まいあがったかのようでした。セドリックは母はは親おやの腕うでのなかにとびこんで首くびにかじりつき、いとしい顔かおに何なん度ども何なん度どもキスをしました。
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　つぎの日にち曜ようの朝あさ、モードーント牧ぼく師しの教きょう会かいには、たくさんの人ひとがつめかけました。日にち曜よう日びだからといって、こんなにも大おお勢ぜいの人ひとが集あつまって、教きょう会かいが大だい混こん雑ざつするのは初はじめてです。ふだんは牧ぼく師しの説せっ教きょうなどめったにききにこない人ひとまでが、顔かおをつらねていました。

　となりの教きょう区くであるヘーゼルトンから、わざわざやってきた人ひともいます。日ひに焼やけた顔かおの元げん気きいっぱいの農のう夫ふがいるかと思おもえば、ずんぐりしたからだに、リンゴのように赤あかいほっぺをした気きさくなおかみさんもいます。おかみさんたちは、よそゆきのボンネット帽ぼうをかぶり、手て持もちのいちばん豪ごう華かなショールをつけていました。家か族ぞくづれが多おおく、どこも六人にんほどいそうな子こどもをつれてきていました。このあたりの人ひとに錠じょう剤ざいや粉こなの薬くすりを調ちょう合ごうしている薬くすり屋やのキンゼー夫ふ妻さいも、そろって会かい衆しゅう席せきにすわっています。ミセス・ディブルも、村むらで仕し立たて屋やさんをしているミス・スミフも、その友ともだちで婦ふ人じん帽ぼう子し屋やを経けい営えいしているミス・パーキンズも、医い師しの若わかいむすこも、薬くすり屋やの見み習ならいも。つまりは、この地ち域いきにすむ人ひと々びとのほとんどが、なんとかつごうをつけて教きょう会かいにあつまったのでした。

　そのまえの週しゅうには、小しょう公こう子しフォントルロイ卿きょうのすばらしさについて、あちこちでうわさが広ひろまっていました。ミセス・ディブルの店みせでは、一ペニー分ぶんの針はりや、半はんペニー分ぶんのひもを買かうかわりに、女おんな主しゅ人じんからフォントルロイ卿きょうの話はなしをきかせてもらおうというお客きゃくさんがひきもきらず、小ちいさな店みせのドアについたベルが鳴なりっぱなしでした。

　ミセス・ディブルは、フォントルロイ卿きょうをむかえる部へ屋やのひとつひとつが、どのように準じゅん備びされたか、すべて知しっていました。高こう価かなおもちゃが買かわれたことも、美うつくしい茶ちゃ色いろの毛け並なみをもつポニーが、小こがらな飼し育いく係がかりと小ちいさな馬ば車しゃと、銀ぎんでつくられた馬ば具ぐといっしょにフォントルロイ卿きょうを待まっていたことも知しっていました。さらにミセス・ディブルは、卿きょうが城しろについたばかりのとき、そのすがたをひと目めみた使し用よう人にんたちからきいた話はなしもお客きゃくさんにしてやりました。

「こんなに小ちいさな子こどもを母はは親おやとひきはなすなんてひどすぎるって、階かい下かではたらく女おんなたちは口くち々ぐちにいってたそうですよ。伯はく爵しゃくの待まつ書しょ斎さいに、その子こがひとりでやられると知しるにいたっては、もうみんなだまっていられなくなったって。そりゃそうでしょうよ。なにをされるかわからないんだから。伯はく爵しゃくのあの気き性しょうには、大人おとなだっておろおろするのに、そんないたいけな子こどもをひとりで送おくりこむなんてねえ。

　ところがその子こときたら、まったくおびえなかった。会あったばかりだっていうのに、まるでむかしっからの友ともだちみたいに、伯はく爵しゃくに話はなしかけたそうですよ。伯はく爵しゃくはびっくりしてなにもいえず、あとはただ耳みみをすまして、げじげじ眉まゆの下したから孫まごをじいっとみていたんですって」

　さらにミセス・ディブルは、べつのお客きゃくさんにこんなこともいいました。

「あのかんしゃく持もちの伯はく爵しゃくが、内ない心しんひそかによろこんで、じまんに思おもったにちがいないって、トマスさんがいってたそうですよ。ハンサムな男おとこの子こで、お行ぎょう儀ぎもいい。ときどき妙みょうなことを口くちにするものの、まさかこんなにすばらしい子こがやってくるとは、伯はく爵しゃくは夢ゆめにも思おもわなかっただろうって」

　さらにはヒギンズさんの話はなしも町まちで知しらない人ひとはいませんでした。モードーント牧ぼく師しが自じ宅たくの夕ゆう食しょくの席せきで話はなしたのを使し用よう人にんがきき、それを台だい所どころで話はなしたところ、またたくまに広ひろがったのです。

　市いちが立たつ日ひにヒギンズさんが町まちに出でてくると、会あう人ひとごとにそのことをきかれました。それはニュイックもおなじで、「フォントルロイ」と署しょ名めいの入はいった手て紙がみを数すう人にんの人ひとにみせました。

　つまりは農のう家かのおかみさんたちのお茶ちゃのみ話ばなしや、買かい物ものとちゅうの立たち話ばなしに、かっこうの話わ題だいができたわけで、だれもが活かっ発ぱつに意い見けんをのべて、あきることがありませんでした。そんなわけで、この日にち曜よう日びに、おかみさんたちは教きょう会かいにせいぞろいすることになったのです。歩あるいてきた者ものも、だんなさんが走はしらせる二輪りん軽けい馬ば車しゃに乗のってきた者ものもいます。男おとこたちもまた、じきにこの領りょう地ちを受うけつぐことになる小ちいさな領りょう主しゅさまに興きょう味みをひかれているようです。

　伯はく爵しゃくはもともと教きょう会かいに通かようような人ひとではありませんでしたが、この日ひはちょっとした気きまぐれで、教きょう会かいにすがたをあらわすことにしました。家か族ぞく用ようの大おおきな会かい衆しゅう席せきに、フォントルロイをわきにおいてすわりたかったのです。

　その朝あさは、教きょう会かいの庭にわを大おお勢ぜいの人ひとがうろうろし、近ちかくの路ろ地じにも人ひとのすがたが絶たえませんでした。門もんのそばやポーチには人ひとがたむろしていて、伯はく爵しゃくはやってくるのか、こないのか、口くち々ぐちに話はなしています。もうこれ以い上じょうは待まちきれないとなったところで、元げん気きいっぱいの女おんなの人ひとが、ふいに声こえをあげました。

「ほら、きっとあれがおっかさんだよ。なんて若わかくてきれいなんだろう」

　それをきいて、人ひと々びとはいっせいにそちらに顔かおをむけました。ほっそりしたからだを黒くろいドレスにつつんだ女じょ性せいが、小こ道みちを歩あるいてきます。夫おっとを亡なくした人ひとがかぶるベールつきの帽ぼう子しをかぶっているものの、顔かおのベールはめくられていて、なんとも美うつくしく、やさしげな顔かおがのぞいています。帽ぼう子しの下したからのぞく髪かみはふんわりカールしていて、子こどもの髪かみのようにやわらかそうです。

　しかしエロル夫ふ人じんのほうは、セドリックのことを一いっ心しんに考かんがえていて、まわりのことには気きがまわりません。ポニーを買かってもらったと、大おおよろこびでセドリックが報ほう告こくした日ひのことや、それに乗のって得とく意いげに玄げん関かん先さきにまでやってきた昨日きのうのことなどを思おもいだしています。

　それでもまもなく、みんなからみられているのに気きづきました。じぶんがあらわれたことで、あたりがなんとなく、ざわざわしているのにも。最さい初しょにそれに気きづいたのは、赤あかいマントをつけたおばあさんが、こちらにむかってひざを曲まげ、ぴょこんとお辞じ儀ぎをしたときでした。それをみて、またべつの女おんなの人ひとがおなじようにお辞じ儀ぎをし、おばあさんは「奥おくさまに神かみの祝しゅく福ふくがありますように！」といいました。男おとこの人ひとも、夫ふ人じんが目めのまえを通とおりかかると、みんな帽ぼう子しをさっとぬいであいさつをします。

　いったいこれはどういうことかしらと最さい初しょはめんくらいましたが、まもなく、フォントルロイ卿きょうの母はは親おやだというので、みんながあいさつをしてくるのだとわかってきました。エロル夫ふ人じんは、はずかしそうに顔かおをほんのり赤あかくそめると、笑え顔がおでお辞じ儀ぎを返かえし、祝しゅく福ふくをしてくれた女おんなの人ひとに、「ありがとうございます」と、やさしい声こえでお礼れいをいいました。

　人ひと々びとがあいさつもそこそこに、いそがしく行いき来きするアメリカの街まちになれてしまった夫ふ人じんには、こういうやりとりをするのは初はじめてのことで、ちょっぴりはずかしい気きもします。それでも、こういった人ひと々びとの心こころづかいは心こころに温あたたかくしみこんできて、やはりうれしいものでした。

　夫ふ人じんが石いし造づくりのポーチを歩あるいて教きょう会かいのなかに入はいろうとしたところで、とうとうみんなが待まちに待まった、今日きょうの主しゅ役やくがあらわれました。りっぱな馬うまの引ひく馬ば車しゃが角かどを曲まがって、土つちの小こ道みちをくだってきます。城しろからやってきたらしく、制せい服ふくを着きた背せの高たかい使し用よう人にんたちのすがたもみえます。

「来きたぞ！」

　見けん物ぶつ人にんのひとりが、なかまに教おしえました。

　馬ば車しゃが近ちかづいてきてトマスが降おり、ドアをあけました。黒くろいベルベットの服ふくに身みをつつんだ小ちいさな男おとこの子こがとびおりました。ウェーブのかかったゆたかな髪かみが、まぶしいばかりです。

　男おとこも女おんなも子こどもも、だれもが目めをうばわれました。
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「大たい尉いの生うまれ変かわりだ！」

　見けん物ぶつ人にんのひとりが、父ちち親おやのことを思おもいだしていいました。

「まるで大たい尉いそのもの、うり二ふたつだ！」

　日ひざしの下もと、フォントルロイ卿きょうは、トマスの手てを借かりて馬ば車しゃからおりようとする伯はく爵しゃくを一いっ心しんにみつめています。だいすきな人ひとのことが、心しん配ぱいでたまらないという表ひょう情じょうで、必ひつ要ようならいつでも手てを貸かし、肩かたを貸かそうと、身みがまえています。じぶんがまだ大人おとなにはたよりない、子こどもであることを、すっかりわすれているようです。ほかの人ひとがどうであれ、この孫まごにとっては、ドリンコート伯はく爵しゃくが少すこしもおそれるあいてではないのが、だれの目めにもあきらかでした。

「ぼくの肩かたによりかかって」

　孫まごが祖そ父ふにいっているのがきこえます。

「みんな、おじいさまに会あえてすごくうれしそうだよ。おじいさまのこと、みんなよく知しっているんだね！」

「フォントルロイ、帽ぼう子しをぬぎなさい」と伯はく爵しゃく。「みんなはおまえにお辞じ儀ぎをしているんだ」

「ぼくに！」

　セドリックはびっくりして声こえをあげると、あわてて帽ぼう子しをぬぎました。まぶしいばかりの美うつくしい髪かみもあらわに、みんなのほうへむきなおると、きらきらした目めを泳およがせて、全ぜん員いんにいっぺんに、あいさつしようとしています。

「閣かっ下かに神かみの祝しゅく福ふくがありますように！」

　さっき母はは親おやに声こえをかけてきた、赤あかいマントのおばあさんが、そういって、ひざを曲まげてあいさつをしました。

「お元げん気きでおすごしくださいね！」

「ありがとうございます」

　セドリックはお礼れいをいってから、教きょう会かいのなかへ入はいっていき、みんなの注ちゅう目もくをあびながら、家か族ぞく用ようの四し角かくい会かい衆しゅう席せきにすわりました。座ざ席せきに赤あかいクッションがはってあって、カーテンがついています。そこからだと、教きょう会かいのむこうはしにすわっているママがこちらをむいてほほえんでいるのがみえ、セドリックはうれしくなりました。

　音おん楽がくがはじまると、セドリックは立たちあがり、ママに目めをむけてにっこり笑わらいました。音おん楽がくはだいすきで、ママとよくいっしょに歌うたっていたので、このときもセドリックはほかのみんなといっしょに歌うたいました。清きよらかな高こう音おんの声こえが愛あいくるしく、まるで小こ鳥とりが歌うたを歌うたっているようです。

　なにもかもわすれて歌うたのなかに入はいりこんでいるセドリックを、伯はく爵しゃくはカーテンのかげからじっとみていました。礼れい拝はい用ようの歌か集しゅうを両りょう手てでささげもち、はりきって声こえをあげて歌うたう、そのきりっと持もちあげた顔かおが、よろこびにあふれています。

　教きょう会かいの窓まどにはステンドグラスがはまっていて、そこからゆるゆるとはいりこんでくる日ひざしが長ながくのびています。ガラスの金きん色いろの部ぶ分ぶんを通つう過かした光ひかりは、斜ななめにのびていってセドリックの頭あたまに反はん射しゃし、ウェーブのかかった髪かみをまばゆくかがやかせていました。

　教きょう会かいのむこうはしからそのすがたをみている母はは親おやは、むすこのすがたにどきどきしながら、胸むねのうちで祈いのりの言こと葉ばをつぶやいていました──どうかあの子このしあわせがいつまでも続つづきますように。予よ想そうもしない運うん命めいがふりかかってきたものの、それによって、あの子こがつらい思おもいをすることがありませんように。

　生せい活かつががらりと変かわってからというもの、エロル夫ふ人じんのやさしい心こころのなかでは、セドリックへの心しん配ぱいがつのっていたのです。

「待まって、セディ」

　前ぜん日じつの夕ゆう方がた、おやすみなさいをいったあとで、夫ふ人じんはどうしても別わかれがたくて、また声こえをかけてしまいました。

「ママがもっと頭あたまがよくて、りっぱなことをたくさんいってあげられたらいいんだけど。でもね、セディ、どうかいい子こでいてちょうだい。勇ゆう敢かんで、心こころやさしく、いつも正しょう直じきに。そうやって生いきていけば、あなたのせいで傷きずつく人ひとはひとりもでない。たくさんの人ひとの力ちからになれれば、小ちいさなあなたが生うまれたことで、この大おおきな世せ界かいがよりよい場ば所しょになる。なにがすばらしいって、セディ、それ以い上じょうにすばらしいことはないわ。じぶんが生いきていることで、この世せ界かいが少すこしでもよくなる。ほんのわずかであっても、それはほんとうにすごいことなの」

　城しろへもどったセドリックは、その言こと葉ばを伯はく爵しゃくのまえで何なん度どもくりかえしました。

「ぼくね、すぐわかったよ。それっておじいさまのことだって。それでぼく、いったんです。おじいさまが生いきていることで、世せ界かいがよくなってる。ぼくもおじいさまみたいになるんだって」

「それで、むこうはなんといった？」

　伯はく爵しゃくはちょっと心しん配ぱいそうな顔かおでききました。

「それはいいことねって。いつでも人ひとのすばらしいところをさがして、それをお手て本ほんにしなくちゃいけないわって」

　会かい衆しゅう席せきにかかった赤あかいカーテンのひだごしに、ちらっと目めをやったとき、伯はく爵しゃくはそのことを思おもいだしたのでしょう。大おお勢ぜいの人ひとの頭あたまごしに、むすこの妻つまがひとりですわっているのが目めに入はいりました。死しぬまで許ゆるさなかったむすこの愛あいした女じょ性せいは美うつくしく、いまとなりにいる子こどもとそっくりな目めをしています。伯はく爵しゃくがそれを、あいかわらず苦にが々にがしい気き持もちでみているのかどうかは、表ひょう情じょうからは読よみとれません。

　セドリックたちがそろって教きょう会かいを出でるとき、礼れい拝はいに参さん加かしていた大おお勢ぜいの人ひとが見みおくりをしようと待まっていました。門もんに近ちかづいていくと、そこにいた男おとこの人ひとが帽ぼう子しを手てに一いっ歩ぽまえに出でてきました。しかしそのままつっ立たっているだけで、なにやらまよっているようすです。中ちゅう年ねんの農のう夫ふで、顔かおがすっかりやつれていました。

「やあ、ヒギンズ」伯はく爵しゃくが声こえをかけました。

　セドリックはすばやくそちらに目めをむけました。

「わあ！　この人ひとがヒギンズさん？」

「そうだ」伯はく爵しゃくがあっさりいいました。「未み来らいの領りょう主しゅをひと目めみようとやってきたんだろう」

「はい、閣かっ下か」

　男おとこがいい、日ひに焼やけた顔かおを赤あかくしました。

「お若わかい領りょう主しゅさまが、ご親しん切せつにもわたしのために、お口くちぞえくださったと、ニュイックさんからききまして。それで、もし、おゆるしいただけるなら、ひとこと、お礼れいを申もうしあげたいと思おもいまして」

　ヒギンズさんはびっくりした顔かおです。じぶんをすくってくれたのが、こんなむじゃきな子こどもだったとは思おもわなかったのでしょう。目めのまえに立たって、こちらをみあげている顔かおには、まったくあどけない表ひょう情じょうがうかんでいて、この子こよりずっとめぐまれていない、じぶんの子こどもたちと変かわりません。じぶんがどれだけ高たかい地ち位いにいるのか、この子こにはまったくわかっていないのだと、ヒギンズさんは気きづきました。

「フォントルロイ卿きょうさまには、たいへんおせわになりまして、感かん謝しゃの言こと葉ばも──」

「待まってください」とセドリック。「ぼくは手て紙がみを書かいただけ。たすけてくださったのは、おじいさまです。でもごぞんじですよね。おじいさまはいつでも、みんなの力ちからになってくださるって。奥おくさまの具ぐ合あいは、もうよくなりましたか？」

　ヒギンズはぎょっとしたような顔かお。伯はく爵しゃくのことをまるでとてもいい人ひとのようにいう、その言こと葉ばにおどろいたようです。

「う、う、うちのかみさんでしたら──」ヒギンズさんは舌したがもつれてしまいました。「心しん配ぱいごとがなくなって、ずいぶんよくなりました。くよくよしていたのがいけなかったんですねえ」

「よかった」とセドリック。「ヒギンズさんのお子こさんたちが猩しょう紅こう熱ねつにかかったっていうんで、おじいさまがとても心しん配ぱいされて。ぼくも心しん配ぱいでした。おじいさまにも子こどもがいましたからね。おじいさまのむすこの子こどもが、ぼくなんです」

　ヒギンズさんは、あまりのおどろきに、気きがどうにかなってしまいそうでした。こういうときには伯はく爵しゃくの顔かおをみないのがいちばん安あん全ぜんだと思おもい、顔かおをよそへむけました。伯はく爵しゃくがじぶんの子こどもに父ちち親おやらしいことを何なに一ひとつしてこなかったのは、だれもが知しるところで、むすこたちに会あうのは一年ねんに二回かいほど。むすこが病びょう気きになったときいたとたん、大おおいそぎでロンドンに旅たびだったというのも有ゆう名めいな話はなしです。医い者しゃや看かん護ご師しの顔かおをみていると気きがめいるというのがその理り由ゆうでした。そういう人にん間げんが、猩しょう紅こう熱ねつにかかった子こどものことを心しん配ぱいするとはとても思おもえません。みれば伯はく爵しゃくは、げじげじ眉まゆの下したで目めをぎらぎらさせており、痛いたいところをつかれたにちがいありませんでした。

　伯はく爵しゃくは苦にが笑わらいをしつつも、「わかったろう、ヒギンズ」と、まんざらでもないようす。「おまえたちは、わたしのことをずっと誤ご解かいしてきた。フォントルロイ卿きょうはちゃんとわかっているぞ。わたしという人にん間げんについて、ほんとうのところを知しりたければ、この子こにきくがいい。さあフォントルロイ、馬ば車しゃに乗のりなさい」

　セドリックがとびのると、馬ば車しゃがゆっくり動うごいて、土つちの小こ道みちを走はしりだしました。角かどを曲まがって並なみ木き道みちに入はいっても、伯はく爵しゃくの顔かおには、まだ苦にが笑わらいがうかんでいました。
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　日ひがたつにつれてドリンコート伯はく爵しゃくは、そういう苦にが笑わらいをうかべることが多おおくなりました。それどころか、苦にがさもとれて、ごく自し然ぜんな笑えみをみせることもありました。

　じつをいえば、フォントルロイ卿きょうがやってくるまえは、ひとりぼっちの生せい活かつにも痛つう風ふうの痛いたみにも、ほとほといやけがさしていて、七十年ねんも生いきてきたんだから、もう生いきるのはうんざりだと思おもっていたのでした。

　からだが自じ由ゆうに動うごくあいだも、あちこちをあそびあるいて、いかにも人じん生せいを楽たのしんでいるような顔かおをしていましたが、じっさいにはそうではありませんでした。そして、からだが弱よわってくると、なにをするのもめんどうになって、痛つう風ふうと新しん聞ぶんと本ほんを友ともに、ほかのものを一いっ切さいしめだしてドリンコート城じょうのなかにひきこもるようになったのです。

　けれども四し六ろく時じ中ちゅう本ほんや新しん聞ぶんを読よんでいるわけにはいかず、だんだんに退たい屈くつするようになっていきました。長ながい夜よるも昼ひるも大だいきらいで、いつもいらいらして、何なにかに当あたりたくてしかたありません。そんなところへフォントルロイがやってきたのです。

　もしセドリックがそれほど美うつくしい子こどもでなかったら、ろくに顔かおもみないうちに毛けぎらいして、そっぽをむき、その子このもつすばらしい人にん間げん性せいに気きづくこともなかったでしょう。

　しかし伯はく爵しゃくは、セドリックの美うつくしさと、おびえを知しらぬ精せい神しんを、ドリンコート家けゆずりのものとみて、この子ここそ、ドリンコート伯はく爵しゃくの地ち位いにふさわしい跡あと取とりだと思おもったのです。話はなしをしてみれば、じぶんがどれだけ重じゅう要ような地ち位いにあるのか、まったく気きづいていないにもかかわらず、これがじつに礼れい儀ぎ正ただしい。伯はく爵しゃくはこの子こがどんどんすきになり、気きがつけば毎まい日にちが楽たのしくなっていました。あわれなヒギンズをすくう手て立だてを、おさない子この手てににぎらせてやったのも、ゆかいな結けっ果かになりました。伯はく爵しゃくじしんは、ヒギンズがどうなろうと知しったことじゃないと思おもっていましたが、じぶんの孫まごのことを、なんてすばらしい子こだろうと、みんなが口くち々ぐちにほめそやしていると思おもうと、わるい気きはしません。まだ子こどもだというのに、早はやくも小こ作さく人にんのあいだで人にん気きが出でているのですから、たいしたものです。

　セドリックが初はじめてポニーに乗のってみようという朝あさ、伯はく爵しゃくは大おおよろこびで、痛つう風ふうの痛いたみもわすれそうでした。馬うまの飼し育いく係がかりが、つやつやした茶ちゃ色いろの毛け並なみをした、かわいらしい馬うまを連つれてきたときには、書しょ斎さいの窓まどをあけはなってすわり、乗じょう馬ばのレッスンを見けん物ぶつしようと待たい機きしていました。ポニーは弓ゆみなりになった首くびをふって、美うつくしい頭あたまを太たい陽ようのほうへ勢いきおいよくむけました。

　さてあの子こは、おびえやしないだろうかと、伯はく爵しゃくは少すこし心しん配ぱいしました。ポニーは小こ型がたの馬うまですが、じっさいそれほど小ちいさくはありません。最さい初しょのレッスンで子こどもがおじけづいてしまうところを伯はく爵しゃくは何なん度どもみていました。

　ところがセドリックは大おおよろこびでポニーの背せに乗のりました。おもいきり舞まいあがっています。飼し育いく係がかりのウィルキンズが手た綱づなをひいて、書しょ斎さいの窓まど辺べを行いったりきたりさせました。

「たいした度ど胸きょうだよ」

　そのあと馬うま小ご屋やで、ウィルキンズは顔かおをほころばせて、なかまに話はなしました。

「なんとも楽らくなもんだったぜ。なにしろ、ちっともこわがらねえんだ。背せをしゃんと起おこしながら、オレにいうのさ。『ねえ、背せすじはまっすぐのびてる？』って。で、こっちが、『矢やのようにまっすぐですよ！』っていうと、『よかった。サーカスで馬うまに乗のる人ひとはみんなぴんと背せすじをのばして乗のっているからね。もし曲まがったら教おしえてね』ときたもんだ」

　けれども背せすじをのばして馬うまに乗のり、手た綱づなをひいてもらって行いき来きするだけでは、あまりおもしろくありません。まもなくセドリックは窓まどからこちらをみている祖そ父ふに声こえをかけました。

「ひとりで乗のってもいいですか？　もっと先さきへ行いきたいんだけど。五ご番ばん街がいの子こは、じぶんでポニーを走はしらせていたんです！」

「走はしらせる？　できるのかね？」伯はく爵しゃくがいいました。

「やってみたいです」とセドリック。

　伯はく爵しゃくはウィルキンズに合あい図ずをして、じぶんの馬うまを持もってこさせました。それにウィルキンズが乗のって、セドリックのポニーとならんで手た綱づなを引ひけというのです。

「さあ、走はしらせてごらん」と伯はく爵しゃく。

　セドリックはもう大だい興こう奮ふんです。歩あるかせるのとはちがって、走はしらせるのはそう簡かん単たんではなく、スピードがあがればあがるほどたいへんだとわかりました。

「こっ──これ──かなり──ゆれ──るんですね。どう──して──ウィルキンズさんは──平へい気き──なの？」

「じきになれますよ。足あしをかけるあぶみをふみしめて、立たちあがるようにしてごらんなさい」

「ずっと──ふみしめ──てるけど」とセドリック。

　ポニーの背せの上うえでおしりが勝かっ手てにはずみ、からだがゆすぶられて、いまにも落おちるんじゃないかと気きが気きではありません。息いきを切きらし、顔かおを真まっ赤かにしながら、ふりおとされないよう全ぜん身しんに力ちからを入いれてふんばり、できるだけ背せすじをのばしています。

　伯はく爵しゃくが窓まど辺べからのぞいていると、木こかげにかくれてしまってから数すう分ふん後ご、セドリックがもどってきました。ほっぺがケシの花はなのように真まっ赤かになって、口くちをひき結むすんでいるものの、ちゃんとポニーを走はしらせています。

「ちょっと待まて！」伯はく爵しゃくが声こえをかけました。「帽ぼう子しはどうした？」

　ウィルキンズがじぶんの帽ぼう子しに手てをふれて、ゆかいそうにいいます。

「落おとしちまったんですよ。馬うまをとめて拾ひろおうと思おもったんですが、だめだといわれちまって」

「じゃあ、スピードをあげてもさほどこわがらなかったんだな？」と伯はく爵しゃく。

「こわがるなんて、とんでもねえ！」

　ウィルキンズが声こえをはりあげました。

「これまでにも、貴き族ぞくのおぼっちゃんたちに、乗じょう馬ばを教おしえてきやしたが、ここまでしっかり乗のりこなせる子こはいやしません」

「つかれたろう？」伯はく爵しゃくはセドリックにいいました。「もうおりたらどうだ？」

「思おもった以い上じょうにゆれるんですね。ちょっとつかれたけど、もっと練れん習しゅうしたいです。はあはあいう息いきがおさまったら、すぐ帽ぼう子しを取とりにもどります」

　どんなに頭あたまのいい人ひとが、こうしてみせればごきげんがよくなると教おしえたところで、いまのセドリック以い上じょうに伯はく爵しゃくをよろこばせることはできないでしょう。ポニーを走はしらせて並なみ木き道みちのほうへむかう孫まごをみながら、伯はく爵しゃくのけわしい顔かおに赤あか味みがさし、ぼさぼさの眉まゆの下したで目めがかがやいています。まさかこれほど胸むねおどることが、この老ろう齢れいの身みに、ふたたび起おこるとは思おもいもしませんでした。

　さあ、いつもどってくるかと、ワクワクしながら窓まどの外そとをみていると、まもなくひづめの音おとがきこえてきました。さっきよりスピードがあがっているようです。

　しばらくして、セドリックとウィルキンズのすがたがみえてきました。セドリックの頭あたまに帽ぼう子しはなく、ウィルキンズが手てに持もっていました。セドリックはまえ以い上じょうにほっぺを赤あかくして、耳みみもとで髪かみをゆらしながら、じつに軽けい快かいに馬うまを走はしらせています。

「みてください！」息いきを切きらしながら近ちかづいてきて、セドリックは大おおはしゃぎ。

「これって駆かけ足あしですよね。五ご番ばん街がいの子こみたいにうまくはないけど、ちゃんと乗のれてる！」

　それ以い来らい、セドリックとウィルキンズとポニーは大だいのなかよしになり、並なみ木き道みちや土つちの小こ道みちを、いっしょに楽たのしそうに走はしっているところを、近きん隣りんの人ひとたちが毎まい日にちのように目めにすることになりました。

　小こ型がたの茶ちゃ色いろい馬うまに背せすじをぴんとのばして乗のっているセドリックをみようと、子こどもたちが戸と口ぐちへ走はしりでてきます。そんな子こどもたちにむかって、小ちいさな勇いさましい騎き手しゅは帽ぼう子しをさっとぬぎ、それをふりながら、大おおきな声こえであいさつをします。

「わーい！　みんな、おっはよう！」
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　あまり領りょう主しゅらしいとはいえませんが、とにかく元げん気きいっぱいです。ときには馬うまをとめて、子こどもたちとおしゃべりをすることもあり、足あしが不ふ自じ由ゆうな男おとこの子こをポニーに乗のせて家いえまで送おくっていくといいだしたこともありました。

「まったく、まいったぜ」

　ウィルキンズは馬うま小ご屋やでなかまにうちあけました。

「『じゃあ、その子こは、あっしの馬うまに乗のせましょう』っていったら、大おおきな馬うまだと、こわがるからだめなんだとさ。『いいかいウィルキンズ、あの子こは足あしが不ふ自じ由ゆうだけど、ぼくはそうじゃない。いっしょにお話はなしもしたいし』なあんていって、その子こどもをポニーに乗のせて、じぶんはポケットに手てをつっこんで、その横よこを歩あるきだした。帽ぼう子しを頭あたまのうしろにかぶって口くち笛ぶえを吹ふきながら、まったく気きさくに、ポニーに乗のせた子ことおしゃべりしてるんだ。その子この家いえについたら、いったい何なに事ごとかと、すぐにおっかさんが出でてきたよ。フォントルロイ卿きょうは、さっと帽ぼう子しをぬいで、『足あしが痛いたいと思おもったので、むすこさんをお送おくりしました』とはきはき説せつ明めいなさる。おまけに、『いま持もっている杖つえじゃ、しっかりよりかかれないから、ちゃんとした松まつ葉ば杖づえをあつらえてもらうよう、おじいさまにたのんでおきます』なあんていったもんだから、おっかさんはびっくりぎょうてん。そりゃ、おどろくわなあ！」

　伯はく爵しゃくはこの話はなしをきいても、ウィルキンズの予よ想そうに反はんして、怒おこりはしませんでした。それどころか大おお笑わらいしてセドリックをよびよせ、初はじめから終おわりまで話はなしをきいて、またげらげら笑わらいました。

　そして数すう日じつ後ご、ドリンコート城じょうの馬ば車しゃが、足あしの不ふ自じ由ゆうな男おとこの子この家いえのまえでとまると、なかからセドリックがとびおりて、松まつ葉ば杖づえを銃じゅうをかつぐように肩かたにかけて、玄げん関かんへとむかいました。その子このお母かあさんが出でてくると、松まつ葉ば杖づえをわたして、こういいました。

「もしよろしければ、これをむすこさんにつかってもらってください。祖そ父ふもよろしくといってました。むすこさんの足あし、よくなるといいですね」

　馬ば車しゃにもどってきてからセドリックが説せつ明めいしました。

「おじいさまからもよろしくって、伝つたえちゃいました。きっといいわすれたんですよね」

　伯はく爵しゃくはただ笑わらうだけでした。

　ふたりがなかよくなるにつれて、セドリックはますます伯はく爵しゃくを尊そん敬けいするようになり、いつでもこまっている人ひとのたすけになる、世せ界かい一いちやさしいおじいさまだと信しんじてうたがいませんでした。なにか願ねがいがあると、ほとんど口くちにするまえからかなえてくれ、すばらしいものを、つぎからつぎへと贈おくってくれる。ほんとうにこんなことがあっていいのかと、思おもってしまいます。

　とはいえ、小ちいさな子こどもをこんなふうに甘あまやかしたら、とんでもない大人おとなになってしまいそうです。しかしセドリックにはそんな心しん配ぱいはまったくありませんでした。なぜなら〝いちばんの友ともだち〟である母はは親おやと、コート・ロッジですごす時じ間かんがあったからです。エロル夫ふ人じんは、母ははと子こで心こころゆくまで語かたらったあと、セドリックのほっぺにキスをして、たいせつなことを、かんたんな言こと葉ばで教おしえます。セドリックはそれを胸むねに、いつも帰かえりの馬ば車しゃに乗のりこむのです。

　そんなセドリックにもひとつだけ、なやみがありました。それは、おじいさまとディアリストが、まったく会あおうとしないことです。エロル夫ふ人じんも伯はく爵しゃくも、セドリックがそんなになやんでいるとは知しりません。でも敏びん感かんな子こですから、ふたりはどうもおかしいと、気きづかないわけはないのです。コート・ロッジまでいっしょに行いっても、伯はく爵しゃくは馬ば車しゃからおりませんし、教きょう会かいに行いっても、伯はく爵しゃくはセドリックを母はは親おやのもとにやって、ポーチでふたりに話はなしをさせ、そのままコート・ロッジへ帰かえらせることもありました。それでも、お城しろの温おん室しつで育そだてられた果物くだものや花はながコート・ロッジへ毎まい日にちとどけられるのです。そしてある日ひ、セドリックが、おじいさまを世せ界かい一いちやさしい人ひとだと思おもうようになったできごとが起おこりました。初はじめて教きょう会かいに行いった日にち曜よう日びに、つきそいもなく、ひとり歩あるいて帰かえるエロル夫ふ人じんをふびんに思おもったのか、伯はく爵しゃくはその一週しゅう間かん後ごに馬ば車しゃを贈おくったのです。元げん気きのよすぎる二頭とう立だての大おおきな馬ば車しゃではなく、美うつくしい栗くり毛げの馬うま一頭とうが引ひく、小こぶりの愛あいらしいブルーム型がた馬ば車しゃでした。

　それに乗のって母はは親おやのもとへ行いくとき、セドリックはおじいさまから、「おまえからのプレゼントだって、そういうんだぞ」といわれました。

　よろこびいさんでコート・ロッジへむかうと、エロル夫ふ人じんは庭にわでバラをつんでいました。セドリックは小ちいさな馬ば車しゃからとびおりて、母はは親おやの腕うでにとびこんでいきました。

「ディアリスト！　びっくりだよ！　おじいさまが、ぼくからディアリストにプレゼントするようにって、この馬ば車しゃをくれたんだ。これに乗のって、どこでもすきなところへ行いけるんだよ！」

　セドリックがあまりによろこんでいるので、エロル夫ふ人じんはなんといっていいかわかりませんでした。じぶんを敵てきとみなした男おとこから、そんなものをもらいたくないといえば、せっかく大おおよろこびしているセドリックの気き持もちを傷きずつけることになります。それはいやだったので、結けっ局きょくバラを持もったまま馬ば車しゃに乗のりこみ、セドリックといっしょにそのへんを走はしりました。

　セドリックはそのあいだずっと、どれだけおじいさまがすばらしいか、いっしょにいてどれだけ楽たのしいか、夢む中ちゅうになって母ははに語かたりました。あまりにむじゃきなようすに、エロル夫ふ人じんは思おもわず笑わらいをもらし、となりにすわっているセドリックを抱だきよせてキスをしました。あの老ろう人じんの良よい面めんにしか、セドリックは目めをむけないのだとわかって、うれしくなったのです。

　その翌よく日じつ、セドリックはホッブズさんに手て紙がみを書かいて、おじいさまがどれだけすばらしい人ひとかをぞんぶんに語かたりました。その手て紙がみを読よませてもらった伯はく爵しゃくは、手て紙がみの最さい後ごに、「ディアリストもいっしょにお城しろにすめたらいいのにな」と書かいてあるのが気きになって、セドリックにきいてみました。

「母はは親おやがそんなに恋こいしいかね？」

「はい。いつも会あいたいなって思おもってます」

　セドリックは伯はく爵しゃくに歩あゆみよって、すぐそばに立たち、そのひざに片かた手てをのせて、祖そ父ふの顔かおをみあげます。

「おじいさまは、会あいたくないの？」

「知しらないあいてだ」ちょっとぶっきらぼうにいいました。

「おじいさまには、なにもきいちゃいけないって、ディアリストからはいわれてます。だからきくつもりはないんです。でも、どうしてなのかなって、ときどきどうしても考かんがえてしまって。でもだいじょうぶ。すごく会あいたくなったときは、窓まどの外そとに目めをむけるんです。そうすると毎まい晩ばんディアリストがぼくのためにつけてくれる明あかりが、木き々ぎのあいだにみえるから。ずっと遠とおくだけど、暗くらくなるとすぐつけてくれて、それがまたたいていると、ディアリストの声こえが頭あたまのなかにきこえてくるんです」

「なんといっているんだね？」

「『おやすみ、神かみさまが一ひと晩ばんじゅう、あなたを守まもってくれますように』って。いっしょにくらしているときは、いつも寝ねるまえにそういってくれたんです。朝あさになると、『神かみさまがあなたを一いち日にちじゅう守まもってくれますように』っていってくれる。だからぼく、朝あさから晩ばんまで、ずっと安あん全ぜんなんです」

「ああ、きっとそうだろう」

　伯はく爵しゃくはぶっきらぼうにそういったあと、ぼさぼさの眉まゆをよせて、長ながいあいだ孫まごをみつめていました。いったいなにを考かんがえてるんだろうと、セドリックはふしぎに思おもいました。
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　じっさい伯はく爵しゃくはこのところ、それまで考かんがえもしなかったことをよく考かんがえるようになっていました。そのほとんどが孫まごのことです。プライドの高たかい伯はく爵しゃくは、セドリックがなにかにつけて、おじいさまはすばらしいといってくれるのがうれしくて、じぶんにはこんな孫まごがいると、世せ間けんにみせるのが楽たのしみになりました。じぶんのむすこたちにはがっかりすることばかりでしたが、この孫まごはそんなことはなく、とても誇ほこらしいのでした。

　そのいっぽうで伯はく爵しゃくは、じぶんの過か去こが気きになりだしました。他た人にんに親しん切せつにしたことなど一いち度どもなく、かげでは長ながいこと〝ドリンコート城じょうの鬼おに伯はく爵しゃく〟などとよばれてきたのです。そういうことをセドリックが知しったら、あのむじゃきな顔かおにどんな表ひょう情じょうがうかぶことか。考かんがえただけでぞっとします。できれば知しられたくないというのが、伯はく爵しゃくの正しょう直じきな気き持もちでした。

　そういうことを考かんがえるうちに、痛つう風ふうの痛いたみをすっかりわすれてしまうときさえあって、しばらくすると医い者しゃがおどろくほど、伯はく爵しゃくの健けん康こう状じょう態たいがよくなってきました。

　ある朝あさ、ポニーの背せに乗のるフォントルロイ卿きょうのとなりにいるのが、飼し育いく係がかりのウィルキンズではないのに気きづいて、みんなはおどろきました。毛け並なみに白しろいものがまじった、たくましい葦あし毛げの馬うまに乗のっているのは、背せの高たかい白髪しらがの老ろう人じん。ワシのようなするどい目め鼻はな立だちをした、ほかでもない伯はく爵しゃくでした。セドリックがじぶんのポニーに乗のろうとしながら、かなしげな顔かおで、こんなことをいったのです。

「おじいさまもいっしょだといいのになあ。ぼくが遠とお乗のりに出でかけると、あの大おおきなお城しろのなかで、おじいさまがひとりぼっちになっちゃうでしょ」

　伯はく爵しゃくのまたがった大おおきな馬うまとならんでポニーを走はしらせながら、セドリックは大おおはしゃぎ。おじいさまにディアリストのことをたくさん話はなしてきかせました。伯はく爵しゃくはだまって耳みみをかたむけ、うれしさに顔かおをかがやかせている孫まごをいとしそうにながめています。

　日ひ々びセドリックから話はなしをきくなかで、伯はく爵しゃくはエロル夫ふ人じんのことが、だんだんにわかってきました。死しんだむすこの妻つまは、だらしない生せい活かつを送おくるどころか、なにか自じ分ぶんが力ちからになれることはないかと、まずしい人ひと々びとの家いえを日ひ々びたずねていたのです。

「ディアリストの顔かおをみると、みんなが『神かみさまの祝しゅく福ふくがありますように』って声こえをかけてくれて、子こどもたちもよろこぶんです。ディアリストは、じぶんはいま、とても恵めぐまれているから、恵めぐまれていない人ひとたちの力ちからになりたいって、いってます。針はり仕し事ごとなんかも教おしえているんですよ」

　じぶんの跡あとをつぐ子この母はは親おやが、若わかく美うつくしく、まずしい人ひと々びとからしたわれる。侯こう爵しゃく夫ふ人じん顔かお負まけの、りっぱなレディであるとわかれば、伯はく爵しゃくもわるい気きはしません。けれども母はは親おやをこれだけしたって、片かた時ときもわすれることのない孫まごをみていると、伯はく爵しゃくは、ねたましい気き持もちになるのでした。この子こにいちばんすかれているのはじぶんだけだと、そう思おもいたかったのです。

　ふたりが馬うまを走はしらせているのはヒースの丘おか。うすむらさきやピンクの小しょう花かを咲さかせる低てい木ぼくが一いち面めんにおいしげっています。伯はく爵しゃくはそのてっぺんで馬うまをとめると、目めのまえに広ひろがる美うつくしい景け色しきをむちでさして、孫まごにみせました。

「この土と地ちぜんぶが、わたしのものだってことを、おまえは知しっているかね？」

「こんなに広ひろくて美うつくしい土と地ちを、ひとりで持もってるなんて、すごいです！」

「ゆくゆくは、すべておまえのものになる。これ以い外がいの財ざい産さんもだ」

「ええっ！」セドリックはおびえるような声こえをだしました。「それはいつですか？」

「わたしが死しんだらだ」

「じゃあ、いりません。おじいさまにはずっと生いきていてほしいから」

「やさしいことをいう」伯はく爵しゃくはあっさりといいました。「だが、いずれはおまえがわたしのあとをついで、ドリンコート城じょうの伯はく爵しゃくとなるのだよ」

　セドリックはしばらくなにもいわず、ポニーの背せにじっとすわっていました。どこまでも広ひろがるヒースの丘おかに目めをやり、青あお々あおとした農のう場じょうや、美うつくしい雑ぞう木き林ばやしをながめています。村むらの小こ道みちには、かわいらしい小こ屋やが建たちならび、木き々ぎのむこうには、どうどうとそびえたつ大おおきな灰はい色いろの城しろが、小しょう塔とうをのぞかせています。セドリックは小ちいさくため息いきをつきました。

「いったいなにを考かんがえている？」伯はく爵しゃくがききました。

「ぼくって、ちっぽけだなって。それに、ディアリストがいってたことを思おもいだしていました」

「なにをいっていたんだね？」

「お金かね持もちでいるのも、たぶん楽らくじゃないのでしょうって。お金かねがたくさんあって、なんでも手てに入はいる人ひとは、そうじゃない人ひともいるってことをわすれがちになるんだそうです。だからこそ、恵めぐまれている人ひとはいつでも、恵めぐまれない人ひとがいることを思おもいださなきゃいけないって。それでぼく、おじいさまがどれだけすばらしいか、話はなしたんです。そうしたら、それはよかったって。もし伯はく爵しゃくの立たち場ばにある人ひとが、じぶんさえよければいいと思おもって生いきていたら、その土と地ちでくらす人ひとのなかにこまっている人ひとがいても、たすけられないからって。でもこれだけ広ひろい土と地ちに大おお勢ぜいの人ひとがすんでいるんだから、全ぜん員いんのことを考かんがえるのはすごくたいへんですよね。ぼくが伯はく爵しゃくになったら、どうしたらいいんだろう」

　老ろう伯はく爵しゃくが小こ作さく人にんについて考かんがえるのは、地ち代だいをちゃんとはらっているかどうかだけで、はらわない人にん間げんは追おいだすまでのことでした。それでは、セドリックの相そう談だんにのるのはむずかしいでしょう。

「ニュイックが、わたしのかわりに目めをくばっていてくれるんだ」

　そういってから、りっぱな口くちひげを指ゆびでひっぱり、ばつがわるそうに孫まごの顔かおをみています。

「さあ、そろそろ帰かえろう。おまえが伯はく爵しゃくになったら、わたしよりうまくやっておくれ！」

　帰かえり道みち、伯はく爵しゃくはずっとだまっていました。なぜこの子こをこれほどまでにいとしく思おもうのか、じぶんでもびっくりしていたのです。今日きょうまで生いきてきて、他た人にんにそんな思おもいをいだいたことは、一いち度どもありません。見み目めうるわしい勇ゆう敢かんな子こどもですから、誇ほこらしさを感かんじるのは当とう然ぜんですが、いまはそれ以い上じょうに深ふかい愛あい情じょうを感かんじており、この小ちいさな孫まごにすかれたい、よく思おもわれたいと、ひそかに思おもっていたのです。

　それから一週しゅう間かんほどたったころ、母はは親おやの家いえから帰かえってきたセドリックが、なにやら思おもいなやむ顔かおで書しょ斎さいに入はいってきました。最さい初しょにこの部へ屋やにやってきたときにすわった、背せもたれの高たかい椅い子すに腰こしをおろし、だまって暖だん炉ろの火ひをみています。

　しばらく伯はく爵しゃくがだまってみまもっていると、やがてセドリックが顔かおをあげました。

「ニュイックさんは、この土と地ちにくらす人ひとたちのことを、ひとり残のこらず知しっているんですか？」

「それがやつの仕し事ごとだからな」と伯はく爵しゃく。「なにか手て落おちでも？」

　じぶんはさっぱり考かんがえないくせに、セドリックが小こ作さく人にんたちのことを心しん配ぱいするのを、伯はく爵しゃくはこのましく思おもっていました。いかにも子こどもらしく、むじゃきなあそびに夢む中ちゅうになるいっぽうで、巻まき毛げにおおわれた小ちいさな頭あたまのなかで、大人おとなみたいなことを真しん剣けんに考かんがえているのですから、伯はく爵しゃくからみればなんともゆかいなのでした。

　セドリックは憂うれいに満みちた目めを大おおきくみひらいて、祖そ父ふの顔かおをみあげました。

「はい。ディアリストからきいたんです。村むらのはずれに、家いえがひしめきあっている場ば所しょがあって、どの家いえも、いまにも倒たおれそうなほどぼろぼろなんだそうです。そこにすんでいる人ひとたちはまずしくて、しょっちゅう熱ねつを出だして、子こどもがよく死しんでしまうそうです。屋や根ねなんか雨あまもりがして、人ひとがすむようなところじゃないって。マイケルやブリジットよりもひどい生せい活かつをしているんです。そこにすむ、かわいそうな女おんなの人ひとにディアリストが会あいに行いって、そのときのことを泣なきながら話はなしてくれました」

　セドリックの目めからもなみだがこぼれましたが、なんとか笑え顔がおをつくっていいます。
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「きっとおじいさまは知しらないんだ、だからぼくから話はなしておくよって、そういっておきました」

　セドリックは伯はく爵しゃくのそばに行いって、伯はく爵しゃくのすわっている椅い子すにもたれかかりました。

「おじいさまなら、なんとかしてくださいますよね。ほら、ヒギンズさんのときみたいに。いつも正ただしいことをしてくださるでしょ。きっとこのことはニュイックさんが、おじいさまに伝つたえるのをわすれたんだって、ぼく、ディアリストにそういったんです」

　伯はく爵しゃくはひざの上うえにおかれた手てをみおろしました。ニュイックが伝つたえるのをわすれた──とんでもない。アールズ・コートとよばれている村むらはずれの一いっ帯たいが、どうしようもないほど荒あれはてていることは、これまでに何なん度どかきいていました。みすぼらしい家いえは倒たおれる寸すん前ぜんで、配はい水すい管かんはつまり、壁かべはじとじと湿しめり、割われた窓まどや穴あなのあいた屋や根ねから雨あめ風かぜが吹ふきこむとのことでした。どれだけひどい状じょう態たいか、モードーント牧ぼく師しも伯はく爵しゃくにせつせつとうったえていましたが、なんといわれようと伯はく爵しゃくはきく耳みみを持もたず、そんな連れん中ちゅうにはさっさと死しんでもらうのがいちばんだなどと、ひどい言こと葉ばを返かえしたこともありました。

　いま、ひざの上うえにのった小ちいさな手てと、なんとかしなくちゃいけないと真しん剣けんに心しん配ぱいしているおさない子この目めをみていると、アールズ・コートも、じぶんのことも、少すこしばかりはずかしくなってきました。

「ああいう家いえはとりこわして、新あたらしく建たて直なおすべきだって、ディアリストがいってました」

　セドリックが勢いきおいこんでいいます。

「あした、そこへ行いって、とりこわしましょう。おじいさまが行いけば、きっとみんな大おおよろこびだ！　必かならずたすけにきてくださるって、みんなわかってるんですよ！」

　伯はく爵しゃくは椅い子すから立たちあがって、セドリックの肩かたに手てをおきました。

「ちょっとテラスをいっしょに散さん歩ぽしよう。その問もん題だいについて、じっくり相そう談だんしようじゃないか」
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　エロル夫ふ人じんはまずしい人ひと々びとのところで、じぶんにできることをするなかで、たまらなく悲ひ惨さんな状じょう況きょうを山やまほどみることになりました。はるか遠とおく、ヒースの丘おかから見み晴はるかせば、絵えのように美うつくしい小ちいさな村むらですが、近ちかくでみるとまったくようすはちがいます。まずしさにあえぐ人ひと々びとは、もうはたらく気き力りょくもなく、快かい適てきとはほど遠とおいくらしをしていました。

　モードーント牧ぼく師しは、なんども伯はく爵しゃくに苦く境きょうをうったえたものの、まったく状じょう況きょうは変かわらないと、夫ふ人じんをあいてにさんざん嘆なげきました。地じ所しょを管かん理りする人にん間げんは、伯はく爵しゃくのきげんをとるばかりで、まずしい人ひとたちのことはまったく気きにかけません。そのせいで、本ほん来らい必ひつ要ような手て入いれがまったくなされずに、ひどいありさまのまま放ほうっておかれているのです。

　エロル夫ふ人じんは、ぼろぼろの家いえのなかに病びょう人にんが放ほうっておかれているような、どうしようもなくみじめな状じょう況きょうを、いやというほど目めにしました。最さい初しょにみたときには、こんなにひどい場ば所しょで人にん間げんがくらしていると知しって、背せすじにふるえが走はしったものです。

　子こどもたちはほっぽりっぱなしで、ろくにしつけもされていないので、わるいことばかりおぼえて、どんな大人おとなになるかわかりません。そういう子こどもたちをみるにつけ、夫ふ人じんはセドリックのことを思おもいます。あの子こは豪ごう華かなお城しろのなかで、若わかい王おう子じのように使し用よう人にんにかしずかれ、美うつくしいものに囲かこまれ、欲ほしいものをなんでも与あたえられ、なんの苦く労ろうもなく育そだっていく。そんなことを考かんがえていると、夫ふ人じんの頭あたまに、あるだいたんな考かんがえがうかんできました。

「伯はく爵しゃくはセドリックを気きに入いっていて、あの子こがその場ばの思おもいつきでなにを望のぞもうと、すべてかなえてくださいます。だったらそれを、ほかの人ひとのために生いかしたらどうでしょう？」

　夫ふ人じんはモードーント牧ぼく師しにいいました。

「わたしにちょっと考かんがえがあります」

　夫ふ人じんはセドリックにアールズ・コートの話はなしをしてみることにしました。きっとセドリックはその話はなしをおじいさまに伝つたえ、なにかしらいい結けっ果かがみちびかれると考かんがえたのでした。

　だれもがおどろいたことに、じっさいそのとおりになりました。

　どうやら、伯はく爵しゃくの心こころを動うごかすのにいちばん大おおきな力ちからがあるのは、伯はく爵しゃくのことをすばらしい人ひとだと信しんじて疑うたがわない孫まごの心こころだったようです。じっさいセドリックは、おじいさまはいつでも良よいことをし、そのためなら、お金かねなど惜おしまない人ひとだと思おもっていました。その孫まごにむかって、わたしは良よいことなどしないし、人ひとだすけにつかう金かねなどないのだと告つげる勇ゆう気きはありませんでした。

　伯はく爵しゃくはしばらく考かんがえてから、ニュイックをよびだし、アールズ・コートの問もん題だい点てんについてくわしく話はなしをききました。そうして、倒たおれる寸すん前ぜんのあばら屋やをすべてとりこわし、新あたらしい家いえを建たてることに決きめたのでした。

　アールズ・コートが建たて替かえられるといううわさは、たちまち広ひろまりました。最さい初しょのうち、ほとんどの人ひとは、そんな夢ゆめみたいなことがあるものかと思おもっていましたが、大だい工くさんや職しょく人にんさんたちが、たばになってやってくると、信しんじないわけにはいきません。

　これはあくまでフォントルロイ卿きょうのしむけたことだと、伯はく爵しゃくはあらかじめアールズ・コートの住じゅう人にんに、しっかりいいふくめておきました。そのうわさが広ひろまって、人ひと々びとはどこへ行いってもフォントルロイ卿きょうのことをほめたたえ、いったいどんなにすばらしい伯はく爵しゃくになるのやら、将しょう来らいが楽たのしみでしかたないという声こえまできかれるようになりました。

　そんなこととはつゆしらず、セドリックは庭てい園えんのなかをはねまわってウサギを巣す穴あなまで追おいかけたり、木こかげや草くさの上うえにねそべったりと、子こどもらしい毎まい日にちを元げん気きに送おくっていました。

　おじいさまとならんで馬うまを走はしらせていると、みんながこちらをふりかえり、帽ぼう子しをぬいでうれしそうに顔かおをかがやかせます。セドリックは、おじいさまがそばにいるからだと思おもいました。

「みんな、おじいさまがだいすきなんだね」

　そういってセドリックは、まぶしい笑え顔がおで祖そ父ふをみあげます。

「おじいさまは、どれだけみんなにすかれているか、わかってるの？　いつかぼくもそうなりたいな。みんなにすかれるって、とてもうれしいことだもの」

　大おお勢ぜいの人ひとからあがめられ、愛あいされている。そんなおじいさまがいることを、セドリックはとても誇ほこらしく思おもうのでした。

　新あたらしい家いえ々いえが建たてられるあいだ、祖そ父ふと孫まごは、よくいっしょに馬うまに乗のって、工こう事じのようすをみにいきました。セドリックはもう興きょう味みしんしんで、ポニーからおりるなり、大だい工くさんたちのところに駆かけていき、すぐみんなと親したしくなって、家いえの建たて方かたや、れんがの積つみ方かたなどを教おそわります。そんなわけで、帰かえり道みちでは、おじいさまに、れんがの積つみ方かたを教おしえられるまでになっているのでした。

「そういうことって知しっておいたほうがいいと思おもう。将しょう来らい、いつ必ひつ要ようになるかわからないから」

　伯はく爵しゃくたちが帰かえってしまうと、大だい工くさんたちはよくフォントルロイ卿きょうのことを話はなし、声こえをあげて笑わらいます。巻まき毛げの頭あたまのうしろに帽ぼう子しをかぶり、ポケットに両りょう手てをつっこんで、大人おとなたちにまじって、大おおまじめな顔かおで話はなしをきいている。その光こう景けいはなんともほほえましく、みんなフォントルロイ卿きょうといっしょに立たち話ばなしをするのが楽たのしいのでした。

　そうやって、祖そ父ふと孫まごのなかむつまじいすがたが、あちこちでみられるようになると、あの伯はく爵しゃくにも、とうとう大だい事じにするものができたのだと、人ひと々びとが知しるところとなりました。冷つめたく、かたくなな心こころも、孫まごを思おもう気き持もちで多た少しょうは温あたたかく、やわらかくなったのではないかと、そんなうわさもきかれるようになりました。

　しかしじっさいは多た少しょうどころか、日ひを追おうごとに伯はく爵しゃくは孫まごにぐいぐいひかれていき、世せ界かいでただひとり、じぶんを信しん頼らいしてくれるこの子こが、たまらなくいとおしくなっていたのです。暖だん炉ろのまえに寝ねころがり、ほおを紅こう潮ちょうさせ、目めをきらきらさせて大おおきな本ほんにみいっている小ちいさな孫まごのすがたをみながら、この子こは大おおきくなったらどんな若わか者ものになるだろうと伯はく爵しゃくは想そう像ぞうをふくらませます。強つよく美うつくしく、心こころやさしく、だれとでも友ともだちになってしまう。そんな人にん間げんなら、どんなことでもできるだろうと思おもうと、興こう奮ふんに胸むねが熱あつくなるのでした。

　そういう気き持もちを伯はく爵しゃくはだれにも話はなしませんでしたが、セドリックは祖そ父ふに愛あいされていることをちゃんと知しっていて、ある日ひこんなことをいいました。

「ねえ、おじいさま、最さい初しょに会あったときのことを覚おぼえていますか？　ほら、ぼくとおじいさまは、なかよくなれるかなっていう話はなしをしたでしょう。ぼくたちほどなかよしのふたりはいないって、そう思おもいませんか？」




　新あたらしい家いえ々いえがまもなく完かん成せいするという晩ばん、ドリンコート城じょうで盛せい大だいな晩ばん餐さん会かいがひらかれました。そういうパーティをひらくというのは、この城しろではずいぶん久ひさしぶりです。これにはずっとむかしに伯はく爵しゃくとなかたがいして以い来らい、城しろにほとんど足あしをむけなくなった、伯はく爵しゃくのたったひとりの妹いもうと、レディ・ロリデイルも招しょう待たいされました。

　このうわさが広ひろまると、村むらはこれまでにない興こう奮ふんにつつまれて、ミセス・ディブルの店みせのベルはまた鳴なりっぱなしになりました。レディ・ロリデイルが最さい後ごに城しろを訪おとずれたのは、いまから三十五年ねん前まえ。結けっ婚こんの報ほう告こくに訪おとずれたときのことだと、みな知しっていたからです。

　会あっていないあいだにも、ずっとむかしから、レディ・ロリデイルの耳みみには兄あにのわるいうわさがいろいろ入はいってきていました。ほったらかしにしていた妻つまが、あわれにも亡なくなったこと。子こどもにもまったくかまわないせいで、上うえのむすこふたりはどうしようもないろくでなしに育そだち、伯はく爵しゃく家けのつらよごしとなっていること。じっさいレディ・ロリデイルは、ビーヴィスとモーリスという名なの甥おいっ子こふたりに一いち度ども会あっていませんでした。

　けれども伯はく爵しゃくの末すえのむすこ、エロル大たい尉いには会あったことがありました。大たい尉いのほうから、ちょうど近ちかくを通とおりかかったので叔母おばさまにひとめ会あいたいと、ロリデイル邸ていにやってきたのです。レディ・ロリデイルはこのハンサムで雄お々おしい、じつにほがらかな甥おいっ子こをたいそう気きに入いり、一週しゅう間かん家いえに泊とめたのですが、なんてすばらしい若わか者ものだろうと、ひたすら感かん心しんするばかりでした。ぜひまた会あいたいと思おもっていたのですが、その願ねがいは結けっ局きょくかないませんでした。

　エロル大たい尉いが城しろに帰かえると、伯はく爵しゃくはたいそうきげんがわるく、ロリデイル邸ていには二に度どと足あしをむけてはならんと、出で入いりを禁きんじたからでした。それでもレディ・ロリデイルは、会あえないあいだ、エロル大たい尉いのことをいつもなつかしく思おもいおこしていました。アメリカで結けっ婚こんしたときいたときには、ずいぶんと早はやまったことをしたと思おもったものですが、それが原げん因いんで親おや子この縁えんを切きられたと知しったときには、猛もう烈れつに腹はらをたてました。

　どこでどうやってくらしているともわからないまま月つき日ひは流ながれ、やがてエロル大たい尉いは亡なくなり、ビーヴィスが馬うまから落おちて死しに、モーリスがローマで熱ねつ病びょうにかかって死しんだことを知しりました。そして、大たい尉いの子こどもがアメリカでみつかって、フォントルロイ卿きょうとして城しろに連つれてこられたという話はなしをきいたのは、それからまもなくのことでした。

「きっとその子こも、ろくでもない人にん間げんに育そだつのでしょうね」

　レディ・ロリデイルは夫おっとに話はなしました。

「その子この母はは親おやがちゃんとした人ひとで、じぶんもむすこの教きょう育いくにかかわる意い志しがなければ」

　ところがその子こは母はは親おやとひきはなされたときいて、レディ・ロリデイルはあまりの怒いかりに一いっ瞬しゅん言こと葉ばをうしないました。

「なんて卑ひ劣れつなことを！　そんな年としごろの子こどもを母はは親おやからひきはなして、兄あにのような男おとことふたりきりでくらさせるなんて！」

　しかし、それからまもなく、レディ・ロリデイルの耳みみにも、フォントルロイ卿きょうのうわさが入はいってきました。足あしの不ふ自じ由ゆうな子こをポニーに乗のせたことや、アールズ・コートの建たて直なおしを提てい案あんしたことをはじめ、ほかにもすばらしい話はなしをいっぱいきいて、レディ・ロリデイルはぜひその子こに会あってみたくなりました。そんなときに兄あにから、夫おっとといっしょに城しろの晩ばん餐さん会かいにくるよう招しょう待たい状じょうがとどいたのですから、これはもうたいへんにおどろきました。

「信しんじられないわ！　その子こは奇き跡せきを起おこす子こだってうわさもあったけど、こうなると信しんじないわけにはいかないわね。孫まごのことがかわいくてたまらないのよ」

　それでレディ・ロリデイルはすぐ招しょう待たいに応おうじたのでした。

　夫おっとのハリーとともにドリンコート城じょうに着ついたのは午ご後ごも遅おそい時じ間かんで、レディ・ロリデイルは兄あにに会あうまえに、かつてのじぶんの部へ屋やにまっすぐむかい、夕ゆう食しょく用ようのドレスに着き替がえてから、居い間まに入はいりました。

　暖だん炉ろのそばに、ぐんと背せの高たかい兄あにがどうどうと立たっており、そのとなりに、黒くろいベルベットの服ふくを着きた小ちいさな男おとこの子こが立たっています。レースをたっぷりつかった、ふちかざりのある大おおきなえりに、小ちいさな丸まる顔がおの、なんと美うつくしく、愛あいらしいこと！　その子この、茶ちゃ色いろいつぶらなひとみがじぶんにむけられた瞬しゅん間かん、レディ・ロリデイルは胸むねがいっぱいになりました。

「おどろいたわ、モリニュー！　この子こがそうなのね？」

　レディ・ロリデイルは少しょう女じょのときとおなじように兄あにの名なをよび、握あく手しゅをしました。

「ああ、そうだ。フォントルロイ、この人ひとはおまえの大おお叔母おばさん、レディ・ロリデイルだ」

「はじめまして、大おお叔母おばさま」セドリックがいいました。

　レディ・ロリデイルはセドリックの肩かたに手てをおき、こちらをみあげている顔かおをしばらくみつめてから、心こころをこめてキスをしました。

「わたしはあなたのパパがだいすきだったの。あなたはパパそっくりね」

「そういってくださると、うれしいです。パパはみんなにすかれていたみたいですから」

　セドリックがこたえました。

　そのあとレディ・ロリデイルは兄あにだけにそっといいました。

「モリニュー、あんなすばらしい子こだなんて、思おもいもしなかったわ！」

「ああ、いい子こだ。わたしたちはとてもなかがいい。あの子こはわたしのことを、世せ界かい一いちやさしい博はく愛あい主しゅ義ぎ者しゃだと信しんじているんだ。白はく状じょうすると、わたしはいい年としをして、おさないあの子こに夢む中ちゅうだ。こりゃちょっとまずいかなと、じぶんでも思おもうよ」

　兄あにが盛せい大だいな晩ばん餐さん会かいをひらくことにしたいちばんの理り由ゆうは、じぶんの孫まごであり、伯はく爵しゃく家けの跡あとつぎであるあの子こを、世せ間けんにみせびらかしたいからだと、レディ・ロリデイルにはわかっていました。

「ほら、ビーヴィスとモーリスに家か名めいをさんざん傷きずつけられたでしょ」

　レディ・ロリデイルは夫おっとに話はなします。

「ここで一いっ気きに名めい誉よを挽ばん回かいしようと思おもってるのよ」

　いったいこの城しろをつぐのはどんな子こだろうと、今日きょうここに集あつまったお客きゃくさんは、みなフォントルロイ卿きょうをみにきたようなものでした。

「この子こは行ぎょう儀ぎがよくってね」

　伯はく爵しゃくはセドリックをみんなに紹しょう介かいします。

「きかれれば、なんでもはきはき話はなすが、そうでないときには、大人おとなしく口くちを閉とざしている」

　しかし、セドリックが口くちを閉とざしている時じ間かんはそんなに長ながくはありませんでした。だれもがおさないフォントルロイ卿きょうと話はなしたがるからです。女おんなの人ひとたちはもう、かわいくてたまらないらしく、つぎつぎと質しつ問もんをあびせてきますし、蒸じょう気き船せんに乗のって大たい西せい洋ようをわたってきたときとおなじように、ジョークをとばしてくる紳しん士しもたくさんいました。真しん剣けんに話はなしをしているのに、どうしてみんな笑わらうんだろうとふしぎなのですが、もうなれてしまって気きにもなりません。
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　まもなくセドリックは、お客きゃくさんのなかに、とてもきれいな女じょ性せいをみつけて、そのあまりの美うつくしさに思おもわずみいってしまいました。

　その人ひとがふしぎがって、どうしてわたしをみているのときくと、「とても美うつくしいと思おもったからです」とすなおにこたえたので、その女じょ性せいは顔かおをぽっと赤あかくそめました。そういうことをはっきりいえるのはいまのうちだけだと、まわりにいた紳しん士したちは大おお笑わらい。ほめられた女じょ性せいはミス・ヴィヴィアン・ハーバートという名なで、今こ年としの社しゃ交こう界かいでいちばん人にん気きを集あつめた人ひとでした。

「あなたはおせじでいったんじゃないわね、ありがとう」

　そういって、セドリックのほっぺにキスをしました。

　セドリックはもう一いち度ど、ヴィヴィアンのことをうっとりながめながら、「こんなにきれいな人ひとと会あったのははじめてです」とほめましたが、それからすぐ「でも世せ界かい一いちきれいなのは、ディアリストですけど」と、きっぱりいいました。

　そのあとセドリックは、どういう流ながれでそうなったのかはわかりませんが、みんなにかこまれてアメリカの話はなしをしていました。共きょう和わ党とうの大たい会かいのことからはじまって、ホッブズさんやディックのことも話はなし、しまいにはポケットのなかから、ディックからもらった、おわかれのプレゼントまでひっぱりだしました。そう、あの赤あかい絹きぬのハンカチです。

「みてください、今日きょうはとくべつにこれを入いれてきました。だってパーティですから。きっとディックは、こういうときにつかうようにって、ぼくにくれたんだと思おもいます」

　大おおきくてけばけばしいばかりの、まったくあかぬけないハンカチで、おまけにしみまでついています。しかしセドリックがそれを、世せ界かい一いち気け高だかいものをみるような目めでうっとりみつめているので、みんな笑わらってはいけない気き分ぶんになりました。

「たいせつなものなんです。ディックはぼくの友ともだちだから」




　ハヴィシャムさんは午ご後ごのうちに到とう着ちゃくする予よ定ていでしたが、ふしぎなことに今日きょうは遅おくれています。きちょうめんな性せい格かくの老ろう弁べん護ご士しは、むかしから時じ間かんには非ひ常じょうに正せい確かくで、ドリンコート城じょうによばれながら、遅おくれてやってきたことは、長ながい年ねん月げつのうちに一いち度どだってありませんでした。

　歓かん談だんしていたお客きゃくさんたちが、そろそろ夕ゆう食しょくのテーブルへむかおうと立たちあがったとき、ようやくハヴィシャムさんがあらわれました。じぶんに近ちかづいてくる弁べん護ご士しをみて、伯はく爵しゃくはぎょっとしました。なにか急いそぎの用ようでもあるのか、非ひ常じょうにせっぱつまった感かんじで、するどい目め鼻はな立だちの顔かおがすっかり青あおざめています。

「じつは、ある人ひとにひきとめられてしまいまして」

　ハヴィシャムさんは伯はく爵しゃくに小こ声ごえで耳みみ打うちします。

「それが──まったく思おもいもよらないことで」

　時じ間かんに遅おくれたとはいえ、いつも冷れい静せいな弁べん護ご士しが、これだけおろおろしているのは、ほかになにか、わけがありそうです。

　食しょく事じのテーブルについても、ほとんど料りょう理りを口くちにせず、だれかに話はなしかけられでもすれば、はっとおどろく始し末まつ。心こころがどこか遠とおくに行いってしまっているようでした。

　デザートが出でる時じ間かんになってセドリックが入はいってきたとき、ハヴィシャムさんは何なん度どかそちらに不ふ安あんそうな目めをむけ、セドリックもみられていると気きづきました。すでに友ともだちになっているふたりは、顔かおをあわせれば、にこっと笑わらうようになっていましたが、今こん夜やのハヴィシャムさんは笑わらうことをわすれてしまったようです。

　じつは笑わらうことばかりか、ハヴィシャムさんはなにもかもわすれていました。今日きょうきかされたおそろしい話はなしで、頭あたまのなかはいっぱいで、このことを知しれば、ここにいる人ひとたちの表ひょう情じょうはがらりと変かわるだろうと思おもいながら、きらびやかな室しつ内ないに集あつまった華はなやかなよそおいのお客きゃくさんたちに目めを走はしらせていました。誇ほこらしげな顔かおをしている伯はく爵しゃくと、そのとなりでにこにこ笑わらっているフォントルロイ卿きょうには、何なん度ども目めがいってしまいます。ちょっとやそっとでは動どうじることのない老ろう弁べん護ご士しでも、今こん回かい起おきた問もん題だいにはたいへんなショックを受うけていたのでした。

　じっくり進すすんでいく豪ごう華かな夕ゆう食しょくが、いつまで続つづくのか、ハヴィシャムさんにはよくわかりません。背せすじをぴんとのばしてすわりながらも、まるで夢ゆめのなかにいるように思おもえ、何なん度どか伯はく爵しゃくがけげんそうな目めでじぶんをみているのに気きづきました。

　ようやく夕ゆう食しょくがすべて終おわり、紳しん士したちは先さきに居い間まで待まっている女じょ性せいたちに合ごう流りゅうしようと立たちあがりました。居い間まのソファには、あのヴィヴィアンとならんで、フォントルロイ卿きょうがすわって絵えをみています。

　ドアがあいたとき、セドリックはちょうどヴィヴィアンにお礼れいをいっていました。

「親しん切せつにしていただいて、ありがとうございました！　ぼく、パーティは初はじめてなんですけど、とっても楽たのしかったです！」

　そこへほかの紳しん士したちがやってきて、ヴィヴィアンにいろいろ話はなしかけて笑わらい、そのあいだセドリックは耳みみをすまして、話はなしの内ない容ようを理り解かいしようとつとめました。けれどもおもいきり楽たのしんで、つかれてしまったらしく、自し然ぜんにまぶたが落おちてきます。二、三度ど目めをつぶったところで、ヴィヴィアンのかわいらしい笑わらい声ごえが低ひくくひびき、はっとして二秒びょうほど目めをあけていました。ねむるつもりなどないのですが、背せ中なかには黄き色いろいサテン地じでできた大おおきなクッションがおいてあり、そこに頭あたまをあずけたが最さい後ご、もう二に度どとまぶたはあがらなくなりました。

　それからずいぶんな時じ間かんがたったころ、だれかがそのほっぺに軽かるくキスをしましたが、それでもセドリックは目めをあけませんでした。キスをしたのはヴィヴィアンで、帰かえりぎわに、そっとあいさつをしていきました。

「おやすみなさい、小ちいさなフォントルロイ卿きょう。ぐっすりねむってくださいね」

　朝あさになったときにはもうすっかりわすれていましたが、このときセドリックは目めをあけようとしながら、ねむたげな声こえで、ぼそぼそと言こと葉ばを返かえしたのでした。

「おやすみなさい。お会あいできて──うれしかった──あなたはとってもきれいで──」

　紳しん士したちがまたどっと笑わらったのをかすかにおぼえていますが、記き憶おくにあるのはそれだけで、どうして笑わらわれたのかもセドリックにはわかりませんでした。




　最さい後ごのお客きゃくさんが帰かえるとすぐ、暖だん炉ろのまえにすわっていたハヴィシャムさんがさっと立たちあがって、ソファへ歩あゆみよりました。しばらくそこに立たって、セドリックをじっとみおろしています。小ちいさなフォントルロイ卿きょうは、じつに優ゆう雅がにねむっていました。片かた脚あしをもういっぽうの脚あしにかけて、ソファのへりからずり落おとし、片かた方ほうの腕うでを頭あたまの上うえに投なげだしています。ばら色いろにそまった顔かおは、みるからに健けん康こう的てきで子こどもらしく、くしゃくしゃになった巻まき毛げが黄き色いろいサテン地じのクッションの上うえにちらばって、それはもう、絵えに描かいたようにしあわせな光こう景けいでした。

　ハヴィシャムさんは悩なやみつかれた顔かおで、その光こう景けいをじっとみながら、じぶんのあごをなでて考かんがえこんでいます。

「おい、ハヴィシャム」

　伯はく爵しゃくの声こえがうしろで響ひびきました。

「どうした？　問もん題だいが持もちあがったようだな。いったいなにがあったんだ？」

「わるい知しらせです。伯はく爵しゃくにお伝つたえしなければならないのが残ざん念ねんでたまりません」

　この晩ばん、伯はく爵しゃくは、ハヴィシャムさんの顔かおをちらちらみながら、ずっと落おちつかない時じ間かんを過すごしてきました。落おちつかない気き分ぶんのとき、伯はく爵しゃくはたいてい怒おこりっぽくなっています。

「なんという目めで、その子こをみておるんだ！　今こん夜やのおまえは、まるで不ふ吉きつな鳥とりのようにフォントルロイにつきまとって、その子こをみていた。知しらせというのは、その子こに関かん係けいがあるのか？」

「率そっ直ちょくに申もうしあげましょう。わたくしの運はこんできた知しらせというのは、まさにフォントルロイ卿きょうにまつわることなのです。知しらせにまちがいがなければ、いまここでねむっている少しょう年ねんはフォントルロイ卿きょうではなく、エロル大たい尉いのご子し息そくにすぎません。現げん在ざいのところフォントルロイ卿きょうとよべるのは、ビーヴィスさまのご子し息そくでして、当とう座ざはロンドンの下げ宿しゅく屋やに滞たい在ざいしていらっしゃいます」

　伯はく爵しゃくはすわっている椅い子すのひじ掛かけをぎゅっとにぎり、手ての甲こうに血けっ管かんがうきあがりました。血けっ管かんはひたいにもうきあがり、まるで死し人にんのように顔かおがまっさおです。

「どういうことだ！」

　伯はく爵しゃくは大おお声ごえをはりあげました。

「おまえは正しょう気きじゃない。だれだ、そんなうそをいっているやつは？」

「それがうそだったとしたら、あまりに、たくみだといわねばなりません。今け朝さ、ひとりの女じょ性せいが、わたくしをたずねてきたんです。六年ねんまえ、ビーヴィスさまとロンドンで結けっ婚こんしたという女じょ性せいが。結けっ婚こん証しょう明めい書しょもみせられました。結けっ婚こんして一年ねんがたったころ、ふたりのあいだにいさかいが起おこり、ビーヴィスさまが手て切ぎれ金きんを支し払はらって、二に度どとじぶんに近ちかづくなとおっしゃったそうです。その女じょ性せいが五歳さいのむすこをつれておりまして。アメリカの下か層そう社しゃ会かい出しゅっ身しんで、まったくものを知しらないのです。それが最さい近きんになって、じぶんのむすこの立たち場ばに気きづいたそうです。ある弁べん護ご士しに相そう談だんしたところ、やはり彼かの女じょのむすこはフォントルロイ卿きょうとして、ドリンコートの伯はく爵しゃく家けをつぐ資し格かくがあるといわれたそうで、それを伯はく爵しゃくにみとめてほしいと、わたくしのところへやってきたのです」

　黄き色いろいサテン地じのクッションの上うえで、巻まき毛げの頭あたまがかすかに動うごきました。ひらいたくちびるのあいだから、ねむたげなため息いきを長ながくもらし、ねむりのなかで身みじろぎをします。おまえはドリンコート伯はく爵しゃくの跡あと取とりではない、ニセモノだといわれたことに、むっとしたわけではなさそうです。こちらをまじまじとみているおじいさまに、もっとじぶんのことをしっかりみてもらおうと顔かおのむきを変かえたかのようでした。

　伯はく爵しゃくのいかめしい顔かおに苦にが笑わらいがうかびました。

「だれがそんなことをみとめるものか。そういうけしからぬことをいってくるところをみると、なるほど、あのビーヴィスが選えらんだ女おんなだとなっとくする。いつだって、伯はく爵しゃく家けの名なに泥どろをぬってきたやつだからな。いくじなしのうそつきで、わるだくみばかりしていた。女おんなの趣しゅ味みもすこぶるわるい。無む知ちで粗そ野やな女おんなだと、そういったな？」

「じぶんの名な前まえさえ満まん足ぞくに書かけないようです。ろくに教きょう育いくも受うけておらず、今こん回かいの件けんは、あきらかに金かねめあてです。目め鼻はな立だちはととのっているのですが、それがなんとも下げ品ひんで──」

　潔けっ癖ぺきな弁べん護ご士しは、背せすじをふるわせました。

　老ろう伯はく爵しゃくのひたいに、むらさき色いろのロープのような血けっ管かんがうきだし、冷ひや汗あせまでにじんできました。ハンカチをとりだして汗あせをぬぐうと、いかめしい顔かおに、ぞっとする笑えみをうかべました。

「そしてこのわたしは──もういっぽうの女おんなをきらい、みとめようとしなかった。そっちは字じが書かける」

　そういって、伯はく爵しゃくはソファでねむっている子こを指ゆびさします。

「この子この母はは親おやだ。こういうことになったのは、天てん罰ばつかもしれんな」

　伯はく爵しゃくは勢いきおいよく椅い子すから立たちあがると、室しつ内ないを行いったり来きたりしはじめました。憎ぞう悪おに満みちた言こと葉ばが、口くちからつぎつぎとあふれてきます。怒いかりと憎にくしみと、どうしようもない失しつ望ぼうが、木きをゆらす嵐あらしのように、伯はく爵しゃくのからだをゆさぶっているのがわかります。

　ハヴィシャムさんはみているだけでぞっとしました。しかし、それだけ激はげしい怒いかりにおそわれていながら、伯はく爵しゃくはソファでねむっている孫まごが目めをさまさないよう気きづかい、けっして大おおきな声こえをあげようとはしません。

「上うえのむすこふたりは、伯はく爵しゃく家けのつらよごしだ！　どっちも憎にくかったが、とりわけビーヴィスが憎にくかった。だが、信しんじないぞ！　徹てっ底てい的てきに調しらべあげて、その女おんなのうそをあばいてやる！」

　そこでまた怒いかりがわいてきたようで、伯はく爵しゃくはその女おんなについて、結けっ婚こん証しょう明めい書しょのことをはじめ、つぎつぎと質しつ問もんをあびせていきました。青あおざめていた顔かおが、いまではむらさき色いろになっており、怒いかりをむりやり胸むねのなかに押おしとどめているのがわかります。

　やがてソファのほうへゆっくりもどっていき、すぐそばに立たちました。

「わたしにも子こどもをすきになることがあるなどといわれたら──」

　伯はく爵しゃくは歯はのすきまから息いきをもらしながら、ふるえる声こえでいいます。

「冗じょう談だんじゃないと、はねつけていただろう。子こどもなど大だいきらいで、とりわけじぶんのむすこたちを忌いみきらっていた……」

　そこで苦にが笑わらいをうかべ、さらにいいます。

「わたしは人ひとからすかれる人にん間げんじゃない。しかし、この子こはすいてくれる。おびえひとつみせず、つねにわたしを信しん頼らいしきっている。この子こが跡あとをつげば、わたしより、ずっとりっぱな伯はく爵しゃくになれるだろう。伯はく爵しゃく家けの名めい誉よだ」

　伯はく爵しゃくは腰こしを曲まげ、しあわせそうにねむっているセドリックの顔かおをしばらくみつめていました。ぼさぼさの眉まゆをよせてけわしい顔かおをしているものの、なぜか目めつきはきつくありません。片かた手てをあげて、セドリックのひたいに落おちるまばゆい髪かみをかきあげたあと、子こどもに背せをむけてベルを鳴ならしました。

　いちばんからだの大おおきなフットマンがやってくると、伯はく爵しゃくはソファを指ゆびさしました。

「運はこんでやってくれ」

　そういったあとで、あらたまった声こえでいいなおします。

「フォントルロイ卿きょうを、部へ屋やへお連つれしろ」
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　セドリックがフォントルロイ卿きょうとしてドリンコート城じょうに行いってしまったあと、じぶんたちのあいだには大たい西せい洋ようが広ひろがっているのだということを実じっ感かんするまでに、ホッブズさんはちょっと時じ間かんがかかりました。ふたりいっしょに過すごした、あの楽たのしいひとときは、もうもどってこないと思おもうと、さみしさが胸むねにせまってきます。じつのところホッブズさんは、それほど頭あたまがいいわけでもなく、気きがまわるほうでもありません。じぶんから進すすんで人ひとに声こえをかけるような性せい格かくでもないので、いつも友ともだちはちょっぴりしかいなかったのです。

　じぶんでなにか楽たのしいことをみつけるでもなく、あいた時じ間かんは新しん聞ぶんを読よんだり、売うり上あげの計けい算さんをしたりで、終おわってしまいます。計けい算さんはあまり得とく意いではなく、いつまでたっても数すう字じが合あわないこともあって、そんなときには、指ゆびと石せき盤ばんとえんぴつをつかって、じょうずに計けい算さんができるようになったセドリックに、よく手て伝つだってもらいました。

　セドリックはたいへんな聞きき上じょう手ずで、新しん聞ぶんになにが書かかれているか知しりたがり、独どく立りつ革かく命めいのことやイギリスのこと、選せん挙きょや共きょう和わ党とうのことなどをふたりでじっくり話はなしたものです。ですから、セドリックがいなくなったいま、店みせにぽっかり穴あながあいたように感かんじても無む理りはありません。

　最さい初しょホッブズさんは、セドリックはそんなに遠とおくへ行いったのではなく、またもどってくると思おもっていました。ある日ひ新しん聞ぶんから顔かおをあげると、戸と口ぐちのところに白しろい上じょう下げを着きて、赤あかい長なが靴くつ下したをはいた少しょう年ねんが、頭あたまのうしろに麦むぎわら帽ぼう子しをかぶって立たち、「こんにちは、ホッブズさん！　今日きょうは暑あついですね」と陽よう気きに声こえをかけてくるような気きがしていたのです。

　けれども、どれだけ日ひにちがたっても、そういうことは起おこりません。ホッブズさんはなにもする気きにならず、ただただ落おちつかない毎まい日にちをすごしていました。新しん聞ぶんを読よんでも、以い前ぜんのようにはおもしろく感かんじられません。

　新しん聞ぶんをひざの上うえにおいて、背せの高たかい丸まる椅い子すを長ながいことじっとみていると、椅い子すの脚あしについた、わずかな汚よごれに目めがいって、そうするとホッブズさんはますますさびしくなります。それはフォントルロイ卿きょうになった子こどもが、話はなしながら椅い子すの脚あしをかかとで蹴けるうちについてしまった汚よごれだったからです。いずれ伯はく爵しゃくになる人じん物ぶつであっても、おさないころには、すわった椅い子すの脚あしを蹴けるものらしく、いくら高こう貴きな血ちが流ながれていようと、そればかりは防ふせぎようがないのでした。

　ホッブズさんは金きん時ど計けいをひっぱりだして、ふたの内うち側がわに刻きざまれた言こと葉ばをじっとながめます──〝むかしからの友とも、ミスター・ホッブズへ。これをみて、ぼくを思おもいだして。フォントルロイ卿きょうより〟。心こころゆくまでながめると、大おおきな音おとをたててふたをしめ、ため息いきをもらしてから立たちあがりました。戸と口ぐちへ出でていって、ジャガイモの入はいった箱はことリンゴの入はいった樽たるのあいだに立たつと、そこから通とおりをながめます。

　夜よるになると店みせを閉しめ、パイプに火ひを付つけて舗ほ道どうをゆっくり歩あるいていき、セドリックが住すんでいた家いえのまえまで行いきます。家いえには〝貸かし家や〟のかんばんがかかっていました。ホッブズさんはそれをみあげて首くびをふり、パイプをおもいっきり強つよく吸すいます。それからしばらくすると、かなしい顔かおで、また店みせにとぼとぼもどっていくのでした。

　こういう日ひが二週しゅう間かんも三週しゅう間かんも続つづきました。なかなか新あたらしいことは思おもいつかず、思おもいついたとしても、結けっ局きょく気きが進すすまずに、いつもどおりの一いち日にちを送おくるホッブズさんでしたが、この日ひはちょっとちがいました。よし、ディックに会あいにいこうと思おもい、パイプ煙草たばこをたくさん吸すったあとで、とうとうそれを実じっ行こうに移うつすことにしたのです。

　ディックのことはセドリックからよく話はなしをきいており、会あって話はなしをすれば、少すこしは気きがまぎれるかもしれないと思おもったのです。

　そんなわけで、ディックがお客きゃくさんのブーツをせっせとみがいているところへ、背せの低ひくい、ずんぐりした男おとこの人ひとがやってきました。頭あたまがはげあがっているその人ひとは、かなしげな顔かおをして、ディックの店みせのかんばんをじっとみています。

　ずいぶん長ながいことそうやってみているので、ディックはふしぎに思おもい、いまみがいているブーツの仕し上あげをしてから、声こえをかけてみました。

「ダンナ、ひとつみがきましょうか？」

　ずんぐりした男おとこの人ひとはゆっくりとまえに出でてきて、台だいの上うえに片かた足あしをのせました。

「ああ」とひとこと。

　さっそくディックは、みがきにかかりましたが、そのあいだ男おとこの人ひとは、かんばんからディックへ、ディックからかんばんへと交こう互ごに目めを移うつしています。

「このかんばんはどうしたんだね？」

「友ともだちからもらったんスよ」とディック。「まだ小ちいさいのに、ブラシからはじまって、なにからなにまでそろえてくれて。あんないいやつはどこにもいねえ。いまはイギリスにいっちまって、なんとか卿きょうっていう貴き族ぞくになっちまいやしたがね」

「なんとか卿きょう──なんとか卿きょうというと──」

　ホッブズさんはへどもどしながらも、やっとのことでいいました。

「フォントルロイ卿きょうといって、末すえはドリンコート伯はく爵しゃくになる子こじゃないかね？」

　ディックはびっくりしてブラシを落おとしそうになりました。

「ダンナ！　あの子こを知しってるんで？」

「ああ、知しってるとも」
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　ホッブズさんは、ほてってきたおでこを、つるりとなでました。

「生うまれたときからね。一いっ生しょうの友ともだちだ」

　そういうことを他た人にんにいうのは、ホッブズさんにはとても勇ゆう気きがいりました。ポケットから金きん時ど計けいをひっぱりだして、ふたの内うち側がわをディックにみせます。

「〝これをみて、ぼくを思おもいだして〟って書かいてある。記き念ねんの品しなだ。こんなものをみなくても、あの子このことは一いっ生しょうわすれないがね」

「まったく、あんなにいいやつはいませんよ」とディック。じぶんがセドリックと知しり合あったきっかけを話はなしたあとで、「いやなことがあっても、あいつと話はなしていると気き分ぶんがよくなるんですよ」とほめたたえます。

「そうそう」ホッブズさんも負まけずにいいます。「伯はく爵しゃくにしておくにはもったいない。食しょく料りょう品ひん屋やになっても、乾かん物ぶつ屋やになっても、大おお物ものになったろうに」

　ふたりはすっかり気きが合あって、まだまだ話はなしたいことがいっぱいありました。それで次つぎの晩ばんに、ディックがホッブズさんの店みせをたずねることがきまりました。

　小ちいさいときに親おやを亡なくして路ろ上じょう生せい活かつをしてきたディックですが、わるい事ことに手てをそめたことは一いち度どもありません。いっしょうけんめいはたらいてお金かねをため、いまでは雨あめ露つゆをしのげる場ば所しょにくらせるようにもなりました。それでももっとがんばって、少すこしでもいい生せい活かつをしたいと思おもい、そのお手て本ほんになるような人ひとと知しりあいになれたらいいと願ねがっていました。角かどに店みせを構かまえ、馬うまや馬ば車しゃまで持もっているホッブズさんはまさにそれにぴったりでしたから、店みせに招しょう待たいされたのはとてもうれしかったのです。

　ふたりはたちまちなかよくなり、雑ざっ誌しや本ほんを買かいこんで、伯はく爵しゃくのことや城しろのことを調しらべるようになりました。そういう本ほんのなかに血ちをこのんで人じん民みんの首くびをかたっぱしからはねたイギリスの女じょ王おう、メアリーの話はなしがあり、それを読よむなり、ホッブズさんはセドリックのことが心しん配ぱいでたまらなくなりました。イギリスのいまの女じょ王おうはヴィクトリアだとディックにいわれても、ホッブズさんの心しん配ぱいは去さりません。いつまたそういうおかしな人にん間げんがイギリスにあらわれるかもしれないと思おもうからです。

　そんなとき、セドリックから手て紙がみがとどいたので、ふたりは大おおよろこびでした。じぶんあての手て紙がみをみせあっては、何なん度ども何なん度ども読よみ返かえし、それからまた何なん日にちもかけて返へん事じを書かき、この返へん事じもまた、もらった手て紙がみとほぼおなじだけ、くりかえし読よんでみるのでした。

　手て紙がみを書かくといっても、これはディックにはなかなかむずかしいのです。読よみ書かきをならったのは、兄あにといっしょにくらしていて、夜や間かん学がっ校こうに通かようことのできた、ほんの数すうか月げつだけ。それでも頭あたまがいいので、短たん期き間かんで身みにつけた知ち識しきを最さい大だい限げんに生いかして、新しん聞ぶんの記き事じを一いち字じ一いち字じ苦く労ろうして読よみ、舗ほ道どうや石いし垣がきにチョークのかけらをつかって字じを書かく練れん習しゅうをしてきました。

　ディックはホッブズさんに、これまでの人じん生せいを語かたってきかせました。それによると、ディックはまだおさないときに両りょう親しんを亡なくし、それからは兄あにのベンが親おや代がわりに育そだててくれたそうです。このベンがとてもいい兄あにで、できるかぎりのせわをしてくれたので、ディックもやがて新しん聞ぶんを売うり歩あるいたり、つかい走ばしりをしたりして、自じ力りきで生せい活かつしていくことができるようになりました。そんなふうにふたりでくらすうち、やがてベンは、きちんとしたお店みせに職しょくをみつけることができました。

「それだっていうのにさ！」

　ディックが声こえをはりあげます。

「とんでもねえ女おんなとくっついて、結けっ婚こんしちまった。それがものすごく気き性しょうの激はげしい女おんななんだ。ミナって名な前まえだが、ありゃほとんどトラだ。かっとなると、われをわすれて、そのへんにあるものに当あたりちらしやがる。赤あかんぼうが生うまれて朝あさから晩ばんまでギャーギャー泣ないていると、オイラに当あたりちらすんだ。一いち度どなんか皿さらを投なげてきたことがあって、さっとよけたら、それが赤あかんぼうに当あたっちまった。赤あかんぼうはあごが切きれて、この傷きずは一いっ生しょう残のこるって医い者しゃにいわれた。どこにそんな母はは親おやがいるってんだ！

　でもって、そのミナって女おんなは、かせぎがわるいって、夫おっとにまでどなりちらす始し末まつで。それでアニキは牛うしの放ほう牧ぼく場じょうでひともうけしようと、知しり合あいといっしょに西せい部ぶへ旅たびだったんです。ところがそれから一週しゅう間かんもたたないうちに、ミナが赤あかんぼうを連つれてトンズラだ。うわさによると、海うみをわたって、どっかの貴き婦ふ人じんが生うんだ子この乳母うばになったらしい。以い来らい、ぷっつり消しょう息そくを絶たっちまった。オイラだったら、やっかいばらいができてちょうどいいと思おもう。けど、アニキはずいぶんあれてました。ベタぼれだったから。たしかに見みた目めはいいんスよ。着きかざって、口くちを閉とじていりゃあ、なかなかのべっぴんだ。黒くろい目めがでっかくて、ひざまである黒くろい髪かみを一本ぽんに編あんで、頭あたまにぐるぐる巻まきつけてたっけ」

　西せい部ぶへ行いってしまった兄あにからは、これまで何なん通つうか手て紙がみが来きていました。それによると、仕し事ごとはなかなかうまくいかず、あちこちを転てん々てんとしていたようですが、ちょうどディックがホッブズさんと親したしくなったころ、カリフォルニアの放ほう牧ぼく場じょうに落おちついたという知しらせがとどいていました。

「アニキはあの女おんなに骨ほねぬきにされたようなもんだ。オイラときどき、ほんとうにかわいそうだって思おもうんスよ」

　ふたりはホッブズさんの店みせの戸と口ぐちにならんですわっていて、ホッブズさんはパイプに煙草たばこをつめています。

「結けっ婚こんなんかしなきゃよかったのにな」

　ホッブズさんはそういって、マッチを取とってこようと立たちあがりました。

「女おんななんぞ、なんの役やくに立たつっていうんだ」

　箱はこのなかからマッチを取とったホッブズさんは、はっとしてカウンターの上うえに目めを落おとしました。

「ありゃ！　こんなところに手て紙がみが！　配はい達たつしてもらったのに、新しん聞ぶんがかぶさってたかなにかで、気きづかなかったんだ」

　ホッブズさんは手て紙がみをとりあげて、しげしげとみつめます。

「あの子こからだぞ！」

　もうパイプのことなどすっかりわすれて、わくわくして椅い子すにもどり、小こ刀がたなをつかって、ふうとうをあけました。

「さてさて、こんどは、どんな知しらせかな」

　そうしてひらいた手て紙がみには、次つぎのような文ぶん章しょうが書かかれていました。






ドリンコート城じょうから、だいすきなホッブズさんへ、




　ぼくは、これを大おおいそぎでかいています。なぜかとゆうとびっくりすることがおきたからです。ぼくは、ほんとうは、フォントルロイきょうじゃなくて、はくしゃくにもならないでいいそうです。ビーヴィスとゆうぼくのおじさまが、けっこんしていた女おんなの人ひとに子こどもがいて、その子こがフォントルロイきょうなのです。ビーヴィスおじさんはしんでしまいましたが、そのおくさんが子こどもおつれてやってきました。イギリスでは、はくしゃくの一いちばん上うえのむすこの子こどもが、はくしゃくになるんだそうです。ぼくのパパは、おじいさまの一いちばん下したのむすこなので、ぼくはセドリック・エロル、ニューヨークにいたときとおなじです。

　さいしょ、ぼくがもらったものは、ぜんぶその子こにあげないといけないのかなとおもいました。でもポニーとばしゃはもってていいと、おじいさまにいわれました。おじいさまはとてもかなしそうです。フォントルロイきょうおつれてやってきた女おんなの人ひとがすきじゃないみたいです。ぼくはさいしょ、はくしゃくにはなりたくなかったのですが、いまはなりたいです。だってお城しろはとってもきれいだし、みんなとってもやさしいし、お金かねがとってもたくさんあれば、とってもいろんなことができるからです。でももうお金かねもちじゃないので、ディアリストのためにも、はたらいてお金かねをかせがないといけません。ウィルキンズさんに、うまのせわおどうやるのかききました。ぼくはうまのせわがかりか、ぎょしゃになろうとおもってます。

　その女おんなの人ひとがお城しろにやってきて、おじいさまやハヴィシャムさんとはなしていると、大おおきなこえがきこえてきます。女おんなの人ひとはおこっていて、おじいさまもおこっています。おじいさまがおこるなんて、はじめてです。みんなおこらないでほしいです。このことはホッブズさんとディックがしりたがるとおもったので、すぐ手てがみおかきました。







むかしからの友ともだち、（フォントルロイきょうじゃない）セドリック・エロルより。








　ホッブズさんは椅い子すの上うえでのけぞって、手て紙がみをひざの上うえに落おとしました。小こ刀がたなが床ゆかの上うえにすべり落おちるのといっしょに、手て紙がみも床ゆかに落おちました。

「うへー、こりゃ、おったまげた！」

　あまりにおどろいたもので、いつもの〝たまげた〟に〝お〟がつきました。

「ってことは、あの子こはぜんぶうしなったってことっスか？」

「まちがいねえ、これはイギリスの貴き族ぞくが仕し組くんだことだ。あの子こがアメリカ人じんだから、伯はく爵しゃくにはしたくねえ。それで身みぐるみはいだってわけだ。独どく立りつ革かく命めいのときから、オレたちにうらみをもってやがって、それをあの子こにぶつけたってわけよ。だから、オレは心しん配ぱいしてたんだ！」

　最さい初しょのうちは、セドリックが伯はく爵しゃくになることをよく思おもっていなかったホッブズさんですが、これまで送おくられてきた手て紙がみを読よむうちに、それもわるくないと思おもえ、ぜいたくな生せい活かつをしている、おさない友ともだちに、誇ほこらしささえ覚おぼえるようになっていました。それなのに伯はく爵しゃくの地ち位いといっしょに、そういった生せい活かつをすべてうばわれてしまうとなると、それはやはり、とてもつらいにちがいないと思おもいます。

　それからホッブズさんは、この件けんをディックと遅おそくまで話はなしあい、ディックが帰かえる時じ間かんになると、いっしょに通とおりに出でて角かどのあたりまで送おくっていきました。ひとりで店みせへもどる道みちすがら、貸かし家やのかんばんがかかった家いえのまえで足あしをとめ、いつものようにそこでパイプを吹ふかしました。がらんとした家いえをみつめながら、ホッブズさんの心こころのなかには激はげしい嵐あらしがふきあれていました。
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　城しろで晩ばん餐さん会かいがひらかれてから数すう日じつもしないうちに、イギリスで新しん聞ぶんを読よんでいる人ひとはひとり残のこらず、ドリンコート城じょうで起おきた奇き想そう天てん外がいな話はなしを知しることになりました。記き事じにはこまかい部ぶ分ぶんまでくわしく書かかれていて、読どく者しゃはおもしろくてたまりません。

　アメリカ人じんの少しょう年ねんがイギリスに連つれてこられ、フォントルロイ卿きょうとしてくらすことになった。その子こがまた、見み目めうるわしい、まったくすばらしい子こどもで、あっというまに周しゅう囲いの人ひと々びとをとりこにし、伯はく爵しゃくも鼻はな高たか々だか。ところがそこへ、こちらこそが本ほん物ものだという、新あらたなフォントルロイ卿きょうがあらわれて……。

　気きがつけば、街まちのいたるところでこの問もん題だいが論ろんじられ、大おおさわぎになっていました。ドリンコート伯はく爵しゃくは新あたらしく名な乗のり出でたフォントルロイ卿きょうとその母はは親おやが気きに入いらず、裁さい判ばんにかけて、きっちり決けっ着ちゃくをつけるつもりらしいといううわさも広ひろまりました。

　伯はく爵しゃく領りょうのある田舎いなか町まちが、これほど興こう奮ふんにわくのは初はじめてのことでした。市いちの立たつ日ひ、集あつまった買かい物もの客きゃくたちは口くち々ぐちにこのことを話はなしあい、いったいどうなることやらと気きをもみましたし、農のう家かのおかみさんたちは、お茶ちゃをのみながら、人ひとからきいた話はなしやじぶんの考かんがえをひろうしました。当とう然ぜんながらミセス・ディブルの店みせは大だい繁はん盛じょう。くわしい情じょう報ほうを手てに入いれようと、お客きゃくさんがつぎつぎと押おしかけました。

「これはきっと天てん罰ばつだって、あたしはそうにらんでるんだ。あの伯はく爵しゃくは、おさない子こどもを母はは親おやから引ひき離はなしたんだからね。で、城しろにのりこんできた女おんなっていうのが、また厚あつかましくて、下げ品ひんなんだってさ。エロル夫ふ人じんとは天てんと地ちほどもちがう。あんな女おんなの下もとではたらくのはまっぴらごめん、とっととやめてやるって、トマスさんがいってたそうだよ」

　城しろのなかでも、やはり大おおさわぎ。書しょ斎さいでは伯はく爵しゃくとハヴィシャムさんがすわって話はなしあっていますし、使し用よう人にんのたまり場ばではトマスと執しつ事じを中ちゅう心しんにみんなが集あつまって、四し六ろく時じ中ちゅう、その話はなしをしています。馬うま小ご屋やではウィルキンズが、すっかりしょげていました。茶ちゃ色いろのポニーの毛け並なみをこれまで以い上じょうに美うつくしくととのえながら、あんなに勇ゆう敢かんな子こはいないのにと、馭ぎょ者しゃをあいてに、かなしそうにグチをこぼしています。

　これだけ大おお勢ぜいの人ひと々びとが大おおさわぎをしているなか、ひとりだけ落おちついて、平へい気きな顔かおをしている人ひとがいました。おまえはもうフォントルロイ卿きょうではないのだと、はっきりいわれたセドリックです。最さい初しょにそれをきいたときには、まったくわけがわからず、とまどったのはたしかですが、じぶんの将しょう来らいがだいなしになったと、じたばたすることはありませんでした。

　伯はく爵しゃくがその話はなしを切きりだしたとき、セドリックは丸まる椅い子すに腰こしをおろし、興きょう味みしんしんで話はなしをきくときのくせで、片かたひざをだいていました。話はなしをきき終おわったとき、セドリックの顔かおはまったく真しん剣けんになっていました。

「それは──おかしいです」

　伯はく爵しゃくはなにもいわず、だまって孫まごの顔かおをみつめています。じつは伯はく爵しゃくも、おなじ気き持もちだったのです。いつもしあわせいっぱいの小ちいさな顔かおに、こまった表ひょう情じょうがうかんでいるのをみると、その思おもいが強つよくなっていきます。

「ディアリストはもう、あの家いえに住すめないんですか？　馬ば車しゃもとりあげられてしまいますか？」

　セドリックがおずおずとききました。少すこし声こえがふるえています。

「そんなことがあるもんか！」

　伯はく爵しゃくは大おおきな声こえで、きっぱりいいました。

「よかった！」

　たちまちセドリックの顔かおに、ほっとした表ひょう情じょうがうかびました。

　しばらくして伯はく爵しゃくが目めをやると、セドリックは悲かなしそうな顔かおをして、大おおきくみひらいた目めをうるませていました。

「その、新あたらしくやってくる子こ……」

　セドリックは声こえをふるわせていいます。

「これからはその子こが、いままでのぼくみたいに──おじいさまのだいじな孫まごになるんですね？」

「ちがう！」

　まるで怒おこってでもいるように、強つよい言こと葉ばがかえってきたので、セドリックはびくんとしました。

「ちがう？」

　セドリックはきょとんとしながら、祖そ父ふのことばをくりかえしました。

「その子こじゃない？　それじゃあ──」

　とつぜんセドリックは丸まる椅い子すから立たちあがりました。

「それじゃあ、ぼく？　伯はく爵しゃくにならなくっても、ぼくはおじいさまのだいじな孫まごなんですね！」

　赤あかくなっていた小ちいさな顔かおが、これ以い上じょううれしいことはないというように光ひかりかがやいています。

　伯はく爵しゃくは目めの前まえの孫まごを、頭あたまのてっぺんから足あし先さきまで、まじまじとみつめました。まるでそのすがたを目めに焼やきつけようとするかのようです。ぎゅっとよせた、ぼさぼさの眉まゆの下したで、落おちくぼんだ目めが、ぬれたように光ひかっています──これはどうしたことでしょう？

「わたしの孫まごは、おまえだけだ！」

　かすかに声こえがふるえて、のどをつまらせたように少すこしかすれています。まったく伯はく爵しゃくらしくない声こえですが、それでも次つぎに出でてきた言こと葉ばには、断だん固ことしたひびきがありました。

「わたしが生いきているかぎり、おまえはわたしのいちばんの孫まごだ。それどころか、わたしが愛あいした子こどもは、生しょう涯がいでおまえひとりという気きがする」

　セドリックはうれしさのあまり、顔かおから髪かみの根ねもとまで、ぱあっと赤あかくなりました。両りょう手てをポケットの奥おく深ふかくにつっこみ、おじいさまの顔かおを正しょう面めんからじっとみつめます。

「それならぼく、伯はく爵しゃくのことはどうでもいいです。伯はく爵しゃくになんかならなくていい。ぼく、おじいさまのだいじな孫まごは、伯はく爵しゃくになる子こだけだと思おもってたから……伯はく爵しゃくにならないぼくは、もうおじいさまのだいじな孫まごじゃなくなるんだって思おもったんです。だけど、そんなのおかしいって」

　伯はく爵しゃくは孫まごの肩かたに手てをおいて、ひきよせました。

「おまえはだいじな孫まごだ。おまえからはなにひとつ、とりあげさせない。わたしが全ぜん力りょくで守まもる」

　そこで伯はく爵しゃくは息いきを強つよく吸すいました。

「わたしの跡あとをついで伯はく爵しゃくになるのに、おまえほどふさわしい人にん間げんはいないんだ。その思おもいは変かわらない。この先さきなにが起おきようとも、わたしはおまえにすべてをささげるつもりだ！」

　子こどもをあいてに話はなしているという感かんじではありません。顔かおつきにも声こえの調ちょう子しにも、強つよい決けつ意いが表あらわれていて、こうなったらとことん戦たたかうと、じぶんの心こころに誓ちかっているかのようです。

　問もん題だいの女おんなは、ハヴィシャムさんに会あってから数すう日じつして、子こどもを連つれて城しろにやってきましたが、戸と口ぐちでフットマンに追おいはらわれてしまいました。伯はく爵しゃくはお会あいにならない、この件けんについては弁べん護ご士しにすべて任まかせてあるといわれたのです。

　女おんなは馬ば車しゃに乗のって帰かえりました。半はん分ぶんおびえ、半はん分ぶん怒おこった顔かおをしています。ハヴィシャムさんは最さい初しょに会あったときに気きづいていました。気き性しょうがはげしく、ずいぶんと横おう柄へいでありながら、この女おんなはさほど頭あたまは切きれず、思おもいきったことをやってのける度ど胸きょうもないのだと。軽かるい気き持もちで乗のりこんだはずが、こんなに大おおきな反はん対たいにあって、圧あっ倒とうされているようでした。

　伯はく爵しゃくは会あうつもりなどありませんでしたが、ハヴィシャムさんが、その女おんなの滞たい在ざいしているドリンコート・アームズという下げ宿しゅく屋やに、じぶんといっしょに乗のりこむよう勧すすめました。

　部へ屋やに入はいってくる伯はく爵しゃくをみたとたん、女おんなの顔かおはまっさおになりました。それでも早はや口くちで要よう求きゅうをまくしたて、みとめてくれないなら、どこへでも訴うったえてやると、かんしゃくを起おこしました。

　そのときにはもう伯はく爵しゃくは、どうどうとした足あしどりで部へ屋やに入はいって、女おんなのまえにすっくと立たっていました。女おんなよりはるかに背せが高たかく、気き品ひんといい迫はく力りょくといい、貫かん禄ろくたっぷりの貴き族ぞくです。わめきたてる女おんなに言こと葉ばひとつ返かえすでもなく、太ふとい眉まゆの下したで、するどいまなこを光ひからせて、頭あたまのてっぺんから足あしの先さきまで、あいてをじろじろながめまわしています。まるでおぞましい生いき物ものでも検けん分ぶんしているかのようです。女おんながわめくのにもつかれたころ、伯はく爵しゃくはようやく口くちをひらきました。

「あなたが、うちの長ちょう男なんの妻つまだそうですな。もしそれがほんとうで、お持もちになった書しょ類るいにも不ふ備びがなければ、法ほう律りつにより、あなたの要よう求きゅうは満みたされるはず。そうなれば、あなたの子こどもがフォントルロイ卿きょうということになります。この件けんについては、こちらで徹てっ底てい的てきに調しらべあげるつもりですので、どうぞご安あん心しんください。そちらの訴うったえがとおれば、あなたにはそれ相そう応おうの待たい遇ぐうが保ほ証しょうされましょう。いやはや、まさにあなたは、わがむすこ、ビーヴィスが選えらんだ女じょ性せいだと、なっとくいたしました」

　それだけいうと、伯はく爵しゃくは女おんなに背せをむけて、入はいってきたときとおなじように、どうどうとした足あしどりで部へ屋やを出でていきました。

　それから数すう日じつもしないうちに、セドリックの母はは親おや──エロル夫ふ人じんをたずねてきた人ひとがいました。夫ふ人じんが小ちいさな居い間まで書かき物ものをしていると、客きゃくのおとずれを告つげにきたメイドがずいぶん興こう奮ふんし、目めをまんまるにしていいました。

「奥おくさま、伯はく爵しゃくさまご自じ身しんが、おみえになりました！」

　エロル夫ふ人じんが客きゃく間まに入はいっていくと、とても背せの高たかい、りっぱなすがたの老ろう紳しん士しが、トラの毛け皮がわの上うえに立たっていました。老おいていながら、顔かお立だちのするどい美び男なん子しで、白しろい口くちひげを長ながくのばし、意い志しの強つよそうな目めをしています。

「エロル夫ふ人じんだな？」と伯はく爵しゃく。

「はい、さようでございます」

　夫ふ人じんがこたえました。

「わたしは、ドリンコート伯はく爵しゃくだ」

　そこで伯はく爵しゃくはちょっと口くちをつぐみ、こちらをみあげている目めに、われしらず目めをやりました。まだあどけなさの残のこる、やさしく大おおきな目め。それはここ数すうか月げつ、毎まい日にちじぶんをみあげていた目めとうり二ふたつで、なんともいえない妙みょうな気き分ぶんでした。

「あの子こは、おまえにそっくりだ」

　伯はく爵しゃくの口くちからとうとつに言こと葉ばがとびだしました。

「よく、いわれます。でも父ちち親おやににているとおっしゃる方かたもいて、それもまたうれしいものです」

「たしかに、にている。うちの──むすこにも」

　伯はく爵しゃくはそういうと、片かた手てをあげて、白しろいゆたかな口くちひげを強つよくひっぱりました。

「今日きょうわたしがここに来きた理り由ゆうが、わかるかね？」

「おききしたところでは、新あらたにフォントルロイ卿きょうを名な乗のる方かたがあらわれたとか──」

「その件けんでいいたいことがあってやってきた。むこうの訴うったえは、こちらで調ちょう査さをしたのち裁さい判ばんにかけ、しりぞけられるものなら、しりぞける。あらゆる法ほう律りつの力ちからを味み方かたにつけて、なんとしてでもあの子こを守まもってみせる。あの子この権けん利りは──」

　やわらかな声こえが、伯はく爵しゃくの話はなしに割わって入はいりました。

「生うまれながらに権けん利りがないのでしたら、なにも持もたせてはいけないと思おもいます。たとえ法ほう律りつがゆるしたとしても」

「いや、残ざん念ねんながら法ほう律りつはゆるさないようだ。ああいうけしからん女おんなと子こどもこそが、ほんとうは──」

「伯はく爵しゃくさま、きっとその方かたも、わたしがセドリックを思おもうのとおなじように、お子こさんのことを大だい事じに思おもっていらっしゃるのでしょう。その方かたが、ご長ちょう男なんの奥おくさまだというなら、やはりそのお子こさんこそがフォントルロイ卿きょうであって、うちの子こではないのです」

　伯はく爵しゃくがあいてでもエロル夫ふ人じんはおびえることなく、セドリックとおなじように、こちらの顔かおをまっすぐみつめています。つねに人ひとからおそれられる存そん在ざいであったじぶんに、どうどうと意い見けんを述のべてくる人にん間げんがいる。そのことにおどろきながらも、うれしさを感かんじる伯はく爵しゃくでした。

「どうやらおまえは、あの子こがドリンコート城じょうの伯はく爵しゃくにならないほうが、うれしいようだ」

　夫ふ人じんの美うつくしい顔かおが真まっ赤かになりました。

「ドリンコート城じょうの伯はく爵しゃくになるという、これ以い上じょうに晴はれがましいことはございませんわ。それは十じゅう分ぶん承しょう知ちしております。けれどもわたしのいちばんの願ねがいは、あの子こが父ちち親おやのようになること──つねに勇ゆう敢かんで、正ただしく、誠せい実じつであってほしいのです」

「なるほど、祖そ父ふとは正せい反はん対たいの人にん間げんになれということだな」

　伯はく爵しゃくは皮ひ肉にくっぽくいいました。

「わたしには、あの子このおじいさまを存ぞんじあげる機き会かいがございませんでした」

　エロル夫ふ人じんがこたえます。

「でも、あの子こが──」

　そこで夫ふ人じんは一いっ瞬しゅん口くちをつぐみ、伯はく爵しゃくの顔かおを静しずかにみつめてから、先さきを続つづけます。

「あの子こが、おじいさまを心こころからしたっていることは存ぞんじております」

「わたしがおまえを城しろからしめだしていると知しっても、あの子こはわたしをしたってくれるだろうか？」

「いいえ。そうは思おもいません。ですから、あの子こには知しられたくなかったんです」

「ほほう、ふつうの母はは親おやなら、まっさきに子こどもに教おしえるものだが」

　伯はく爵しゃくは、ふさふさした口くちひげを、これまで以い上じょうに強つよくひっぱりながら、ふいに部へ屋やのなかをせかせかと行いったり来きたりしだしました。

「ああ、たしかにあの子こはわたしをしたっている。わたしもあの子こがだいすきだ。これまでだれかをこれほどまでに、いとしいと思おもったことはない。会あった最さい初しょから、あの子こはわたしをよろこばせてくれた。こんなに長ながく生いきてきて、すっかり人じん生せいにうんざりしていたんだが、そんなわたしにあの子こは生いきがいをくれたんだ。あの子こがいつかじぶんの跡あとをついで、ドリンコート家けの当とう主しゅになると思おもうと、誇ほこらしくてたまらない」

　伯はく爵しゃくはエロル夫ふ人じんのところへもどってきて、目めのまえに立たちました。

「つらいよ。まったくやりきれない！」

　じっさいそのとおりでした。あの気け高だかい伯はく爵しゃくが、声こえばかりか、手てもふるわせています。一いっ瞬しゅんですが、落おちくぼんだけわしい目めに、なみだがにじんだようでした。

「それだから、おまえに会あいにきたんだろうな」

　伯はく爵しゃくは強つよいまなざしを夫ふ人じんにむけます。

「わたしはおまえをずっとねたんでいた。だが今こん回かいのことで、その気き持もちが変かわった。むすこのビーヴィスの妻つまを名な乗のる、あの鼻はな持もちならない女おんな。あれに会あったあとで、おまえに会あうと心こころからほっとするだろうと思おもったのだ。これまで、わたしは老ろう人じんのがんこさで、おまえにひどい仕し打うちをした。わたしがここに来きたのは、おまえがあの子こそっくりで、あの子こがおまえを愛あいしているからだ。わたしはあの子こが愛いとしくてならない。それに免めんじて、どうかつらくあたらんでほしい」
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　まったくぶっきらぼうで、らんぼうといっていい口く調ちょうでしたが、じぶんの心こころをすなおにさらけだした伯はく爵しゃくに、夫ふ人じんは心こころを動うごかされました。

　立たちあがると、ひじかけ椅い子すを少すこし押おしだしました。

「おかけになってはいかがですか」

　やさしい声こえには、あいての気き持もちを思おもいやるひびきがあります。

「今こん度どのことでは、ほとほとお疲つかれになったことでしょう。どうかお力ちからを落おとしになりませんように」

　こんなふうにすなおに、やさしい言こと葉ばをかけられたのは初はじめてで、伯はく爵しゃくもまた、すなおに椅い子すに腰こしをおろしました。

　立たち去さるまえに、伯はく爵しゃくは室しつ内ないをぐるっとみまわしました。

「ここは気きにいったかね？」

「はい、とても」とエロル夫ふ人じん。

「気き持もちがいい部へ屋やだな。またうかがって、この件けんについて相そう談だんさせてもらってもいいだろうか？」

「いつでも、おすきなときにいらしてください」

　夫ふ人じんはそうこたえました。
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　フォントルロイ卿きょうをめぐる話はなしがイギリスの新しん聞ぶんをにぎわせば、とうぜんながら、アメリカの新しん聞ぶんも放ほうってはおきません。これだけおもしろい話わ題だいを軽かるくあつかっておしまいにするのは、あまりにもったいないので、各かく紙しが争あらそうようにくわしい情じょう報ほうを伝つたえました。

　ホッブズさんは、かたっぱしから新しん聞ぶんを買かい集あつめ、書かかれている内ない容ようを読よみくらべて、びっくりぎょうてんしました。フォントルロイ卿きょうは、まだ乳ち飲のみ子ごだと書かく新しん聞ぶんがあるかと思おもえば、べつの新しん聞ぶんでは、オックスフォード大だい学がくに通かよう青せい年ねんだと書かいてあり、さらには、ただいま公こう爵しゃく家けの美うつくしい令れい嬢じょうと婚こん約やく中ちゅうだと書かかれた記き事じや、すでに結けっ婚こんしたと書かかれているものまでありました。

　ひどいものでは、フォントルロイ卿きょうとしてアメリカから連つれてこられた子こどもは、ニューヨークの道みちばたで寝ね起おきをする新しん聞ぶん売うりの少しょう年ねんで、伯はく爵しゃくとはなんの関かん係けいもないとまで書かかれていました。

　ホッブズさんはこういった新しん聞ぶんを、頭あたまがくらくらするまで読よみつづけ、夜よるにはディックをあいてに、この問もん題だいについて話はなしあいます。

「こいつは、なんとか手てをうたんといかんなあ」とホッブズさん。

　しかしふたりにできることといえば、手て紙がみを書かいてはげますことぐらいです。もしアメリカにもどってくるなら、いっしょに靴くつみがき屋やをやろうとディックは書かき、ホッブズさんのほうは、大おおきくなったら、いっしょに食しょく料りょう品ひん屋やができるように、いまから準じゅん備びをしておくと書かきました。おたがいに書かいた手て紙がみをみせあったあと「まあ伯はく爵しゃくになれなかったとしても、オレたちがいれば、あの子こが食くいっぱぐれることはないってことだ」とホッブズさんはいい、ひとまず安あん心しんしたようです。

　その翌よく朝あさ、ディックの店みせへ、新しん米まい弁べん護ご士しのハリソンさんが靴くつをみがいてもらいにやってきました。その近ちかくにそまつな事じ務む所しょをかまえて、まずしいくらしをしているのですが、とても明あかるく情じょう熱ねつ的てきな若わか者ものです。靴くつをみがいてもらいながら、いつもディックに親したしげに言こと葉ばをかけてきます。

　左さ右ゆうの靴くつがみがきあがると、ハリソンさんは読よみ終おえた新しん聞ぶんをディックにさしだしました。最さい近きんよくみかけるようになった新あたらしい新しん聞ぶんで、有ゆう名めい人じんの写しゃ真しんをのせています。

「ほらディック、こいつをやるから、朝あさめしでも食くいながら目めをとおすといいよ。イギリスの城しろと、伯はく爵しゃくの息子むすこの妻つまだっていう人ひとの写しゃ真しんがのってる。すごい分ぶん量りょうの髪かみだなあ──なかなかの美び人じんだけど、こりゃ、みるからに問もん題だいを起おこしそうなタイプだ。まあきみも、こういった上じょう流りゅう階かい級きゅうの人ひとたちとお近ちかづきになったほうがいい。手てはじめに、このドリンコート城じょうの伯はく爵しゃくの跡あとつぎと、その母はは親おやなんかと──おい！　どうした？」

　ハリソンさんのいう記き事じは新しん聞ぶんの一面めんに掲けい載さいされており、ディックは目めと口くちを大おおきくあけて、そこにのっている写しゃ真しんをみつめていました。顔かおがまっさおになっています。

　ディックは写しゃ真しんに写うつっている、黒くろい髪かみを頭あたまにぐるぐる巻まきつけた女おんなを指ゆびさして、大おお声ごえをはりあげました。

「こいつですよ、こいつ！　知しってるんです！」

　写しゃ真しんの下したには、〝レディ・フォントルロイ（申もうし立たて人にんの母はは）〟と書かかれています。

　若わかい弁べん護ご士しはげらげら笑わらいました。

「どこで知しり合あったんだい？　このあいだ、ちょっとパリまであそびに行いったときかい？」

　冗じょう談だんに笑わらいかえすひまもありませんでした。ディックは道どう具ぐをあわてて片かたづけると、今日きょうはこれで店みせじまいですといって、ホッブズさんの店みせをめざし、いちもくさんに駆かけだしました。

　それから五分ふんもしないうちに、ディックはホッブズさんの店みせにとびこんでいました。カウンターの上うえに新しん聞ぶんをバンッとおき、息いきをはあはあ切きらして、しばらくしゃべることもできません。

「おい！　どうした！　なにかあったのか？」

　ホッブズさんにきかれ、ディックは肩かたで息いきをしながら「この写しゃ真しんの女おんな！」とさけびました。

「こいつのどこが貴き族ぞくだっていうんだ！　このツラはまちがいねえ、ミナだ！　ミナ！　どこにいようが、すぐわかる。ベンにきいてみたっていい」

　ホッブズさんは椅い子すにどすんと腰こしをおろしました。

「だから、でっちあげだっていったんだ。あの子こがアメリカ人じんだからって仕し組くんだんだ」

「ちがう！」

　ディックが大おお声ごえをあげました。

「仕し組くんだのは、この女おんなだよ。いつだってわるいことばっかり考かんがえてた。こないだ読よんだ新しん聞ぶんに、子こどものあごに傷きずがあるって書かいてあったのを思おもいだして、ピンときたんだ」

　ホッブズさんの頭あたまにかーっと血ちがのぼってきました。こんな不ふ正せいがまかりとおるなんてゆるせない、なんとしてでもたださなきゃいけないと思おもったようです。それはディックもおなじで、さあどうしてやろうかと、やる気きまんまんです。

　まずディックは兄あにのベンに手て紙がみを送おくることにしました。新しん聞ぶんの写しゃ真しんを切きりぬいて、それをいっしょに送おくってやろうというのです。ホッブズさんはセドリックと伯はく爵しゃくあてに手て紙がみを書かくことにしました。とそこで、ディックがはっと思おもいつきました。こういうときこそ、弁べん護ご士しの出で番ばんだ！

　それでふたりはハリソンさんの事じ務む所しょに行いって、力ちからを貸かしてくれるよう頼たのみました。

　もしハリソンさんがベテランの弁べん護ご士しだったら、あまりに奇き想そう天てん外がいな話はなしに、きっとあいてにしてもらえなかったでしょう。しかしそこは若わかい新しん米まい弁べん護ご士しのこと、仕し事ごととお金かねには不ふ自じ由ゆうしても、時じ間かんと情じょう熱ねつはいくらでもあるのでした。ハリソンさんはふたりの依い頼らいをこころよく引ひき受うけ、まずは、ディックの兄あにベンと、ドリンコート伯はく爵しゃくの弁べん護ご士しに事じ情じょうを知しらせるのが先せん決けつだといって、さっそく手て紙がみを書かきました。
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　その手て紙がみがとどいた晩ばんはたいへんな騒さわぎとなりました。伯はく爵しゃくとハヴィシャムさんはドリンコート城じょうの書しょ斎さいで、さっそく作さく戦せんを練ねりにかかりました。

「やはりにらんでいたとおりでした」とハヴィシャムさん。

　じつはハヴィシャムさんが何なん度どか面めん談だんを重かさねるうちに、女おんなはじぶんからつぎつぎとボロを出だしていたのです。あまり頭あたまがよくないので、するどい質しつ問もんをぶつけられると、はたとこまってしまい、あわてて適てき当とうなことをいうと、そこからまたうそがばれる。そんなことが何なん度どか続つづくうちに、しまいにはもうやぶれかぶれになって、どなりちらす始し末まつだったのです。

「三度どの面めん談だんを終おえたところで、強つよい疑うたがいをいだきました」

　ハヴィシャムさんが伯はく爵しゃくにいいました。

「子こどもの生せい年ねん月がっ日ぴについてうっかり口くちをすべらせたんですよ。それからすると、ロンドンで生うまれたという話はなしとくいちがいが出でますし、子こどもの年ねん齢れいも上うえになります。あいてはあわてていいつくろおうとしたのですが、こちらはだまされません。これはぜったいおかしいと思おもったのです。この手て紙がみを読よんで、やはりわたくしの疑ぎ念ねんは当あたっていたとわかりました。

　ベンとディックという兄きょう弟だいふたりに、これからすぐ電でん報ぽうを打うって、こちらに来きてもらいましょう。ただしあの女おんなには、そういった事じ情じょうはすべて伏ふせておくのです。予よ想そうもしないときに突とつ然ぜん目めのまえにあらわれたほうが衝しょう撃げきも強つよい。きっとその場ばで化ばけの皮かわがはがれるでしょう」

　じっさいハヴィシャムさんの作さく戦せんどおりにことは運はこびました。女おんなに気きづかれないように、ハヴィシャムさんはいつもとなにも変かわらない調ちょう子しで、あなたの訴うったえについてはきちんと調しらべますからといって、女おんなを安あん心しんさせておきました。女おんなのほうは、この調ちょう子しならうまくいきそうだと図ずにのって、しだいにえらそうな態たい度どになっていきました。

　しかしある晴はれた朝あさ、下げ宿しゅく屋やですわっていた女おんなのもとにハヴィシャムさんがやってきました。そのあとから、ふたりの兄きょう弟だいと、ドリンコート伯はく爵しゃくがすがたをあらわしたとたん、女おんなははじかれたように立たちあがり、あまりの恐きょう怖ふにひきつった声こえをもらしました。

　何なん千ぜんキロも離はなれたところにいると思おもっていた人にん間げんが、なぜいまここにいるのか。ここ数すう年ねん、ほとんど思おもいだしもしなかった男おとこふたりが、じぶんの目めの前まえに立たっているのですから、おどろくのはあたりまえです。まさかふたたび顔かおを合あわせるとは思おもっていなかったのでしょう。

「やあ、ミナ！」

　ディックがにやりと笑わらって声こえをかけました。からだの大おおきいほうの男おとこ──この人ひとがベンです──は、しばらくその場ばに突つっ立たって、女おんなの顔かおをだまってみています。

「この女じょ性せいをごぞんじかね？」ハヴィシャムさんが両りょう者しゃの顔かおに順じゅん番ばんに目めをやってたずねました。

「はい」ベンがこたえました。「わたしも知しっていますし、この女おんなもわたしのことを知しっているはずです」

　それだけいうと、ベンはもう顔かおをみるのもいやだというように、女おんなにくるっと背せをむけて、窓まどの外そとに目めをやりました。

　すべてばれてしまったとわかった女おんなは、ベンとディックがむかし何なん度どもみてきたように、とつぜんかんしゃくを起おこしました。思おもいつくかぎりの悪わる口くちを、ふたりの兄きょう弟だいにぶつけ、しまいには脅おどし文もん句くまで口くちにする始し末まつ。しかしベンはふりかえりません。

「わたしはどこの裁さい判ばん所しょでも証しょう言げんできます」

　ベンはハヴィシャムさんにむかっていいました。

「必ひつ要ようなら、ほかにも十人にん以い上じょう、証しょう言げんしてもらえる人ひとを知しっています」

　ベンはそこで片かた手てをこぶしに握にぎり、ミナのほうをふりかえりました。

「子こどもはどこだ？　あの子こはオレが育そだてる。おまえにはもう指ゆび一いっ本ぽんふれさせない。夫ふう婦ふのなかもこれまでだ」

　ちょうどベンがそういい終おわったところで、奥おくの寝しん室しつにつづくドアが少すこしひらいて、男おとこの子こがそっと顔かおを出だしました。おそらく大おお声ごえにおどろいて出でてきたのでしょう。ハンサムとはいえませんが、感かんじのいい顔かおで、ベンにそっくりです。だれがみても親おや子こだとすぐわかるでしょう。そしてこの子このあごには、三さん角かく形けいの傷きずがありました。

　ベンは子こどもに歩あゆみより、ふるえる手てで子こどもの手てをにぎりました。

「トム、おまえのパパだよ。パパといっしょに行いこう」

　とつぜんこんなことをいわれたら、ふつうはおどろくでしょう。でも少しょう年ねんは、おかしなことが起おきるのにはもうすっかりなれていました。そもそも、赤あかんぼうのときからずっといたところに、いきなりこの女おんながやってきて、じぶんがおまえの母はは親おやだといいだしたのですから。少しょう年ねんはこの女おんなが大だいきらいだったので、父ちち親おやだという人ひとに、よろこんでついて行いくつもりでした。

　ベンは子こどもの手てを引ひいて部へ屋やから出でていき、女おんなのほうは二に度どとふりかえりませんでした。

「さてさて、お嬢じょうさん」

　ハヴィシャムさんが女おんなに声こえをかけました。

「これはまずいですな。刑けい務む所しょに入はいりたくなかったら、本ほん気きで行こう動どうをあらためなければなりません」

　そのたんたんとした口く調ちょうに女おんなはかえって恐きょう怖ふを感かんじ、ここは逃にげるのがいちばん安あん全ぜんだとさとったようです。強つよいまなざしで弁べん護ご士しをぎろりとにらむと、そのまえを走はしってすぎ、となりの部へ屋やに入はいってドアをらんぼうに閉しめました。

「これでもう、めんどうは起おこさないでしょう」とハヴィシャムさん。

　じっさいそのとおりで、女おんなはその晩ばんのうちに下げ宿しゅく屋やをとびだすと、ロンドン行ゆきの列れっ車しゃに乗のりこみ、以い来らい二に度どとすがたをみせませんでした。

　伯はく爵しゃくのほうはそれからすぐ馬ば車しゃに乗のりこみました。

「コート・ロッジへ」と、トマスにひとこと。

「コート・ロッジへ」と、トマスが馭ぎょ者しゃに伝つたえます。

　コート・ロッジのまえに馬ば車しゃがとまったとき、セドリックは母はは親おやといっしょに居い間まにいました。

　メイドが女おんな主しゅ人じんに来らい客きゃくがあったことを伝つたえるまえに、伯はく爵しゃくはもう玄げん関かんに入はいっていました。ふだんより少すこし背せが高たかくみえ、ずいぶんと若わか返がえったようすです。落おちくぼんだ目めが、きらっと光ひかりを放はなちました。

「フォントルロイ卿きょうは、どこだね？」

　まえに進すすみ出でてきたエロル夫ふ人じんの顔かおがぽっと赤あかくなりました。

「フォントルロイ卿きょうとおっしゃるのは？　まさか、あの子このことですか？」

　伯はく爵しゃくはじぶんから手てをさしだして、夫ふ人じんの手てをにぎりました。

「ああ、まさしく」

　それから伯はく爵しゃくは、もういっぽうの手てをセドリックの肩かたにのせました。

「フォントルロイ」伯はく爵しゃくはうちとけた調ちょう子しながら、あいてに有う無むをいわせない強つよい口く調ちょうでいいました。「いつから、わたしたちの城しろに来きていただけるか、お母かあさまにきいてごらん」

　フォントルロイは母はは親おやの首くびにしがみつきました。

「いっしょにくらせるんだ！　これからはずっといっしょだよ！」
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　伯はく爵しゃくはエロル夫ふ人じんの顔かおをじっとみつめ、夫ふ人じんも伯はく爵しゃくの顔かおをみつめました。

　一いち度ど心こころがきまると、伯はく爵しゃくはもう、わずかな時じ間かんもむだにしたくありませんでした。やはりじぶんの跡あとつぎの母はは親おやとは心こころを通かよわせねばならないと、いつのまにかそう考かんがえるようになっていたのでした。

「ほんとうにそのほうがいいと、お考かんがえですか？」

　夫ふ人じんが顔かおに美うつくしい笑えみをうかべていいました。

「ああ、ほんとうだ」

　伯はく爵しゃくはぶっきらぼうにこたえます。

「わたしもフォントルロイも、心こころの奥おく底そこでは、ずっとまえからそう願ねがっていながら、その気き持もちに目めをむけないようにしていたのだ。ぜひ来きてほしい」
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　ベンは子こどもを連つれてカリフォルニアの放ほう牧ぼく場じょうへもどったのですが、そのまえに、とてもいい条じょう件けんを伯はく爵しゃくからもらっていました。

　これから帰かえるという矢や先さき、ハヴィシャムさんがベンをよんで、伯はく爵しゃくの考かんがえを伝つたえました。伯はく爵しゃくは、フォントルロイ卿きょうになるかもしれなかった少しょう年ねんトムに、なにかしてやりたいと思おもい、それならばと、お金かねを出だしてじぶんの放ほう牧ぼく場じょうをつくり、そこの管かん理りをベンに任まかせることにしたのです。報ほう酬しゅうをたっぷりはずみ、行ゆく末すえはその放ほう牧ぼく場じょうをベンのものにし、さらにはそのむすこのトムにつがせるという、願ねがってもない条じょう件けんでした。トムはその放ほう牧ぼく場じょうでりっぱな若わか者ものに育そだち、父ちち親おやを心こころからしたうようになりました。親おや子こはたいへん成せい功こうし、しあわせになったので、これまで苦く労ろうしたかいがあったと、よくベンは口くちにしています。

　ディックとホッブズさんは、すぐには帰かえりませんでした（じつはホッブズさんも、ちゃんと問もん題だいが解かい決けつしたかどうか、じぶんの目めでたしかめようと、アメリカからやってきていました）。

　ディックについては、はじめから、伯はく爵しゃくがめんどうをみて、きちんとした教きょう育いくを受うけさせてやろうと決きめていました。ホッブズさんのほうは、るすのあいだ、しっかり店みせを切きり盛もりしてくれる人ひとをたのんであるので、フォントルロイ卿きょうの八歳さいのたんじょうびを祝いわうお祭まつりをみてからでも、帰かえるのは遅おそくないだろうということになりました。

　このお祭まつりには、伯はく爵しゃくの土と地ちを借かりている小こ作さく人にんや借しゃく地ち人にんがすべて招まねかれ、大だい庭てい園えんでごちそうを食たべ、ダンスや楽たのしいもよおしが行おこなわれることになっています。夜よるにはかがり火びをたいて、花はな火びも打うち上あげられます。

「七月がつ四日よっかの独どく立りつ記き念ねん日びみたいだ！」

　フォントルロイ卿きょうはいいました。

「ぼくの誕たん生じょう日びが四日よっかじゃないのがざんねんだよ。おなじ日ひだったら、いっしょにお祝いわいできたのに」

　イギリスの貴き族ぞく社しゃ会かいの今こん後ごのためにも、ホッブズさんと伯はく爵しゃくには親したしくなってほしかったのですが、最さい初しょのうちはなかなかうまくいきませんでした。伯はく爵しゃくは食しょく料りょう品ひん屋やさんがどういうものか、ほとんど知しりませんでしたし、ホッブズさんも伯はく爵しゃくの知しり合あいなど、これまでいなかったものですから、たまに顔かおを合あわせても、話はなしがはずむわけもありません。それにホッブズさんは、フォントルロイ卿きょうがみせてくれる、華はなやかな貴き族ぞくの生せい活かつに圧あっ倒とうされてもいたのです。

　石いしのライオンが立たっている、りっぱな城じょう門もんと、そこからはるか先さきにある玄げん関かんへと続つづく、広ひろ々びろとした並なみ木き道みち。お城しろそのものを目めにしたときには、あまりのおどろきに胸むねがいっぱいになりました。花か壇だん、温おん室しつ、テラス、クジャク、地ち下か牢ろう、よろいかぶと。みるものすべてが、おどろきの連れん続ぞくで、ため息いきばかりついていたのです。しかし、なんといってもいちばんおどろいたのは、フォントルロイ卿きょうの先せん祖ぞの肖しょう像ぞう画ががずらりとならぶ、絵かい画が陳ちん列れつ室しつです。セドリックに初はじめて案あん内ないされたとき、ここは博はく物ぶつ館かんかと思おもいました。

　フォントルロイ卿きょうのご先せん祖ぞさまがこんなに大おお勢ぜいいることにまずおどろきましたし、大おおむかしの勇いさましいご先せん祖ぞさまの冒ぼう険けん物もの語がたりをミセス・メロンからきけば、これまた深ふかく感かん動どうしました。イギリスから独どく立りつして自じ由ゆうを勝かち取とったアメリカを心こころから誇ほこりに思おもい、イギリス貴き族ぞくを敵てきとみなしていたホッブズさんですが、じつをいうと、ここに来きてから、その考かんがえが少すこしゆらいできたのでした。

「貴き族ぞくになれといわれたら、なってやってもいいかもしれん」

　しまいにはこんな言こと葉ばまでとびだす始し末まつ。それこそおどろくべき変かわりようでした。

　そしていよいよ、フォントルロイ卿きょうのたんじょうびを祝いわう当とう日じつとなりました。美うつくしい大だい庭てい園えんに、華はなやかなよそおいで現あらわれた人ひと々びとが鈴すずなりになり、あちこちに張はられた天てん幕まくやお城しろのてっぺんに旗はたがひるがえっています。近ちかくに住すんでいて、このお祭まつりに参さん加かしない人ひとはひとりもいませんでした。あのフォントルロイ卿きょうが、正しょう真しん正しょう銘めいのフォントルロイ卿きょうであり、行ゆく末すえはこの領りょう地ちを治おさめるのだとわかって、だれもが大おおよろこびしていたのです。

　フォントルロイ卿きょうはもちろん、すでに大おお勢ぜいの人ひとと友ともだちになっている、その美うつくしくやさしい母はは君ぎみも、ひと目めみてみたいと、みんなが集あつまってきました。伯はく爵しゃくに対たいしても、以い前ぜんには考かんがえられないほど、みんなが好こう意いをよせています。フォントルロイ卿きょうがこの伯はく爵しゃくをしたい、信しん頼らいしきっているのがわかりますし、伯はく爵しゃくが、フォントルロイ卿きょうの母はは親おやとも親したしげに言こと葉ばをかわし、たいせつにあつかっているのがわかって、人ひと々びとの伯はく爵しゃくに対たいする見み方かたも変かわったようです。どうやら伯はく爵しゃくは、この若わかい母はは親おやが気きに入いったようだといううわさも出でて、フォントルロイ卿きょうと、この夫ふ人じんにかこまれていれば、じきに伯はく爵しゃくも角かどがとれて、この地ちに平へい和わがおとずれ、領りょう民みんのくらしむきもよくなるだろうと、みんなが期き待たいしました。

　それにしても、なんという人ひとの数かずでしょう。木こかげ、天てん幕まくのなか、芝しば生ふと、どこをみても、人ひとであふれかえっています。そのなかに、あのミス・ヴィヴィアン・ハーバートのおすがたも。このうえなく美うつくしい白しろいローブを着きて、レースのパラソルをさし、大おお勢ぜいの紳しん士しにかこまれています。けれどもヴィヴィアンにしてみれば、その取とり巻まきを全ぜん部ぶ集あつめても、フォントルロイ卿きょうの魅み力りょくにはかないません。

　ヴィヴィアンをみつけたとたん、フォントルロイ卿きょうは駆かけよって、ぱっと首くびに腕うでをまわしました。ヴィヴィアンもフォントルロイ卿きょうの胴どうに腕うでをまわして抱だきよせ、まるでお気きに入いりの弟おとうとにするように、やさしいキスをしました。

「いとしのフォントルロイさま！　わたしのかわいいぼうや！　よかったわね！　ほんとうによかった！」

　セドリックはそのあとディックとホッブズさんにもヴィヴィアンを紹しょう介かいしました。ふたりともいっぺんでヴィヴィアンをだいすきになってしまったとわかって、セドリックはうれしさのあまり顔かおを赤あかくしています。

　太たい陽ようがかがやき、旗はたが風かぜにひるがえり、そこらじゅうで人ひと々びとがダンスをしたり、あそんだり。なんとも楽たのしい午ご後ごに、フォントルロイ卿きょうはもうしあわせいっぱいで、よろこびに顔かおをかがやかせています。

　しあわせいっぱいの人ひとは、ほかにもいました──お金かねと高たかい地ち位いには恵めぐまれたものの、じぶんが心こころの底そこからしあわせだとは、これまで一いち度ども思おもわなかった老ろう伯はく爵しゃくです。それがいま、しあわせに思おもえるのは、じぶんが変かわったからでしょう。フォントルロイが思おもいこんでいるようなりっぱな人にん間げんに、とつぜんなれるわけはありませんが、少すくなくともいまの伯はく爵しゃくには、心こころからたいせつにしたいものができましたし、心こころやさしいフォントルロイのむじゃきな提てい案あんにしたがって人ひと々びとの力ちからになってみたら、これがなかなか気き分ぶんのよいものだとわかりました。ここをはじまりに、いつか伯はく爵しゃくも、フォントルロイが思おもっているとおりの人にん間げんになれることでしょう。

　伯はく爵しゃくはまた、人ひと々びとのうわさどおり、フォントルロイの母はは親おやのことが日ひ増ましにすきになってもいました。エロル夫ふ人じんがむすこに愛あい情じょうのこもったやさしい言こと葉ばをかけている場ば面めんを、ひじかけ椅い子すにすわって見み守まもりながら、心こころのうちで疑ぎ問もんがとけていきました。ニューヨークのわびしい通とおりにくらし、つきあう友ともといえば、食しょく料りょう品ひん屋やの店てん主しゅや靴くつみがきの職しょく人にんしかいなかった子こどもが、なぜ、どこに出だしてもはずかしくない人にん間げんに成せい長ちょうし、伯はく爵しゃく家けの跡あと取とりとなってイギリスの城しろにくらしても、まったくひけめをみせないのか。その理り由ゆうがわかったのです。

　とても簡かん単たんなことでした──思おもいやりあふれる、やさしい心こころの持もち主ぬしがそばにいて、いつも他た人にんを気きづかい、人ひとの力ちからになるよう教おしえてきたからです。ほんとうにささやかなことですが、おそらくこれ以い上じょうにたいせつなことはないでしょう。伯はく爵しゃくのことも、お城しろのことも、なにひとつ知しらず、ぜいたくなくらしにまったく縁えんがなくとも、こんなふうに育そだったならば、すえは人ひと々びとから愛あいされる王おうにだってなれることでしょう。

　大おお勢ぜいの人ひと々びとのあいだをめぐり歩あるく孫まごのすがたをみながら、老ろう伯はく爵しゃくはたいへん満まん足ぞくげです。

　人ひと々びとから祝しゅく福ふくの言こと葉ばをかけられ、うれしくて髪かみの根ねもとまで真まっ赤かになっている孫まごの肩かたに、老ろう伯はく爵しゃくは片かた手てをおいていいました。

「フォントルロイ、今日きょういらしてくださったみなさんに、お礼れいを申もうしあげなさい」

　セドリックはおじいさまの顔かおをちらっと見みあげ、それから母はは親おやの顔かおを見みあげました。

「みんなのまえで、ぼくが？」ちょっとはずかしそうにいうと、母ははがにこっと笑わらい、ヴィヴィアンもほほえみ、ふたりそろってうなずきました。

　セドリックが小ちいさく一いっ歩ぽ前まえに出でると、大おお勢ぜいの人ひと々びとの視し線せんがいっせいにそこに集あつまりました。

「みなさん、今日きょうは来きてくださって、ありがとうございました！」

　元げん気きいっぱいの子こどもらしい声こえが会かい場じょうに力ちから強づよくひびきわたりました。

「ぼく、すごく楽たのしかったです。それと、伯はく爵しゃくになれるのは、とてもうれしいです──最さい初しょはなりたくなかったんですけど、いまはちがいます。ぼくはこの場ば所しょがだいすきで、とても美うつくしいと思おもいます──なので、大おおきくなったら、ぼくのおじいさまのように、すばらしい伯はく爵しゃくになりたいと思おもいます」

　割われるような拍はく手しゅと歓かん声せいがおこるなか、セドリックはほっとして小ちいさなため息いきをもらし、またうしろにさがりました。そうして、おじいさまの手てにじぶんの手てをすべりこませると、にこにこ笑わらって、おじいさまによりそいました。
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[image: 訳者あとがき]

　パパがイギリス人じんだということは、ママからきいて知しっていました──そうはじまる、このお話はなしの主しゅ人じん公こうセドリックはアメリカ人じんです。

　といっても、セドリックが生いきていたのは、いまから百年ねん以い上じょうも前まえ。

　そのころのアメリカは、独どく立りつ戦せん争そうをへて、イギリスの支し配はいからぬけだしたばかりの、まだ若わかい国くにでした。

　古ふるいしきたりにこだわらず、新あたらしいものをどんどん取とりいれて、自じ由ゆうな国くににしていこうと、みんなが希き望ぼうにあふれていました。

　アメリカがどれだけすばらしい国くにか、親しん友ゆうのホッブズさんが熱ねつっぽく語かたる話はなしを聞きいて育そだったセドリックも、自じ分ぶんの生うまれた国くにアメリカが大だい好すきで、たいへん誇ほこりに思おもっています。




　いっぽうセドリックの父ちち親おやが生うまれた国くにイギリスは、長ながい歴れき史しにはぐくまれた、伝でん統とうを大たい切せつにする国くにで、アメリカとは正せい反はん対たい。

　ホッブズさんが、「けしからん」と怒おこっている、昔むかしながらの貴き族ぞく制せい度どが当とう時じはまだ残のこっていました。

　まずしい家いえに生うまれた者ものは、どんなに働はたらいても一いっ生しょうまずしく、広こう大だいな領りょう地ちをもつ貴き族ぞくの家いえに生うまれた者ものは、豪ごう華かな屋や敷しきで一いっ生しょう遊あそんでくらせる。

　アメリカ人じんにしてみれば、そんな不ふ公こう平へいはありません。

　そういう貴き族ぞくのなかでも、とりわけ大おおきな富とみと力ちからをもつ伯はく爵しゃくが、セドリックのおじいさま。

　じぶんの息子むすこをうばったアメリカ人じんの娘むすめ（セドリックの母はは親おやです）はもちろん、アメリカと名なのつくものを、なにからなにまできらっていますから、今こん度どやってくるアメリカ人じんの孫まごも、ろくな子こどもではないと、会あう前まえから決きめつけています。

　イギリスとアメリカ。

　おたがいを敵てきと見みなして八年ねんも戦たたかったわけですから、戦せん争そうが終おわったからといって、すぐになかよくなれるものではなく、ふたつの国くにのあいだには、まだ大おおきなわだかまりが残のこっていたのです。

　そういう時じ代だいにセドリックは、おじいさまの跡あとを継つぐべく、アメリカからイギリスにわたりました。

　大だいすきなホッブズさんが大だいきらいだという国くにで、ぜいたくざんまいに暮くらせる小しょう公こう子しになるというのですから、これを知しったふたりの心こころのうちは、いかばかりだったでしょう。

　こういった時じ代だい背はい景けいを頭あたまに入いれておくと、このお話はなしをいっそうおもしろく読よめると思おもいますので、興きょう味みをもったら、ぜひ調しらべてみてくださいね。




　とはいえ、そういうことをいっさい知しらなくても、最さい初しょのページをひらいたとたん、このお話はなしのとりこになる人ひとがほとんどだと思おもいます。

　なにしろ主しゅ人じん公こうのセドリックが、夢ゆめのように美うつくしく、魅み力りょく的てきなのですから。

　白しろいレースのえりがついた、黒くろいベルベットのスーツをきりりと着きこなし、道みち行ゆく人ひとがふりかえるほどのハンサムであるばかりか、とびっきりやさしい心こころの持もちぬしでもあります。

　夫おっとを亡なくした母はは親おやの悲かなしみによりそい、かけっこでじぶんに負まけた友ともだちをはげまし、好すきにつかっていいというお金かねを、病びょう気きで働はたらけない人ひとにあげる。

　そう聞きけば、がんばり屋やの優ゆう等とう生せいかと思おもうでしょう。

　でもセドリックはべつにやさしい子こになろうと、歯はを食くいしばって努ど力りょくしているわけではありません。

「じぶんと同おなじように、みんなが楽たのしくいられますように」と、すなおにそう願ねがっているだけなのです。

　それなら、だれにでもできそうですよね。

　ところがセドリックのおじいさまである老ろう伯はく爵しゃくは、孫まごの十倍ばいも長ながいこと生いきてきたのに、それがわかっていなかったのです。

　じぶんさえ楽たのしければいいと思おもって生いきてきた人じん生せいは、ふりかえれば、少すこしも楽たのしくありませんでした。

　じぶんが楽たのしくなるためには、みんなが楽たのしくなければならない──人じん生せいのあたりまえの真しん実じつを教おしえてくれたのが、おさないセドリックでした。




　百年ねん以い上じょうものあいだ、親おやから子こへ、子こから孫まごへ、世せ界かい中じゅうで読よみつがれてきた、この名めい作さく。

　つばさ文ぶん庫この読どく者しゃのみなさんは、どう受うけとられるでしょうか。

　セドリックとともに、豊ゆたかな物もの語がたり世せ界かいで過すごした貴き重ちょうなひとときが、これからの毎まい日にちを生いきる大おおきなエネルギーになれば、訳やく者しゃとしてこれ以い上じょううれしいことはありません。
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